


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ　ナデン・デラール

第一章　野郎どもとハサミは使いよう

第二章　動き出す時間

第三章　近づく二人の距離

第四章　ナデンの知らないナデン

第五章　仕組まれた恋、だとしても

第六章　嘆きの平原

第七章　嵐

エピローグ１　あなたとダンスを

番外編１　大使の帰還

番外編２　ネームレス・ヒーローズ

番外編３　ジーニャとメルーラのレッツ検証！

エピローグ２　またべつの国へ







[image: ]




　この世界の地図を見れば、一つの菱ひし形がたをしたランディア大陸と、その周囲にある大小様々な島によって構成されている。そんな大陸の中央に「ランディアのデベソ」とも呼ばれ、標高三千メートル級の山々が連なる『星竜連峰』があった。

　母竜信仰の対象ともなっている生ける神獣マザードラゴンを中心とした、竜たちが住まう場所だ。国家と言い換えてもいい。星竜連峰の山々は彼ら竜たちの国である、というのが人類側国家の認識だった。明確な国境線があるわけではないのだが、強大な力を持つ竜たちと敵対してまで彼らの領土を侵す国もなく、自然と棲すみ分けができていた。

　大陸では魔王領出現以後、動乱の時代が続いているにもかかわらず、星竜連峰はそういった時代の流れからは隔絶された天険の地だった。

　そんな星竜連峰の中央にある高地『ドラクル』は竜たちの楽園だった。

　マザードラゴンの御み業わざによるものか、標高五千メートル以上の高地でありながらその気候は常春で、豊かな緑と綺き麗れいな水に溢あふれた豊ほう穣じようの大地があった。

　ドラクルでは大きな体、雄大な翼、猛たけ々だけしい角や牙を持ちながら、人語も解することができる竜たちにより独特な生活が営まれていた。

　また竜たちは美しい人の姿になることもでき、同盟関係にあるノートゥン竜騎士王国の竜騎士と『騎乗契約』を交わすことにより、その竜騎士の『愛馬』ならぬ『愛竜』となって共に戦うことを誓い、また同時に伴侶となってその騎士の子供を宿すという。

　竜という種族は性別が曖昧であり、竜同士では子供を生なすことができない。つまり竜はノートゥンの騎士と共に戦う代わりに、騎士には子孫繁栄を約束させているのだ。

　竜と騎士との子供は騎士の種族、半竜人ドラゴニユート、竜のいずれかとして産まれてくる。

　この内、竜で産まれてくる場合のみ卵の状態となり、産み出された卵は親元を離れ、星竜連峰のマザードラゴンのもとへ預けられるのがしきたりになっている。これは産んだ竜の血統が重視されないようにという配慮もあるが、竜の卵はいつ孵かえるかが不明で、長い場合は百年以上も掛かってしまうために親元に置いておけないという理由もあった。

　その伴侶の契約は毎年の春の終わりに開かれる『契約の儀』で、新人の竜騎士たちと竜たちの間で結ばれる。そのときは……もうすぐそこまで来ていた。







　―――大陸暦一五四七年三月中旬




　星竜連峰の中心にある高地『ドラクル』の東端にある森。

　常春である星竜連峰において森は常に新緑に彩られている。葉は青く茂り、森の中から見上げれば木漏れ日の中でキラキラと輝いている。ただそれより下、森の中で地面を見れば差し込む光が少なく薄暗い。そんな薄暗い森の中に小さな洞穴があった。

　いま、その洞穴の前に一頭の白竜が舞い降りた。

　光を受けて輝く白い鱗うろこ。風に棚引く白銀の鬣たてがみ。頭には山や羊ぎのような形の立派な二本角。そんな白竜は大きな翼を折りたたみ、首を伸ばして洞穴の中をのぞき込んだ。

『ナデン、いるんでしょ？』

　白竜が洞穴の奥に向かって呼びかけた。呼びかけたといっても口は開いていない。竜は声に出さずとも念じることで会話ができるのだ。白竜の呼びかけに返事はなかったが、中からは少しだけ物音が漏れ聞こえていた。居留守を使っているのだろう。

『もう、無視しないでよ！　いるのはわかってるんだからね！』

　白竜は呆あきれたように言うと、スーッと大きく息を吸い込んだ。吸い込んだ空気を再度口の中に戻したとき、口の端からはオレンジ色の炎がチリチリと漏れだす。これで口を開けば『竜の息吹ドラゴンブレス』という、国をも焼き尽くすと言われる火炎放射が放たれる。

『あんまり聞き分けが悪いと焼き討ちしちゃうわよ』

「ま、待ってパイ！　本が焼けちゃうじゃない！」

　洞穴の中からそんな焦った少女の声が聞こえてきた。その声を聞いてパイと呼ばれた白竜は炎を飲み込むと、やれやれといった感じに息を吐いた。

『まったく……引きこもってないで早く出てきなさいよ』

「せっかく『ミュージック・ポート』を見ていたのに……」

『みゅーじっく・ぽーと？　なにそれ？』

「グラン・ケイオス帝国でやってる音楽番組よ」

『グラン・ケイオス帝国!?』

　グラン・ケイオス帝国は大陸の西に確固たる勢力を持つ強国だ。魔王領出現以後は守勢に立ってはいるものの、いまだ人類側随一の実力をほこる国でもある。

　帝国はかつて大陸に覇を唱えんとしていた時代に、この星竜連峰に攻め込んだことがある。総兵力数十万の最盛期の帝国に対して星竜連峰の竜は千頭程度であったのだが、小国ならば一頭でも滅ぼせると言われる竜だけに、帝国軍を圧倒し、攻めあぐねた帝国軍は撤退するよりなかった。この戦い以後、帝国との関係は良好とは言えなかった。

『帝国とは敵対関係なのよ!?　なに考えてるの！』

「べつにいまは戦争はしてるわけじゃないじゃない。当代女皇のマリアは穏やかそうな美人さんだし、この際、仲良くしてみてもいいと思うわ」

『そんなこと言って……ティアマト様に知られたら怒られるんじゃないの？』

　ティアマトとは、人類側からは『マザードラゴン』とも呼ばれ崇あがめられるこの星竜連峰の大元締めに当たる竜だ。この地に住まうすべての竜たちの母のような存在であり、そんなティアマトの名前を持ち出されて、洞穴から聞こえる少女の声は少し焦っていた。

「あはは……それは怖いなぁ。怖いから黙っといて」

『まったくもう……』

　パイは溜ため息いきを吐つくと、身体からだを光らせ、一瞬にして色白で白銀色のロングヘアーを靡なびかせた白いワンピース姿の美少女となった。

　どこからどう見ても人間だが、髪の毛からは山羊のような角が出ていて、お尻から白い尻尾が出ていることが、彼女がさっきまでの白竜であることを物語っていた。

　パイは洞穴の中へと足を踏み入れた。見た目と違ってジメジメとはしていない。むしろ空気は澄んでいる。星竜連峰の洞穴はこれが普通だった。

　パイが洞穴を進んでいくと、急に開けた場所に出た。

　目の前に、それまでの岩肌とは打って変わって女の子らしい部屋が現れる。可愛かわいらしい簞たん笥すやベッド。本棚には人類側国家の本（主に恋愛小説）が並んでいる。パイはそんな部屋の真ん中で玉音放送の簡易受信機を見つめている、小さな背中に話しかけた。

「ナデンったら、また簡易受信機そんなものを見て……」

「いいじゃん。私がなにを見てたって」

　そう答えたのはナデンと呼ばれた黒髪・黒ワンピースの少女だった。

　長めでボリュームのある黒髪の両脇からは鹿角が生えていて、お尻からは黒い尻尾が生えている。見た目は十五歳くらいだろうか。背も低めで、スタイルも平均以下だ。ただ、横顔には美少女の片へん鱗りんがあり、ちゃんと着飾りさえすれば可愛らしくなるだろう。

　それを知っているだけに、パイはこの友人の残念さに溜息を吐いた。

「はあ……恋愛小説を読んで夢見がちだったころとどっちがマシなのかしら」

「ごほっ！」

　急に昔の話を持ち出されて、ナデンは咳せき込んだ。

「ど、読書してただけよ！　恋愛小説しか読んでなかったわけじゃないんだからね！」

「夢中だったじゃないの。『私なら使命より恋を選ぶわ！』とか言ってたし」

「普通の冒険小説だって読んでたわよ！」

「そもそも竜は人類側の書いた本なんて読まないんだけどね……」

　理由は簡単だ。星竜連峰と国交を結んでいる国がノートゥン竜騎士王国しかないため、人類側国家の物品はなかなか入ってこないのだ。星竜連峰で人類側国家の物品を手に入れようと思ったら、直接、星竜連峰の外に出向くしかないのだが、そもそも、竜たちは外の世界にも人類側の物品に対してもそこまで興味を持っていない。

　ナデンのように、隙あらば外に出て物品を持ち帰ってくるほうが稀まれなのだ。

「っていうか簡易受信機そんなものをどこで手に入れたの？」

「んー？　帝国領の蚤のみの市いちで見つけたの。そのときは壊れててガラクタ同然だったんだけど、私がバチッとやったら映るようになったわ。ふふ、掘り出し物ね」

　そう言いながらナデンは、お尻からニョロンと伸びた黒い蜥蜴とかげのような尻尾に、簡易受信機を近づけた。すると、パチンという音がして簡易受信機の映像が消えた。

　ナデンは身体に電気を溜ためることができる。その溜めた電気を流すことで、ナデン自身も理屈はわかっていないのだが、簡易受信機のオン・オフができるのだ。
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　身体に電気を溜められる生物はたしかに存在するが、ここまで器用に使いこなしているのはナデンくらいのものだろう。

　そんな光景を見て、パイはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「ナデンって、妙なところで器用よね」

「せっかくの帯電体質なんだし、使わない手はないでしょ」

「だからって、それは竜としてどうなのよ……」

　常春のドラクルで、まだ騎士と契約していない竜たちは自由気ままに暮らしている。

　竜の姿で空を飛び回ったり、水浴びしたり、狩りをしたりといった感じだ。

　時折、ティアマトの配下の巫み女こ竜から竜としてのしきたり、読み書き・計算、外の世界のことを学ぶ時間もあるが、それ以外の時間は個人個人で好きに過ごしている。

　そんな昔ながらの暮らしをしている竜たちの中で、外の世界の道具を器用に使いこなしているのはナデンくらいなものだった。パイは呆れたように言った。

「あなた、ホントに竜なの？」

「……そんなの、私が知りたいわよ」

　そう言って視線を画面に戻すナデンを見て、パイは「しまった」という顔になった。

　この手の話題は、ナデンにとっては苦痛だろう。

「え、えっと……それで、音楽番組だっけ？　それってなんなの？」

　話題を変えるべくパイは話を振ってみた。

「カワイイ女の子たちが、カワイイ格好で歌って踊ってるのを、国民に向けて放送しているのよ。見ていてとても楽しいわね。まあ、放送番組の本家本元は帝国じゃなくて、エルフリーデン王国らしいけどね。この簡易受信機に映らないのが残念だわ」

「エルフリーデン王国？　あの勇者が喚よばれて王様になったとかいう、あの国？」

　エルフリーデン王国と聞いて、パイには古式ゆかしい、悪く言えば古くさい国というイメージしかなかった。そんなパイにナデンは「ちっちっち」と指を振った。

「かつてのエルフリーデン王国だと思わないほうがいいわ。あ、いまはフリードニア王国だっけ？　帝国からの情報しかないから詳しくはわからないけど、王様になった勇者が国政改革を行ってから、グングンと力を付けているみたいね」

　ナデンは尻尾で簡易受信機をつまみ、弄んだ。

「王族が国民に決定事項を一方的に伝えるだけだった玉音放送を利用して、音楽番組のような楽しいものを作り上げた先見性はすごいと思うわ。いつまでも変わらないこの国とは違って、フリードニア王国はどんどん進歩している。その勇者王という人物も一度見てみたいわね。今度はフリードニア側に下りてみようかな？」

　楽しそうにそんなことを言うナデンに、パイは地団駄を踏んだ。

「もう、なにを考えてるのよ！　もうすぐ『契約の儀』なのよ？　私たちのこれからが決まるっていう大事な時期に、そんなこと許されるわけないでしょ！」

「べつに……いいじゃない。どうせ私を選ぶ騎士様なんていないわよ。だって私は〝飛べないし、炎も吐けない〟んだから」

「………」

　ナデンに諦観の眼まな差ざしでそう言われ、パイはなにも言えなかった。

　彼女、ナデン・デラールは星竜連峰に住まう竜でありながら、空を飛ぶための翼を持たず、炎も吐くことができなかった。またその姿は他の竜たちとは一線を画していた。

　だから他の竜たちからは『ワーム（長いだけの生き物）』と陰口を叩たたかれて蔑まれていた。ナデンが洞穴の中に引きこもりがちなのもそれが理由だった。パイはそんなナデンの数少ない友人だけど、こればかりはどうしてあげることもできなかった。

「えっと……で、でも、ナデンは雷だって出せるじゃない！」

「……それがなんだっていうのよ。どんな騎士も私をパートナーには選ばないわ。だって私を選んだら、竜騎士隊の中で飛べないのは自分だけってことになるのよ？」

　パイから視線を逸そらしながら、ナデンは寂しそうにそう言った。

　ノートゥン竜騎士王国の竜騎士隊は、大陸にその名を轟とどろかせている部隊だ。

　ただでさえ強きよう靱じん・強大な竜に乗る竜騎士は、天を駆け、吶とつ喊かんしては敵陣を切り裂き、竜の炎ですべてを焼き払う。小規模国家でありながら、守戦に限定すれば帝国とさえ渡り合えるというノートゥン竜騎士王国の武勇は、この竜騎士隊が担っている。

　そんな竜騎士隊に、炎も吐けず空も飛べないナデンの居場所はないだろう。

「パイはいいわよね。パイみたいな綺き麗れいな白竜、選より取どり見取りでしょ」

「……言葉に刺とげがあるわね」

　竜騎士の契約の儀では、まず騎士が愛竜となる竜を選び、竜がそれを受けるか否かを決める。複数の騎士から契約を申し込まれた竜は選り取り見取りというわけだ。パイならばきっとそうなるだろう、自分と違って……と、ナデンは思った。

「いっそこの国を出ようかな？　蛟こう龍りゆう族ぞくって言えば通りそうだし」

　話によれば、蛟こう龍りゆう族ぞくという種族と人間形態のナデンはよく似ているらしい。

　違う点としては、頭の鹿角がナデンのほうが大きいことと、蛟こう龍りゆう族ぞくには竜族のような変身能力がないことなのだが、数が少ないので言わないとわからないだろう。

「もう！　卑屈な態度は心まで卑屈にするよ！」

「だって……」

「それに、ティアマト様に予言されたんでしょう？　大丈夫だって」

　その年の契約の儀に出られる竜はティアマトが決定している。個人の意思や何年生きたかなどは関係ないようだ。そして選ばれた竜たちは、その年の初めにマザードラゴンから託宣を受けることになっている。ナデンもそんな一人だった。

『いずれ貴女あなたの価値を知る者が現れます。そのときが貴女の巣立つときです』

　将来を諦め気味だったナデンに、ティアマトはたしかにそう言った。娘を見守る母親のような穏やかな目でだ。ナデンだってティアマトが噓うそを言っていたとは思っていない。でも、その予言が的中するともまた思えなかった。

「そんなの……ティアマト様の気休めに決まってるじゃない。私の価値なんて、私自身でさえわからないのだから。赤の他人がなにをわかってくれるというのよ」

「でも、ティアマト様の予言はハズレたことがないって話よ？」

「じゃあ私がハズレ第一号ね。おめでとー」

「もう……ホントに卑屈なんだから」

「パイも、モーモー言ってると黒斑が浮かんできて牛柄になっちゃうわよ？」

「モー、モー、モー！」

　バタバタと憤るパイを横目で見ながら、ナデンは溜息を吐いた。

（もしも、本当に私という存在に価値があって、それをわかってくれる人がいたら……どんなに素敵なことだろう。そんな奇跡みたいなことが起こって、こんな常春でなんの刺激もないつまらない場所から私を連れ出してくれたら……なんて、無理な話よね）

　そんな切なる願いを、ナデンは胸の奥底へとしまい込んだ。
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　―――大陸暦一五四七年四月十五日




　フリードニア王国北西部にあるだだっ広い平原。

　そんな見晴らしの良い平原を、道幅の広い一本の道が走っていて、道の両脇には『神護の森』産の『破魔樹』が等間隔に植えられている。交通網を整備したときに敷設した、国道のうちの一本だった。この一本道を進んでいくと、たまに冒険者に護衛された商隊の馬車や、ライノサウルスが引く貨物列車とすれ違うだろう。

　よく晴れた穏やかな春の日。そんな国道をゆっくりペースで進む、馬二頭立ての幌ほろ馬ば車しやがあった。幌が張られた車両部分は、旅の行商人が使うごく一般的なものだったが、車両を引っ張る二頭の馬はかなり立派な体たい軀くをしていた。

　そんな幌馬車の車両の中に、いま俺たちはいた。

　俺は幌馬車の後ろを〝走ってついてきているヤツ〟に語りかけた。

「どうだい、ハル。自分たちで敷設した道を走っている気分は」

「感慨が、ないわけじゃ、ねぇけど……お前に、言われると、イラッとくるな……」

　外を走っていたハルバートが、ふて腐れたようにそう言った。

　いま幌馬車には俺、アイーシャ、カエデ、トモエちゃんの四人が乗っていた。

　マザードラゴン直々の招待により、星竜連峰に向かうためのメンバーだ。

　ただ、これは思惑すらわかっていない招待であり、ごく一部の臣下にしか知らされていないため、お忍びでの行動が求められた。だから俺はいつもの三さん度ど笠がさに旅たび合羽がつぱという九く頭ず龍りゆう諸島連合の旅人風衣装、トモエちゃんは白魔導士風フード付きのローブ、アイーシャ、ハル、カエデは冒険者風の軽装といった感じに変装していた。

　もちろん、星竜連峰に赴く際には馬車に積んでいる正装に着替えるつもりだ。

　ちなみに同行メンバー最後の一人であるカルラには、これから向かう方向へ偵察に出てもらっている。半竜人ドラゴニユートは空を飛べるのでこういうときに便利だ。

　俺とアイーシャは車両の中でのんびりし、トモエちゃんは御者台でカエデから馬車の動かし方を教えてもらっていた。トモエちゃんとカエデの二人は妖よう狼ろう族と妖よう狐こ族で似ていることもあり、並んで御者台に座る姿は本当の姉妹のようで微笑ほほえましかった。

　ハルも最初は車両の中にいたのだけど、「こんなんじゃ身体からだが鈍なまる」と言い出して、外に出てランニングを始めたのだった。

「竜挺兵ドラトルーパーでしごかれたんだろ？　こんなときくらい、のんびりすればいいだろうに」

「そういうお前は、くつろぎすぎ、なんだよ……」

　ハルがなんだか白い目で見ながら言った。うん……まあ、そうかもしれない。

　いまの俺は馬車のテントの中で、アイーシャに膝枕してもらっていた。三度笠を胸の上に置き、くつろぎすぎなくらいにくつろいでしまっている。俺は首を後ろにそらすと、締まりのない顔でにへらと笑いながら俺の頭を撫なでているアイーシャに尋ねた。

「アイーシャ、大丈夫？　重くないか？」

　するとアイーシャは我に返ったようで全力で首を横に振った。

「全然！　むしろ、陛下は硬くないでしょうか？　私って筋肉がついてますから……」

「いや、適度な弾力があって良い感じだと思うぞ？　ほら、指も沈むし」

「わっ、ちょ、くすぐったいですっ」

　腿もものあたりを突っついたらアイーシャが身み悶もだえした。ちょっとおもしろい。

「……ったく。こんな、空気の中、車両の中には、いたくねぇよ……」

　ハルが「付き合ってられねぇよ」とばかりにそう言った。うん、俺もハルの立場だったら居たたまれなかっただろう。カエデもトモエちゃんが盗とっちゃってるしな。

「でも、俺が同行者に選ばなかったら、ハルたちはいつもどおりに『ヒリュウ』で訓練していたはずだろう？　のんびりできていいんじゃないか？」

「それはそうだけどよ……そもそもなんでこんな、のんびり旅なんだ？　迎えが来るのって、国境線なんだろ？　そこまで飛竜ワイバーンで、行けばいい、じゃねぇか」

　ハルが言うとおり星竜連峰の迎えが来るのは、フリードニア王国北西部の国境線の村ということになっている。そこに行けば、竜が星竜連峰まで運んでくれるそうだ。だから効率だけを考えるならば直前まで王都に居て、指定された日の前日に飛竜ワイバーンで待ち合わせの村に向かうのがいいのだろう。でも、それでは流石さすがに味気ない。

「折角まとまった休みをもらったんだ。あまり急いでももったいないだろ？」

「そうか？　旅なんて、楽しむもんじゃ、ないと思うが……」

　ここら辺はこの世界の人々と現代人との感覚の違いだろう。

　凶暴な野生生物や魔物などまで出るこの世界では、たとえ国内であっても気楽に旅行などはできない。地球側の歴史でも気軽に旅行ができるようになったのはごく最近だ。

　治安が割と安定していた江戸時代でも、松まつ尾お芭ば蕉しようが出かける際に「生きて戻らぬ覚悟」を決めるくらいだからな。そう考えてみると、食への探求心だけで散財してまで諸国を食べ歩いたポンチョのすごさがあらためてわかるというものだ。

「俺は旅って好きだけどなぁ。見知らぬ土地の景色を見るってやっぱ心が躍るし。爺じいちゃんも婆ばあちゃんも旅好きだったんで、よく連れて行ってもらったっけ」

「陛下のお祖じ父い様さまとお祖ば母あ様さまがですか？」

「ああ。まあ年配だけあって寺社仏閣城郭めぐりが多かったけどな」

　青あお丹によし奈良の秋。紅葉と鹿せんべい。懐かしい思い出だ。

　あのころは近畿ぐらいですごく遠くに来た気持ちになっていたけど、まさかその数年後に異なる世界へ来ることになるとは想像もしていなかった。

　そんな風に郷愁に浸っていると、アイーシャが、

「そういえば気になっていたのですが……」

　と不思議そうに聞いてきた。

「この馬車って揺れませんよね？　普通なら、ここまでくつろげませんよ？」

「まあ、見た目は幌馬車だけど……あのジーニャの設計だからな」

「あの、どうして急に疲れた表情に？」

「ライノサウルス・トレインはいま貨物の運搬をメインに運用しているけど、人を運ぶ客車を引かせて『列車』にするには走行時の揺れが問題だったんだ」

「そういや、ダークエルフの森に行ったときも、すごい揺れだったな」

　そのときのことを思い出したのか、ハルは辟へき易えきとした顔をしていた。あのときは災害救助のために一刻を争う状況だった。だから揺れなどお構いなしに走らせたため、乗っていた禁軍兵士たちの大部分は乗り物酔いに悩まされたようだった。

「そんなわけで、ジーニャに車の揺れを軽減させる仕組みの開発を依頼したんだ。ただ……俺の想定の斜め上を行くのがさすがジーニャって感じなんだけどな」

　俺がイメージしていたのはスプリングのようなものだった。

　文系出身で工学関係には疎いので詳しい仕組みまではわからないけど、超科オーバー・サイ学者エンテイストのジーニャなら、イメージを伝えればそれに近しい物を作り上げてくれるんじゃないかと期待したのだ。しかし、ジーニャは俺の想像を超えた物を開発してしまった。

「まさか『衝撃吸収素材』を先に出してくるとはなぁ……」

「しょ、しょうげききゅうしゅう……なんですか？」

「俺は実物を見たことないけど、この大陸にはデカすぎてもはやグリプトドンなんじゃないかっていうくらい、巨大なアルマジロがいるんだって？」

「グリプトドンとやらがなにかは知りませんが、ギガントアルマジロのことですね。主に森林地帯に生息しています。甲羅が堅くて、私でも割るのには苦労します」

「って、オイ!?　割れるのか!?」

　外を走っていたハルが驚きの声を上げた。

「あいつの甲羅は物理攻撃で割るのはほぼ不可能って言われてるんだぞ!?」

「そうですか？　大剣を換えながら十回くらい叩たたけば割れましたが？」

「「　………　」」

　俺もハルも絶句してしまった。ジーニャ以外にも規格外はいたな……。

「ま、まあそれはともかくとしてだ。そんなギガントアルマジロなんだけど、堅い甲羅で物理攻撃を防いでいるのはわかるけど、攻撃を受けたときの衝撃はどうしているんだろうとジーニャは疑問に思ったらしい。いくら外傷がないように見えても、その衝撃は柔らかい内臓に届いてしまうのではないかと考えて、解剖してみると甲羅の内側の脂質部分に強い衝撃吸収性能がみられたんだそうだ」

　その甲羅の内側の肉の質感だけど、現代人にわかりやすく説明するならほぼゴムのような性質のものらしい。俺は車両の床をポンポンと叩いた。

「この馬車の車軸や車輪部分には、その甲羅の内側の脂質を加工したものが使われているんだ。だからこの馬車は他の馬車に比べてあまり揺れないんだよ」

「なるほど……さすがジーニャ殿ですね。こんなものをポンと作ってしまうなんて」

　アイーシャは素直にそう感心していたけど、俺としては少々複雑だった。

　贅ぜい沢たくを言えばもう少し一般化しやすい素材を開発してほしかった。ギガントアルマジロの脂質は貴重で、この幌馬車も見た目とは裏腹にかなり高価な物になっている。これで揺れない列車を作ろうと思ったら、ギガントアルマジロを乱獲しなくちゃならない。

（一般市民が利用するためにはもっと安価な物じゃなきゃいけないんだけどなぁ……）

　しかし、開発者であるジーニャは生粋の天才肌であり、一度作り上げた物に対してはそれ以上、コストを削減しようとか、機能を向上させようとかは考えない性格だ。

　仕方がないので、俺は真面目な研究班に素材を渡して、量産可能な代替素材が作れないかどうか研究してもらうことにした。

　その成果なのだけど、なんでもある種の蚕の繭がこの素材に似た衝撃吸収性能を持っているらしい。繭ならば量産可能とのことなので、今後の研究発展を期待している。もちろんスプリングについても知っている限り教えて研究してもらっている。

　本当にこの国を支えているのは、俺のような為政者でも、ジーニャのような天才でもなく、名も知られていない研究者たちなのだ。これは忘れてはいけないことだろう。

　アイーシャの膝の上で目をつむり、そんなことを考えていたときだった。

「おい。カルラ嬢が戻ってきたみたいだぞ」

　ハルにそう言われて、俺は身体を起こした。御者台のトモエちゃんたちに声を掛けて馬車を止めて、車両から出るとちょうど空からカルラが舞い降りてきた。

　垂直降下ではなく、着陸する旅客機のように身体を傾けて斜めに着地する。エプロンドレスのスカートの中身が見えないように配慮した降り方だった。

「ただいま偵察より戻りました。ご主人」

　着地の際に少しだけ乱れたスカートを直しながら、カルラがそう報告した。カルラもだいぶミニスカメイド服の扱いに慣れてきているようだ。

　カルラを同行させると決めたとき、さすがに旅の装束としてメイド服はないだろうと思って戦中に使っていた鎧よろいの着用を許そうと思ったのだけど、侍従メイド長ちようのセリィナが、

『こんなこともあろうかと、旅用侍従メイド服を作っておきました』

　……と言って、涼しい顔でこのメイド服を差し出してきたのだった。

　俺も使うアテの無かった給金で『ムサシ坊や君』を特殊素材などで魔改造していたけど、あのメイド服にも似たような素材が使われているようだ。防刃、防矢、耐酸、耐寒、耐熱、汚れにくく、それでいて洗いやすいという優れものだった。

　……あの侍従メイド長ちようの情熱はどこから来て、どこへ行こうとしているのだろう。

　それはともかく、俺はカルラをねぎらった。

「ご苦労様。どうだった？」

「これから向かう先に危険な生物などはいませんでした……んですけど」

　カルラは歯切れが悪そうに言うと、自分の翼のある背中のほうを見た。

　どうしたんだろうと思ってカルラを見ると、カルラの両脇の下から小さな足が二本、飛び出しているのに気付いた。カルラがクルリと反対側を向くと、五歳くらいの小さな人間族の男の子が背中に引っ付いていた。男の子は怯おびえたように、カルラの背中にヒシッとしがみついている。カルラは困ったように言った。

「道中の山の開けた場所で一人泣いているこの子を発見しまして、そのまま放置もできず連れてきました。なにやら怯えているようで……降りてくれませんね」

　カルラはわけがわからないといった感じに肩をすくめたけど……。

「いや、怯えているのはお前が空を飛んだからじゃないのか？」

　結構な高高度を飛んでいたみたいだし、この男の子は落ちないように必死にしがみついていたのだろう。そう指摘すると、カルラはハッとしたように目を見開いた。

「あっ！　そ、そうですね。人間は飛べないことを失念していました」

「おいおい……」

　俺がシラけた目で見ると、カルラは露骨に目を逸そらしていた。カエデとトモエちゃんが優しく話しかけて、なんとか男の子をカルラの背中から引き剝がしたのだけど、それで緊張の糸が切れたのか男の子はワーワーと泣き出してしまった。

　たぶんここら辺の集落の子供が、山に入って迷子になったのだろう。

　名前を聞いてもわからず、おうちを聞いてもわからず、泣いてばかりいる男の子。犬のお巡りさんだったら困ってワンワン言いそうな、お手上げ状態だった。どうやらこの子に懐かれたようで、またしがみつかれてあたふたしているカルラに尋ねた。

「なにか手がかりになりそうなことはないか？」

「え……あっ、そういえば、山に変な男たちが多数いるのが見えました」

「変な男たち？」

「ええ。山賊のようなむさ苦しい容貌の男たちです。そんな者たちが周辺をうろついていたこともあって、この子を連れてくることに決めました」

「山賊？　領内に賊が出るって報告は来ていないんだけどなぁ……」

　俺が王位を譲られてすぐのころは、国内にはまだ若干盗賊や山賊などの報告があった。

　しかし交通網を整備し、国の各地にすばやく軍を送れるようになると、冒険者の役職名である『盗賊シーフ』はべつにして、領内に賊徒の類が出没するとの報告は聞かなくなった。被害報告があれば即討伐、武装集団の存在が確認されれば軍を送って観察し、危険だと判断すれば討伐といった具合に取り締まったからだ。

　そういった賊徒たちの多くは討伐されたり、自主廃業したりしたようだ。まあ、そんな賊のなかには一部無害な者たちもいて、そういった者たちは……あっ。

「なあカルラ。その男たちの服の色を憶えているか？」

「……そういえば……みんな揃そろいのオレンジ色の胸甲を着けていました」

「ああ、やっぱり……」

「ご主人はなにか知っているのですか？」

「知っているもなにも……」

　その男たちを組織したのは、俺自身だった。







　それから大体三十分くらい進んだだろうか。保護した男の子を連れてその男たちを見たという山の麓まで来ると、オレンジ色の胸甲を着けた男たちが勢せい揃ぞろいで出迎えてきた。さきにカルラを派遣して、男たちに事情を説明させていたのだ。

　カルラの言うとおり、たしかに男たちの見た目は山賊のようだった。

　肌は日焼けしていて浅黒く、無精ヒゲで、身体つきは逞たくましい野郎ども。彼らを見てアイーシャとハルは思わず身構えた（トモエちゃんはカエデと一緒に幌ほろ馬ば車しや内で待機）ほどだけど、男たちには殺気立った様子もなく、緊張した様子も見受けられなかった。

　すると男たちの中から、一際大きな男が歩み出てきた。

「旦那たちですかい？　子供を保護してくださったってのは」

　男は大仰に手を広げると、ニカッと笑いながら言った。

「ええ。山で一人でいるところを、うちの者が保護しました」

　素性を明かすと面倒そうなので、俺は丁寧な口調でそう答えた。

「男の子の縁者の方は迎えに来ているのですか？」

「もちろんです。おう、野郎共！　早く親御さんをお連れしろ！」

　大男がそう命じると、男たちの中の一人が「へい！」と返事をして後方へと駆けていった。やりとりが完全に親分と子分のそれだな。しばらくして、男たちの間を縫うように、村のおかみさんといった風貌の女性が現れた。男たちの間を困惑した顔で歩いてきたその女性は、俺を見るとすがるように必死の形相で訴えてきた。

「あ、あの子は……息子は無事なんでしょうか!?　勝手に山に入ったきり行方がわからなくなって！」

　この女性があの男の子のお母さんなのか。よほど心配していたのだろう。

「安心してください。どこも怪け我がした様子はありませんでしたから」

　俺はカルラに男の子を連れてくるように言った。カルラに馬車から連れ出された男の子は、女性の姿を見つけると一直線に駆けだして、その胸に飛び込んだ。

「ママああああああ!!」

　女性もしっかり男の子を抱きしめた。

「良かった……もう、この子は！　本当に心配させて！」

「ごめ……ごめ、なさ……」

「本当に……無事で良かった……」

　母と子の再会と抱擁。それを横目で見ながら、大男が話しかけてきた。

「本当に旦那方にはお世話になりましたぜ。うちの隊で手分けをして捜し回っていたんですが、なかなか見つからず。どうしようかと思ってたんでさぁ」

「いえ、さっきも言いましたけど、見つけたのは偶然ですので」

「それでも、ありがとうごぜぇます。あっしはこの隊を率いている、ゴンザレスってものです。見たところ、行商の方ですかい？」

「はい。『銀の鹿の店』のカズマ・ソーヤです」

　国王だとバレると面倒なので用意していた偽名を名乗ることにした。するとゴンザレスは「ん？」と眉根を寄せた。

「旦那……以前、どっかで会ったことありましたっけ？」

「そうですか？　この地方に来るのは初めてなのですが……」

「気のせいでしょうかね？　どっかで見たことあるような気がしたんですが……」

「それならお顔を憶えていただきたいですね。『銀の鹿の店』をどうぞご贔ひい屓きに」

「がーっはっは！　さすがぁ商人だな！」

　ゴンザレスは気に入ったのか俺の背中をバシバシと叩いた。……ちょっと痛いぞ。

　そんな感じで誤魔化しながら仲間のところに戻ると、ハルから「いい加減、どういう状況なのか教えてくれ」と言われた。

「結局、この男たちはなんなんだ？　見た目は完全に山賊っぽいが……」

「まあ、もとは山賊だったヤツらだしな」

「はあっ!?　なんだって!?」

「落ち着け、ハル。山賊にだってピンキリあるんだよ」

　山賊には山を通る行商人や村人などを襲い、金品を奪ったり、女子供をさらったり、はては人を殺傷したりする者たちがいる。こいつらは凶賊と言うべき存在だ。

　しかしそれとはべつに、一部山道を占有して、そこを通る行商人から通行料を取るかわりにその道中の護衛役を引き受けるという、割と真っ当（？）な山賊もいるのだ。

　前者が現れたとの報告が入れば軍を派遣して殲せん滅めつすればいいけど、後者の場合はそうするには少々惜しい人材だった。彼らは言ってしまえば山のエキスパートだ。

　その土地に根付いていて、近隣集落と良好な関係を築いている場合もあるし、その知識や経験をただ切り捨ててしまうのももったいない話だ。そこでだ。

「そういった山賊を雇用して『山岳救助隊』を結成させたんだ」

「山岳救助隊？」

「今回みたいに山で遭難した人が出たら捜索したり、山に異変が起こってないかパトロールしたり、いままで通り山道の護衛も行う部隊だ。給金は国から出している。山道護衛の際には賃金を取っているけど、その売り上げは国に納めることになっている。ぼったくって差額をピンハネしているようなところがあれば、当然、山賊として処罰する」

「はあー、お前も手広くやってるんだなぁ……」

　ハルが感心したようにそう言ったので、俺は苦笑してしまった。

「ま、これでも国王だからな」

「そういや、そうだったな。たまに忘れそうになるけど」

「ああ。俺もだ」

　男二人、顔を見合わせて笑い合った。

　その後、俺たちはゴンザレス率いる山岳救助隊と迷子の母子に別れを告げ、再度、旅路に戻った。出会いがあれば別れがあり、またべつの誰かに巡り合う。

　この旅路で、どんなヤツに巡り合うのか。俄が然ぜん、楽しみになってきた。
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「はあ～……絶景かな、絶景かな」

　俺は思わず感嘆の声を漏らしていた。

　ここはフリードニア王国の北西、ルナリア正教皇国との国境線近くの村だ。

　村の真ん中からさらに西の方角を眺めれば、星竜連峰の青い山々がすごい存在感を放って鎮座していた。星竜連峰までまだ相当に距離があるというのに、あれだけ大きく見えるなんて。富士山級の山々が連なっているのだから、あの迫力も頷うなずける。

　あの雄大なる山々の真ん中に、竜たちが住まうという高地『ドラクル』があるのか。

　一体、どんなところなんだろう。ちょっと想像がつかない。

「どうしたんですか？　義あ兄に様さま」

　ボーッと山々を眺めていたら、トモエちゃんに声を掛けられた。

「んー？　でっかい山々だなぁ、と思ってさ」

「そうですね。とっても大きいです」

　二人して山々を見ていた俺とトモエちゃんに、ハルが呆あきれたように言った。

「おいおい。星竜連峰なんざ、王城からでも見えてるじゃねぇか」

「ハルってばわかってないのです。遠くから眺めるのと近くから見るのとでは、やはりべつの感慨があるものなのですよ」

　情緒のないハルをカエデが苦笑しながら窘たしなめていた。すると、アイーシャとカルラが幌馬車の馬たちを宿屋に併設されている馬小屋に入れて帰ってきた。

「それでカズマ殿。私たちはこの村で〝迎え〟の方を待つのですよね？」

「……あっ、ああ。そうなってるはずなんだけど……」

　いけない、いけない。アイーシャが俺のことを用意した設定通りにカズマと呼んだので、一瞬、反応が遅れてしまった。

　ちなみに用意した設定とは、「俺は『銀の鹿の店』の若旦那で、各国の交易品になりそうなものを調査して、旅をしている」というものだった。トモエちゃんは俺の妹ということにして、狼おおかみ耳と尻尾はフード付きローブに隠してもらっている。

　アイーシャ、ハルバート、カエデ、カルラの四人は、そんな俺たち兄妹が、旅の護衛としてやとった冒険者ということになっている。今回の旅の同行に当たっては、冒険者ギルドに話を通して、実際に冒険者としての登録も済ませていた。

　べつの案では、俺も冒険者として登録する案もあったのだけれど、他四人との実力差がありすぎて浮いた感じになるのが避けられないので断念した。俺もたしかに弱いけど、他の四人が強すぎるのだ。王国でも上位の戦力が揃ってるからなぁ……。

　話を戻そう。予定ではこの村で星竜連峰からの迎えを待つことになっていた。ただ、時間の指定はなかった。旅路の行程次第で、この村に到着するのが遅れることも考えられたので、一両日中という、ザックリとした時間の決め方しかできなかったのだ。

「まあ、待っていれば向こうから

　　◆

　接触してくるだろ……う……って、あれ？」

　アイーシャに答えたつもりだったのだけど、隣にいたはずのアイーシャの姿が急になくなっていた。というか、トモエちゃんも、ハルも、カエデも、カルラもいない。それどころか村の建物もなにもかもが一瞬にしてかき消えていた。

　気がついたら、俺は野原のど真ん中に一人で立っていた。

（えっ、なんで野原!?　みんなはどこに行ったんだ!?）

　人影も建物もまったく見当たらない殺風景な野原。あ、ありのままにいま起こったことを話すぜ。俺は村の中にいたんだが、気がついたら野原にいた。なにを言っているのかわからないと思うが……って、そんな暢のん気きなことを考えている場合じゃない。

　置かれている状況が信じられず、どこかに誰かいないかと周囲をキョロキョロと見回していると、不意に、あたりが暗くなった。雲で陰ったのか……いや、違う！

　上空にでっかいなにかがいて、それが日の光を遮ったんだ！

　そうして見上げた空にいたのは、全長二十メートルくらいの巨大な竜だった。

「あうえあい!?」

　あまりの出来事によくわからない声が出てしまった。
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　ピリッ

（ん？　いま、一瞬だったけど、頰になにか……）

　同時刻。高地ドラクルの洞穴の中で、ナデンが首を傾かしげた。

　今日も今日とて引きこもりながら、グラン・ケイオス帝国の放送番組を見ていたナデンだったのだが、さっき頰にわずかな違和感を覚えた気がした。小さな虫でもとまったかのような微かすかな感覚。だけどプニッとした頰を撫なでてみてもなんともなかった。

「……まー、いいか」

　ナデンが再度、放送番組の視聴に戻ろうとすると、

「大変よ、ナデン！」

　いきなり人間形態のパイがドタドタとやってきた。次の瞬間、ゴンッ、とパイの足がテーブルの脚にぶつかった。パイが痛みでうずくまるとほぼ同時に、テーブルの上に置いてあったまだ熱い紅茶が、ナデンの尻尾の上にぶちまけられた。

「ほあちゃあああああ！」

　熱さのあまり、まるでカンフースターの雄お叫たけびのような声を上げるナデン。

　動いた拍子に簡易受信機を倒しそうになったが、壊してはならじとすんでのところでキャッチした。そんなナデンの様子を足の痛みから回復したパイが呆れ顔で見ていた。

「もう、ナデンったらなにやってるのよ」

「なにって全部アンタのせいでしょうが！　結構熱かったんだからね！」

「って、いまはそんなのどうだっていいわ。それより、大変なのよ」

「こっちも大変だよ！　壊れたらもう手に入らないかもしれないのに……」

「だからそれどころじゃないんだってば！」

「勝手に喋しやべってればいいでしょ。私はふて寝するから」

　ナデンは外の世界から持ち込んだベッドにごろ寝しようとしたのだが、ふくれっ面のパイが待ったを掛けた。

「寝ーるーなー！　聞いて、あなたにティアマト様から招集がかかったの！」

「………（ぴくっ）」

　ベッドに入り込もうとしたナデンの動きが止まった。

　この星竜連峰を統べるマザードラゴンことティアマトは、神聖にして不可侵の絶対的な存在だ。竜たちといえども用もなくその尊顔を拝することはできない。行事や用事があるからと向こうから招かれてはじめて、その御前に立つことができるのだ。

　そして御前に招集されるのはなんらかの栄誉を受けるときか、あるいはきつい罰を言い渡されるときぐらいのものだった。パイは不ふ憫びんそうな顔でナデンを見た。

「ナデンってば今度はなにをやらかしたの？」

「迷わず罰を受けるって解釈するのやめてくれない？」

「じゃあ栄誉を受けることでもしたの？」

「……してないけど」

　私、なにかしたっけかなー……と頭を捻ひねったナデンの目に入ってきたのは、アイドルが歌って踊っている様子が映し出されている簡易受信機だった。古い価値観を持つ竜の中にはこういった人間世界の物を持ち込むことを嫌う者もいる。

「やっぱり、これかなぁ？」

　ナデンがマジマジと簡易受信機を見つめると、パイは溜ため息いきを吐ついた。

「世界のすべてを見通すと言われているティアマト様だもの。絶対に気付いてるわよ」

「も、問題があるならもっと早く怒られるはずよ！　怒られたことないわよ？」

「見過ごしてもらってたんじゃないの？　それか、まだ他に理由があるのかしら？」

「怒られる他の理由……越境回数三十回を超えたからかな？」

「そんなに行ってるの!?　っていうか、他にもまだ思い当たる節はあるわよ。ナデンってば『契約の儀』への参加拒否してたじゃない」

「それは……だって……」

　パイの口から『契約の儀』の話が出た途端、ナデンは顔を曇らせた。

　ノートゥン竜騎士王国の若き竜騎士たちと、主従となり夫婦となる契約を結ぶ『契約の儀』は、竜たちにとっては一世一代の晴れ舞台だ。しかし、翼がない奇妙な竜であるナデンにとっては晒さらし者ものになる舞台でしかなかった。パイもそんなナデンの気持ちは知っているが、かといってサボっていても余計に孤立するだけなので強めの口調で言った。

「『契約の儀』のダンス練習もさぼってたでしょ？」

　儀式の際、契約を結んだ証あかしとして騎士と竜は一曲踊ることになっている。

　そして竜は人の姿で一曲を踊り終えたあと、竜の姿となり、その騎士を乗せて星竜連峰から巣立つことで契約成立となる。そのためのダンスレッスンなどがあったのだ。

　ナデンは頰を膨らませながら拗すねたようにそっぽを向いた。

「儀式に参加する気もないのに練習したって意味ないわよ」

「もう……それにこの前、ルビィたちとケンカ騒ぎを起こしたでしょ？」

「あいつらが、私が飛べないことをバカにしたからよ！」

「そういったことの累積の結果が、今回の呼び出しに繫つながったんじゃないの？　逆に、いままでよく見逃してくれていたものだと思うわ」

「うぅ……」

　ナデンはなにも言い返せなかった。そんなナデンにパイは溜息交じりに言った。

「でもまあ、いままでなにも言われなかったのなら、いきなり厳罰を受けることはないんじゃない？　いけないことなら、まずは注意があってしかるべきだろうし」

「そ、そうよね！」

「でも、今回が注意だけだったとしても、それで悔い改める？」

　パイは簡易受信機に手を置きながら言った。

「もしここにある下界から拾ってきた物品、全部捨てろって言われたら……」

「私に死ねって言うの！」

「そこまでか」

　呆れ顔のパイを簡易受信機から引き離し、ナデンは背後に隠した。

「これは捨てられないわ。簡易受信機は外の世界への憧れだもの」

「恋愛小説は？」

「〝誰かに私を選んでほしい〟という憧れよ」

「夢見がちな乙女か」

「乙女よ。……これでもね」

　パイはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「ともかく覚悟を決めなさいな。怒られるにしたって早いに越したことはないわ」

「………」

　パイにそう諭され、ナデンは渋々、簡易受信機のスイッチを消した。
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　空から舞い降りた大きな竜は地上に着くのと同時に輝きだした。

　光で輪郭がぼやけたかと思ったらシュルシュルとその身体からだが縮んでいき、人間大にまでなった。光が収まったとき目の前にいたのは、白一色の衣を纏まとい、頭に四角い頭巾を載せて、顔を薄いベールで隠した女性だった。

　顔のほとんどは隠れているため判別しづらいけど、四十代くらいだろうか。まあ長命種族もいるこの世界では見た目年齢など、ほとんどアテにはならないんだけど。

　白い女性は俺の近くに歩み寄ってきた。

「『エルフリーデン及びアミドニア連合王国』の王、ソーマ・カズヤ殿とお見受けします」

「そうだけど……貴女あなたが星竜連峰の使いの方か？」

　俺がそう尋ねると、女性は胸に手を当てて腰を折って礼をした。

「我らが母竜、ティアマト様よりの使いとして参りました。これより私が、ソーマ殿を星竜連峰の高地『ドラクル』へとお連れいたします」

　母竜……マザードラゴンのことかな。ティアマトって名前なんだ……って、あれ？

　ティアマト……ってたしか地球の神話に出てくる最古のドラゴンの名前じゃなかったっけ？　いろんなゲームに登場する名前だからなんとなく憶おぼえていた。

　まあ、マザードラゴンはこの大陸に人類が国を興す前から存在していたっていうくらいだし、名前負けはしていないか。俺は白ずくめの女性に尋ねた。

「そういう貴女は一体何者なのですか？」

「私に敬語は不要です。私はティアマト様にお仕えする巫み女この一人です」

「巫女？」

「はい。竜は千年の時を生きる種族です。しかし、子供ができぬまま、伴侶となった騎士がこの世を去ってしまった場合、その竜は長い時間を孤独に過ごさねばなりません。そういった竜は星竜連峰へと戻り、ティアマト様にお仕えする巫女になるのです。ティアマト様のお世話や、クリスタル・キャッスルの維持管理、子竜の世話なども行います」

　つまり家族のいなくなった竜が星竜連峰に戻って巫女になるわけか。

「新たな騎士と再婚はできないのか？」

「できる場合もあります。しかし、これもまた縁によるものです。すべては運命の導きと、人と竜との縁を結ぶティアマト様の加護があってのことでしょう」

　運命の導き、ね。マザードラゴンって縁結びの神様みたいなものなのだろうか。

　それはともかく、俺はさっきから気になっていることを尋ねることにした。

「ところで、ここはどこなんだ？　ついさっきまで仲間たちと合流予定の村の中にいたはずなんだけど……」

「その村からおよそ五キロほど北東に行った平原です。ティアマト様がその御お力ちからでソーマ殿だけをこの平原に移動なされたのです」

　まさかのテレポーテーション!?　夢に出てきたり、人を瞬間移動させたりと、マザードラゴンというのは本当に規格外の存在なんだな。神と崇あがめられるのもわかる。

「竜という生き物はそんなことまでできるのか!?」

「いいえ。悠久の刻ときを生き、神と崇められるティアマト様だからなしえることです。いわば神の御み業わざ。その力を私欲のために使うことはないのでご安心ください」

「……そう信じたいよ」

　やりようによっては破壊活動し放題な能力だからな。

　絶対に敵に回したくないし、しちゃいけない相手だ。是非、神として、世界を見守りつつも介入しない存在であってほしい。俺は頭をガシガシと搔かいた。

「しかし貴女が『ドラクル』へ連れて行ってくれるという話だけど、村に残した俺の仲間たちはどうするんだ？　戴冠前だけどこれでも一応国王なんだ。急にいなくなって、いまごろ向こうでは大騒ぎになっているんじゃないか？」

　俺がそう尋ねると巫女竜は申し訳なさそうに深々と頭を下げた。

「申し訳ございません。当方にも差し迫った事情があり、無礼なこととは重々承知しておりますが、まずはソーマ殿お一人で『ドラクル』までお越し願いたいのです。いまごろ同輩の巫女が配下の方々のもとに赴き、事情の説明を行っているでしょう。配下の方々は儀式の日までの間に日を改めてご招待することになります」

「その事情や理由については説明してもらえるのか？」

「詳しくはティアマト様よりお聞きください。ただ……ティアマト様はソーマ殿に、今年の『契約の儀』に参加していただきたく思っておられるようです」

『契約の儀』……竜と騎士とが夫婦の契りを結び、竜騎士となる儀式だっけ？　ハクヤが「そうであったら素晴らしいことです」と望んでいたように、当事者として参加するということなのだろうか。

「俺はフリードニア王国の国王だぞ？　ノートゥン竜騎士王国の人間でもないし、竜騎士になるつもりも毛頭ないんだけど……」

「問題はありません。ティアマト様が契約の資格ありと仰おつしやるのならばそれがすべてです。それに、エルフリーデン王国の初代国王は竜と契約を行っていた勇者だと聞きます」

　巫女竜はマザードラゴンの言葉は絶対だとばかりに、自信満々にそう言い切った。だからって……いきなり見も知らぬ竜を娶めとれって言われてもなぁ。いや、リーシアやロロアとの婚約はこのパターンなんだけど、だからといって慣れるものじゃない。

「いや、でも、契約って夫婦の契りを結ぶってことなんだろう？　俺はまだ未婚だけど、すでに婚約者が四人もいるんだぞ？　それでいいのか？」

「問題ありません。この契約は決して定められたものではありません。誰とも契約したくないと思えば、人も竜も、その選択をすることができます」

　ああ、なんだ。『契約の儀』といっても、なんら強制力はないのか。

　なんとなく『親戚や相手方の顔を立てる必要があり、どうにも断りづらいお見合い』みたいな感じか。それならばまあ……と、胸をなで下ろしていたのだけど、

「ですが、ティアマト様は人と竜との縁を結ぶ御お方かた。そんなティアマト様が直々に招待なされたのですから、貴方あなたと結ばれるべき縁がそこにあるのではないでしょうか」

「………」

　竜の巫女にまた自信満々に言われ、俺は言葉を失った。

　星竜連峰に俺と縁がある竜がいるということなのだろうか。そして星竜連峰に行ったら最後、まんまと竜を娶らされることになるのだろうか。縁結びのマザードラゴンかみさまの言うとおりに。リーシアたちがどんな反応をするかと考えると頭が痛くなってくる。

　すると竜の巫女はまた輝きだして竜の姿になった。

『それではさっそく、ドラクルまでお連れします』

「え!?　いますぐにか!?」

『はい。ティアマト様の話では大至急とのことでしたので』

　大至急って、そこまで差し迫った事情があるというのだろうか？　すると巫女竜はその大きな前足で俺の身体をガッシリと摑つかんだ。あ、うっすらとした体毛で覆われていて、ちょっと暖かい……って、そんなこと考えている場合じゃなかった！

「いや、まだ心の準備が、って、うわっ」

『それでは、参りましょう』

「ちょっと待って、うわあああああああああ!!」

　一瞬にして、俺は空に連れ去られた。
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「っ……」

　また一瞬、ナデンの頰がざわっとした。

　まるで電気のような少し痺しびれるような感覚だ。しかも前のときよりも強くなったような気がする。なんなのだろう、とナデンは首を傾かしげたけど……いまはそれどころではなかった。なにせマザードラゴンの呼び出しをくらっている真っ最中だからだ。

　星竜連峰の高地『ドラクル』の中央にある水面が波打つほど大きなドラグ湖の中に、マザードラゴンの住まうクリスタル・キャッスルは存在していた。

　素材さえわからない半透明に輝くクリスタルのような物によってできたその居城は、星竜連峰の外の世界にあるどんな城よりも巨大だった。その城の主であるマザードラゴンが小山ほどの大きさを持つドラゴンなのだから、この大きさも当然だろう。

　そんなクリスタル・キャッスルの待合室にナデンはいた。

　マザードラゴンに招集された者は皆、この部屋で待機し、面会可能になったらマザードラゴンの魔法によって面前に召還される。ちなみに、厳格な決まりがあるわけではないものの、マザードラゴンと面会する際には人間の姿ではなく竜の姿となることが慣習となっている。人の姿は騎士と契るためのかりそめの姿であるため、神獣であるマザードラゴンの御前に立つには相応ふさわしくないと考えられているからだ。

　しかし、ナデンは人の姿のままだった。

　べつにマザードラゴンの前だからということもなく、ナデンは普段から人の姿で過ごしていた。これは他の竜から『飛べないトカゲ』『ワーム』と馬鹿にされる自分の竜状態の容姿を嫌っているからだ。早い話がコンプレックスになっているのだ。

（翼があることが……空を飛べることがそんなに偉いことなの……）

　ナデンが心の中でそう呟つぶやいたとき、不意に周囲が輝きだした。

　そして次の瞬間には、目の前に小山のように巨大な白銀の竜が現れた。

　サファイアのような輝きを放つ瞳。猛たけ々だけしき角。翼は雄々しく巨大で、鳥のような羽毛を持っている。その一枚一枚は幅広の剣のような大きさだ。

　また全身がサラサラとした体毛で覆われていて、吹き抜けの天井から差し込む光の中で、白銀色とも、虹色ともつかない色で輝いていた。すでに何度も目にしているナデンでさえも、会う度に息を吞のんで見入ってしまう圧倒的な存在感を放っている。

　竜の女王、聖母竜ティアマトだ。

　ナデンは我に返るとその眼前に跪ひざまずき、胸に手を当てて頭を下げた。

「……ナデン・デラール。お召しにより参上いたしました」

　ナデンは平静を装ってはいるものの心臓はバクバクといっていた。

　自分はなにを理由に怒られるのだろうかと気が気でなかったからだ。

（契約の儀の練習をサボっていること？　他の竜相手にケンカしたこと？　それとも……やっぱりグラン・ケイオス帝国製の簡易受信機を持ち込んでることかな？　ああもう、捨てろって言われたらどうしよう……）
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『面を上げなさい、ナデン』

　ナデンの頭の上からそんな穏やかな声が降ってきた。三人が同時に喋しやべったかのような深みのある聞く者の心に直接響くような声。その声に従い顔を上げると、サファイアの瞳が真っ直すぐナデンの顔を見ていた。その雰囲気に、背筋に緊張の汗が流れた気がした。

「あの……その……」

　ナデンはなにか言おうとしたが、舌がうまく回ってくれなかった。

　怒っているという感じではない。むしろ表情は柔らかいような気がする。

（怒られるんじゃないのかな？　じゃあなんでこの場に呼ばれたのだろう。ティアマト様は、なんでそんな優しげな目で私を見ているんだろう）

　そんな疑問が頭の中に次々に浮かび、ナデンの心を搔き乱していた。

「あの……ティアマト様……？」

　なんとかそれだけ絞り出したとき、ティアマトは柔らかく語りかけた。

『止まったままの歯車に、激しく回る歯車が近づいています』

「……え？」

　なにを言われたのかわからなかった。歯車？　一体なんのことだろう。

　そんなナデンの困惑など気にすることもなく、ティアマトは語り続けた。

『やがて二つの歯車は重なり合うでしょう。止まっていた歯車は動きだすことを余儀なくされ、逆になにかに突き動かされるかのように激しく回っていた歯車は、そのペースを落とすことになります。ですが、それは悲しむことではありません。ただ同じ速度で回るというだけなのですから』

「あ、あの……なんのことだか、さっぱりわからないのですが……？」

　抽象的すぎてわけがわからなかった。こんな話を聞かせるために呼び出したというのだろうか。激しく回る歯車……止まっている歯車……それが重なり合う……？

『ナデン』

「は、はい！」

　真っ直ぐなティアマトの眼まな差ざしを受けて、ナデンは背筋を伸ばした。

『覚悟をしておきなさい。もうすぐ動き出します』

　覚悟？　動き出す？　一体、なにが……。

「あの……ティアマト様……一体、なにが動き出すというのですか？」

　そう尋ねると、ティアマトはまるで啓示を告げる天使のような、あるいは我が子を見守る母のような、そんな慈愛に満ちた顔でナデンに告げた。




　―――あなたの〝時間〟です。
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「冷たい……高い……怖い……」

　俺はいま、竜の巫み女こに持たれたまま空を飛んでいた。

　身体からだは竜の手にくるまれているので適度に暖かいのだけど、風を直接受ける顔は冷たかった。それに高くて怖い。高所恐怖症かどうかなど関係ない。誰だって未経験でいきなりスカイダイビングさせられたら怖いだろう。そんな感じだ。

『ご不便をおかけして申し訳ありません。ですが、竜がその背に乗せるのは伴侶となる相手のみと決まっております。このような運び方をすることをお許しください』

　竜の巫女が申し訳なさそうに言ったけど、問題はそこじゃないと思う。

「いや、べつに、背中に乗りたいわけじゃないんで……」

　正直、頭だけ出てるいまの状態だからこそ、この程度の恐怖で済んでいるのだろう。背中に乗っていて、全身で速さと風圧と高さを感じていたのなら失神する自信がある。

　うちの空軍も、こんな高いところを飛んでるんだなぁ……と、そんなことを考えていると竜の巫女が尋ねてきた。

『ソーマ殿は高いところが怖いのですか？』

「え、あ、はい。まあ……」

『でしたら、早く地上に降りられますよう、先を急ぐことにしましょう』

　そんなことを言いだし、竜の巫女はグンッと加速した。

「いや、だからって、速くしてほしいわけじゃ……のわああああああ!!」

　俺は、この日一番の叫び声を上げることになった。




　◇　◇　◇




「ひゃっ！」

　クリスタル・キャッスルをあとにして、ナデンが自分の住すみ処かへと帰っていると、今日一番の刺激が頰に走った。静電気なんてレベルじゃない。

　たとえるなら正座しすぎて痺れた足をギュッと握られた感じというか、他人にいきなり脇腹をまさぐられたような感じだった。そんなこそばゆくも刺激的な感覚。

　ナデンは自分の頰をさすりながら呟いた。

「頰だと思っていたけど、これってもしかして……」

　と、そんなときだった。

「ちょっとそこのワーム」

　いきなり高圧的な声を掛けられ振り返ると、三人の少女が立っていた。

　一人は勝ち気な瞳と軽くロールした赤い髪が特徴的な、いかにも気位が高そうな美少女で、残る二人は青と緑の髪をした取り巻きといった感じだった。赤髪縦ロールの少女はルビィ、取り巻きで青髪の短い方はサフィア、緑髪の長い方はエメラダという。

　森の中にある小道。三人はその道を封じるように立っていた。

　ナデンは心底嫌そうな顔をしながら、そんな三人に向かって溜ため息いきを吐ついた。

「はあ……出たわね、三バカ」

「誰が三バカよ！」

「じゃあ『くドラゴン』のほうがいい？」

「はあ？　その『く』はどこから来たのよ？」

「くどいからよ。毎回毎回、用もなく私に絡んできて」

　言葉振りからもわかるようにナデンはこの三人が嫌いだった。

　この国が地理的にも外交的にも閉鎖的だからか、竜たちの性格も内向き気味だ。

　だからナデンのことを『翼のない竜』『ワーム』と蔑む竜は少なくない。

　一応、神獣として崇あがめられている生物としての矜きよう持じがあるので、大抵の竜はその蔑む気持ちをナデンに直接言ったりはしない。もっとも直接は言わないが陰口は叩たたくのだから陰湿なのは変わりない。

　だから実際にナデンに絡んでくるのは、この三人ぐらいのものだった。

　赤髪のルビィが嘲あざ笑わらうように言った。

「ふん、ティアマト様に呼び出しくらったって聞いたから、ついに追い出されるのかと思って様子を見に来たのよ。どう？　怒られたのかしら？」

「それは残念ね。怒られるような用件じゃなかったわ」

「ふんっ。じゃあなんで呼び出されたのよ」

「そんなのアンタたちには関係ないでしょ。いいからどきなさいよ」

　そう言ってナデンは三人の脇をすり抜けようとしたが、すぐにルビィが立ち塞がった。だったら来た道を引き返そうとすると今度はサフィア、エメラダに塞がれた。

「……アンタら、いい加減にしなさいよね！」

　ナデンが睨にらむと、ルビィはクスリと意地の悪い笑みを浮かべた。

「そうそう、もうすぐ『契約の儀』よね」

「っ！」

　息を吞むナデンの周りを回りながら、ルビィはその表情を覗のぞき見ていた。

「ロマンチックよね。若き竜たちと若き騎士様たちが一堂に会し、騎士様が竜に手を差し伸べ、竜がその手をとって生涯の伴侶となる。まさに竜として生まれた者にとって、最高の晴れ舞台。もっとも輝ける瞬間と言ってもいいくらい」

「………」

「そんな最高の晴れ舞台で、アンタを選んでくれる騎士なんて現れるのかしら」

　口の端が上がり八重歯が覗いている。……嫌な笑い方だ。

「竜は強き騎士を好む。それが子孫繁栄という、竜にとって最高の栄誉に繫つながるから。そして騎士は雄々しく雄大な竜を好む。ノートゥンの騎士にとって、竜は伴侶であると同時に、戦場でのパートナーとなるのだから。戦場で武功を挙げるため、出世するため、なにより生き残るために、強く雄々しく猛々しい竜を選ぶ」

　勝ち誇るような嬲なぶるようなルビィの声がナデンの耳を打つ。

「アンタはどうかしらね。翼も持たず、炎も吐けず、空も飛べないアンタを選ぶ騎士なんて現れるのかしら？　現れたとしてその騎士はどうするの？　アンタに乗るの？　他の竜騎士たちが空を駆けるのを見ながら、自分はただの馬同然の竜に乗って戦うの？　あっはっは、とてもおマヌケよね。出世できそうにないわ……っ！」

　バチッ！

　ルビィが飛び退のくのと同時に、突如ナデンからそんな音が鳴り響いた。

　やがて髪の毛が逆立ちはじめ、身体の周囲には青白い電流火花が取り巻き始めた。広がったボリュームのある髪が、風に揺られて触手のようにウネウネと動き出す。

　ナデンはルビィに向かい人差し指を突きつけながら言った。

「その小汚い口を閉じなさい。さもないとまた痺しびれさせるわよ」

「……ふん、やれるものならやってみなさいよ」

　次の瞬間、バチンッとナデンの指先から青白い電流が飛び出した。しかし、電流が届くころにはそこにルビィの姿はなく、背後にあった木の幹を焦がしただけだった。

　ナデンは空を見上げながら吼ほえた。
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「ちっ、降りてきなさいよ卑ひ怯きよう者もの！」

　見上げた空には三体の赤、青、緑の竜が滞空していた。ルビィたちだ。三体とも翼竜のような膜のある大きな翼を羽ばたかせながら、ナデンを見下ろしていた。

『どうしたの？　私たちを痺れさせるんじゃなかったの？』

　赤竜の姿になって、ルビィの憎らしさも倍増になった気さえした。

『そうよね。電撃を操れても、飛べなきゃ当てることなんてできないわよね』

「うるさい黙れ！」

『アンタが誰に選んでもらえるというの？』

「うるさいうるさいうるさい！」

『アンタ、契約の儀には逃げずに参加しなさいよ。きっと誰にも選んでもらえないでしょうけど、自分の身の程をわきまえるといいわ』

「っ！」

　ナデンは走り出していた。ルビィたちに背を向けた。

（くそっ……くそっ……）

　悔しくて、悲しくて、止まらない涙をあいつらに見せたくなかったから。

　泣いたってあいつらを優越感に浸らせるだけだ。冗談じゃない。

（『きっと誰にも選んでもらえないでしょうけど』）

　ルビィの言葉が頭の中で反はん芻すうされる。

　そして契約の儀に参加した自分を、嘲笑う他の竜たちの姿が思い浮かぶ。パイやティアマト様は参加しろという。だけど笑いものになるのなんてまっぴらご免だ！

（誰が……誰が、契約の儀なんて出るもんか！）

　ナデンは森の中へと姿を消した。




　◇　◇　◇




「聞きたいことがあるんだけど」

『なんでしょうか』

　高速移動にも慣れてきて、星竜連峰の山々が近くなったころ、巫女竜に尋ねた。

「竜たちが住む『ドラクル』って、あの山々の上にあるんだよな？」

『はい。そのとおりです』

「いまはまだ大丈夫だけど、このまま運ばれたら空気とか大丈夫なのか？　高山病とかにはなりたくないんだけど」

　富士山級の山々が連なる星竜連峰だ。高地『ドラクル』自体はマザードラゴンの魔力により、常春で、空気も平地と変わらないらしいのだけど、道中はどうなのだろうか。

　いきなり富士山の頂上に投げ出されるのと似たような状況になるとすれば、それは人体にとって危険だろう。そう思って質問したのだけど、巫女竜が首を振った。

『心配はいりません。星竜連峰内に入ってしまえば、あとはティアマト様の魔力で直接「ドラクル」にあるティアマト様の居城、「クリスタル・キャッスル」に転移させていただく手はずとなっております』

　……だそうだ。つまり、さっきやったような瞬間移動をやるわけか。

「だったら、最初からその居城とやらに転移すれば良かったんじゃないか？」

『ティアマト様の御お力ちからがいかんなく発揮できるのは、星竜連峰内までなのです。それ以外の土地では能力は大きく制限されてしまいます。あの村くらい離れてしまいますと、わずかな距離しか転移させることができないのです』

　……数キロをわずかな距離って言っていいのだろうか。

　まあ、いきなり大陸のどこにでも竜を送り込めるわけではないらしいので、その点は少し安心したかな。敵対する気は毛ほどもないけど、生殺与奪の権を一方的に握られるのは穏やかじゃない。しかしまあ、マザードラゴンというのは本当に規格外の生き物のようだ。

　そんなことを思っていると、巫女竜が減速しだした。

『間もなく星竜連峰に入ります。転移に備えてください』

「備えろって、なにをどう備えろと？」

『いきなり風景が変わっても驚かないでください』

「ああ、そういうことか……」

　巫女竜の速度がゆるやかになり、止まりそうになったときに……

　　◆

　景色は様変わりした。空中にいたはずなのに、いま眼下には床があった。

　巫み女こ竜に降ろされて、俺はようやく地に足を付けることができた。

　ここはどこなんだろうと周囲を見回してみる。明るいのでなんとか見えているけど、途と轍てつもなく広い空間のようだ。目の前に白い壁があるけど、振り返った反対側の壁が遠い。この空間だけでドーム球場よりもでかいんじゃないだろうか。

　そう思いながら天井のほうを見上げたとき、俺は再度、息を吞のんだ。

（壁じゃない!?）

　見上げた先にあったのは、巨大な竜の頭だった。

　俺はいま、スフィンクスのように座った巨大な竜の胸の前にいたのだ。

　あの頭……夢で見たのと同じ竜だ。

　ということは、この超巨大な竜がマザードラゴンなのか。夢で見たときから大きいなぁとは思っていたけど、夢の中ということもあってどこかボンヤリとしていた。

　こうして実物と接してみると、夢で見たとき以上に大きく見えた。

『ご苦労でした。しばし二人にしてください』

　上からそんな声が降ってきた。すると、俺をここまで運んでくれた竜が、

『かしこまりました』

　……と、頭を垂れると、次の瞬間には、その姿はかき消えていた。

　おそらく、マザードラゴンが転移させたのだろう。俺が言葉を失っていると、マザードラゴンは穏やかな口調（念話だけど）で言った。

『さて、一国の指導者を前に、この姿では頭ずが高すぎますね』

　すると、その身体からだが輝きだし、シュルシュルと縮小していった。

　輝きが収まったとき現れたのは、俺と同じくらいの背丈の女性だった。顔はベールで覆われているために顔立ちや年齢などはわからなかったが、白銀に輝くローブのようなものを纏まとったその女性は均整の取れたプロポーションを持っていた。さながらミロのビーナスの腕のように、見えないからこそとても美しい顔を想像させられてしまう。

「それが……貴女あなたの人間形態なのですか？」

　俺は呆あつ気けにとられながらも、なんとかそう口にした。

「ふふ。人間形態ですか。言い得て妙ですね」

　女性はローブの裾をもち会釈をした。

「こうして直接お会いできることを嬉うれしく思います。初めまして、エルフリーデンとアミドニアの王、ソーマ殿。私が星竜連峰を預かっているティアマトと申します」

「……お初にお目に掛かります、マザードラゴン殿。フリードニア王ソーマです」

　会釈を返した俺に、マザードラゴンはクスリと笑った。

「それは人が勝手に付けた呼称です。どうかティアマトとお呼びください」

「承知いたしました。ティアマト殿。あの……すみません、こんな格好で」
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　いまさらになって自分がいま、あの『北風小僧』風の旅装束だということに気付いた。目の前の神々しいティアマト殿の前に立つには気が引ける姿だった。……着替える暇もなかったからな。するとティアマト殿は静かに首を振った。

「いえ、それも私どもが急にお呼び立てしてしまったからです。こちらこそ申し訳ありませんでした。まずは……座りましょうか」

　ティアマト殿がそう言うと、俺たちの間にガラスでできたテーブルが一つと、調度品のような椅子が二ついきなり現れた。転移って本当に便利な能力だよな。書類仕事のときも欲しい資料を即座に探せるし、是非欲しい……って考えが完全に社畜だな。

　席に着くと、まずティアマト殿が深々と頭を下げた。

「まずは、貴殿を強引にお招きしてしまったことを謝罪いたします」

「……謝罪はお受けしましょう。ですが、理由を教えていただけませんか？　あのような手段をとらずとも、仲間とこちらへ向かっている途中だったのですが……」

「もちろんお話しいたします。その前に……」

　すると、いきなり目の前にティーセットが現れた。俺の前に置かれたティーカップの中には、温かそうな紅茶がすでに注がれていた。

「お茶にしましょう。砂糖やミルクは入れられますか？」

「……いえ、ストレートで結構です」

　……もう一々驚くのはやめよう。神と崇あがめられている存在なんだ。俺は心を落ち着けるためにお茶に口を付けた。どちらかというと紅茶よりも珈琲コーヒーのほうが好きなんだけど……良い香りだ。ティアマト殿もお茶を飲み、一息吐ついてから口を開いた。

「ソーマ殿を強引にお招きした経緯なのですが、この星竜連峰に喫緊の事態が迫っているからなのです。その事態に対処するためにはどうしても貴方あなたの……いえ、〝貴方たち〟の力が必要なのです。そのために無礼を承知でお呼び立てした次第です」

　なにか事情があるのか？　それに貴方たちって、ここには俺しかいないよな？

「その喫緊の事態というのはなんなのですか？」

「この星竜連峰に嵐が迫っています」

　ティアマト殿が神妙な声でそう告げた。

　嵐？　ドラクルって富士山頂なみに高い場所にある台地なんじゃなかったっけ？　雷様を下に聞くんじゃないのか……とも思ったけど、よく考えたら富士山頂だって嵐にはなるか。入道雲は成層圏まで届くっていうし。いや、そんなことよりも……。

「さすがにうちの国でも、自然現象はどうにもできませんよ？」

「もちろん、〝自然現象〟ではありません」

「……なにかの比喩ですか？」

「そうですね。迫る脅威を嵐と表現しました。その嵐に対処するためにはソーマ殿と、もう一人の人物の力が必要となります。そんな二人の縁を結ぶためにも、まずソーマ殿に単身で星竜連峰に来ていただく必要がありました」

　ティアマト殿は静かな声で、まるで詩でも紡ぐかのように語りだした。

「あまり時間はありません。配下の方々と一緒に来られるのを待っていては、事態に間に合わなくなる恐れがありました。しかし事情を説明したとしても、一国の王を単身他国に来させるなど配下の方々は納得できないでしょう。そのために、少々強引な方法を採らせていただきました。再度、謝罪いたします。此こ度たびのことは申し訳ありませんでした」

　そう言ってティアマト殿は真摯に頭を下げた。

　神と崇められている母竜に頭を下げられているこの状況……リーシアたちが聞いたらなんと言うだろうか。それはともかく、俺を連れ出したのは「時間がなかったから」とのことだけど、肝心の理由については随分とぼかされている。

「謝罪はもういいですから、その嵐とやらについて、もっと具体的に説明してはもらえないのでしょうか？」

「嵐は必ず来ます。しかし、私は嵐に直接接触することはできません。ですが我が子たちでは対処できないでしょう。ただ……一人を除いて。嵐は哀れなる災厄です。対処するための鍵である貴方と、貴方を運べるあの子がいる。災厄と解決法がこの時間に、邂かい逅こうするのは奇跡的ですが、悠久の時の流れの中で見れば必然なのかもしれません」

「………」

　……やっぱりよくわからない。俺はうなじのあたりを搔かいた。

「もって回った言い方は神様らしいとは思いますが……」

「不快に思われたのならば申し訳ありません。しかし、いまの私がくだせる〝導き〟はこれが精一杯なのです」

「導き……」

「私はこの大陸ランディアに生きる者たちを育み、見守るだけの存在です。助言をして良きほうへと導くことはできますが、個々の事象に対して、直接的に介入する権限は与えられていないのです」

「権限を与えられていないって、貴女よりも上の存在がいるというのですか!?」

　母竜信仰では最高神とされているマザードラゴン。

　それに権限を与えられる存在がいるのだとしたら、その存在こそが本当の最高神ということになるんじゃないだろうか。これって母竜信仰をしている者たちが聞いたら、（信じるかどうかはべつにしても）大混乱になりかねない話なんじゃ……。

　俺が啞あ然ぜんとしていると、ティアマト殿は静かに首を振った。

「かつてはいました。しかし、いまはもういません」

「そ、そうなんですか？」

　神は死んだ、とかそういう話なんだろうか。与えられた情報だけでは判断の付けようがないけれど、ティアマト殿は少し淋さびしそうに微笑ほほえんでいた。

「ええ。ですが、その制約はいまも生きています。私はそのように生み出されたものとして、その制約を守り続けなければなりません。たとえ、我が子たちが嵐に晒さらされることがわかっていても、私自身にはどうすることもできないのです」

「……その嵐とやらのために、私が呼ばれた？」

「そのとおりです」

「私は、この世界の人類としては弱い部類に入ると思うのですが？」

「武勇の有無は問題ではありません。貴方という存在そのものが鍵なのです」

「もしかして、勇者として召喚されたこととなにか関係が？」

「ええ。ですが、具体的な内容をお伝えすることはできません」

「なんだかなぁ……」

　俺は頭をガシガシと搔いた。

　与えられた情報だけでは、軽々に判断できる話じゃないように思える。ただ、ティアマト殿の真摯な様子を見ると、切迫した事態なのは間違いないだろう。

　あーもう、ここにハクヤがいれば弁舌を駆使して、制約のあるティアマト殿からも可能なかぎりの情報を引き出せただろうし、リーシア、アイーシャ、ジュナさん、ロロアの誰か一人でもいれば相談もできたのに。……リーシアたち、か。

「……ティアマト殿。この一点だけは答えてほしいのですが」

「なんでしょう。制約を受けないことならば良いのですが」

「はい、か、いいえ、で答えられる問題です」

　俺はお茶を飲み干して気持ちを落ち着けると、居住まいを正し、真っ直すぐティアマト殿の目を見て尋ねた。

「その嵐とやらは、〝俺と家族になる者たち〟にとっても有害でしょうか？」

　どうせすべてはわからないことなら、自分にとって一番大事なことだけでも確認したかった。その問いかけに対するティアマト殿の回答は……。

「はい」

　……ならばもう、答えは決まったようなものだった。




　◇　◇　◇




「………っ」

　ナデンは森の中を走っていた。

　なにも考えないように、獣道をただひたすら真っ直ぐに走り続ける。物思いにふけるうちに、自分の境遇について考えた瞬間、悲しみに押し潰されそうになるからだ。

　走り続けるうちに、ナデンの身体が変化してきた。

　四つ足になり、身体が太く長くなり、鹿のような角、長い尻尾、鞭むちのような二本のヒゲなどが生えてくる。竜の形態へと姿を変えたのだ。巨体をしならせ蛇のようにクネクネと木々の間をすり抜けていく。その背中にはやはり翼はなかった。

（翼があることがそんなに偉いの？）

　生まれてこの方、何度尋ねたかわからないことを自問する。

（翼がないことがそんなにいけないことなの？　もう……わからないわよ！　私にどうしろって言うのよ!?　どうにかできるわけないじゃない！）

　いつしか赤い目から涙がこぼれていた。しかも止まらない。

（もういい！　なにもかもがどうでもいいわ！）

　走り続けて、やがて森を抜けた。辿たどり着いたのは岩場だった。

　それも断崖絶壁であり、ティアマトの力で常春が維持されているギリギリの場所。ドラクルの縁だ。沈みかけた夕日が眼下に広がる雲海を赤く染め上げている。

　まさに絶景と言っていいような光景。

　しかし、いまのナデンにはそんなものを気にとめる余裕もなかった。

　ナデンは絶壁から身を乗り出すようにして長い首を伸ばすと、大きな口を開いて叫んだ。

『太陽のばかやろおおおおおおおおおお!!』

「ガオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　おおおおおおおおおおおおおおおおお……。

　おおおおおおおおお……。

　おおおおおー……。

　…………。

　念話とともに放たれた咆ほう吼こうは、残響を残して雲の彼方かなたへと消え去った。

　夕日を睨にらみながら佇たたずむナデン。すると、

「……りゅ、龍が青春してる」

　不意にナデンの背後から気の抜けたような声が聞こえてきた。

『なっ！』

　驚いたナデンが振り返ると、そこには見慣れない服を着た青年が、信じられないものを見るような目をして立っていた。シャツの上に旅たび合羽がつぱを羽織り、頭には三さん度ど笠がさを載せた青年は、困ったような顔で笑いながら頰をポリポリと搔いていた。

「ティアマト殿とか竜の巫み女ことかで会話が可能なのはわかっていたけど、龍の姿で青春の一ページみたいなことを叫ばれると……さすがに反応に困るなぁ」

「………」

　ナデンは目を丸くしていた。

（どうしてここに人間が？　それにこの珍妙な格好……ノートゥン竜騎士王国の騎士ってわけじゃないわよね？）

　簡易受信機によって帝国方面の情報は入るものの、ナデンは九く頭ず龍りゆう諸島連合のことはほとんど知らず、青年が着ている物がその国の旅装束だということがわからなかった。

　すると、その青年がナデンをまじまじと見ながら口を開いた。

「しっかしまあ、星竜連峰はドラゴンの自治国家と聞いていたけど……まさか龍までいるとはなぁ。この世界のことがよけいにわからなくなってきた」

『りゅう』……この青年はいま、たしかにナデンをそう呼んだ。『りゅう』とはドラゴンの別称だ。『りゅう』と呼ばれ、今度はナデンが目を瞠みはる番だった。

『竜って……私には翼はないわよ』

　もしかして皮肉を言われたのだろうかと、ナデンは冷めた声で吐き捨てた。

　しかし、青年はキョトンとした顔で首を傾かしげた。

「ん？　当たり前だろ？　龍には翼はないものだし」

『はぁ？　なに言ってるのよ。竜には翼があるものでしょうが』

「あれ？　翼がある龍は『応龍』といって、かなり特殊な事例だったはずじゃ？」

『ん？』

「ん？」

　なんだか二人の認識に齟そ齬ごがあるようだ。ナデンは『ちょっと待って』と言った。

『アンタが言ってる竜って……ドラゴンのことよね？』

「ドラゴン？……ああ、なるほど。そういうことか」

　青年は合点がいったとばかりにポンと手を打った。

　そして拾った小枝で、地面に『龍』と『竜』という字を書いた。

「俺のいた世界では東洋式の『龍』と、西洋式の『竜』は似て非なるものだったんだ」

『世界？　それに似て非なるものって……』

　疑問符だらけになったナデンをよそに、青年は『竜』のほうを○で囲った。

「俺のいた世界では西洋式のドラゴンには、この字を当てて『竜』と呼んでいたんだ。角の生えたオオトカゲに羽が生えたような生き物のほうだな」

『オオトカゲに羽が生えたって……その通りね』

　言い得て妙だと思った。普段、自分をワーム呼ばわりする竜たちが、トカゲ呼ばわりされるのは気持ちがいい。なんかスッとした気分になる。

『ん？　じゃあ「龍」ってのはなに？』

「頭はラクダ、眼めはウサギ、耳は牛、角は雄鹿の枝角、首は蛇、腹はウミヘビ、足は虎、爪はワシ、身体からだを覆う百十七枚の鱗うろこは鯉こいと伝え聞く生き物だね」

　オオトカゲどころじゃなかった。なんなのだろう、その不思議生物は。

『……それだけ聞くととんだ合成獣キメラね』

「いやいや……キミのことだろう？」

『………』

（私か！）

　なるほど。長い胴体、鱗に覆われた身体、鋭い爪を持つ前後の足、鹿角みたいな角……ナデンの姿を動物にたとえて説明しようと思ったらそんな感じになるのかもしれない。ラクダって生き物はわからなかったけど、そんなに似ているのだろうか。

『私は……龍……』

「俺のいた国では『りゅう』と聞けばまず、キミのような姿が思い浮かぶな。国民的なマンガやアニメの影響なんだろうけど……」

『マンガ？　アニメ？』

「ううん、こっちの話。気にしないでくれ。ところで……」

　青年が急にその場にへたり込んだ。なにやらお腹なかを抱え込んでいる。

『ちょ、ちょっと、どうしたの!?　お腹痛いの!?』

「いや、その……腹が減っちゃって……朝メシ前に連れてこられたんで、よく考えたら今日は一日、なにも食べてないんだ」

『ひもじいだけか！』

　ナデンが呆あきれたように言ったそのとき、

　ビクンッ

　と、またあの痺しびれを感じた。龍の姿のいまならわかる。

　頰が痺れていたように感じたけど、実際に反応していたのは鞭のように長くしなやかな二本のヒゲだった。このヒゲはナデンにとって一番鋭敏な感覚器官で、その感度は風にそよがせるだけで向こう一週間の天気がわかるほどだ。

（私のヒゲは……この人に反応していたの？）

　ナデンは人の姿に戻るとぐったりとしている青年の前に立った。俯うつむいているので表情は見えない。その頰にそっと手を伸ばした。手が触れるか触れないかのとき、

「……これはまた、ずいぶんと可愛かわいい姿になったな」

　顔を上げた青年が少女の姿になったナデンを見てそう言った。可愛いと言われて、ナデンの顔は真っ赤になった。

「ななななななななななっ！　わ、私のこと！」

「ん？　俺の前にはキミしかいないだろ」

「だ、だって私、地味だし……ちんちくりんだし」

「そうか？　素材は悪くないと思うぞ。もっと身なりに気を遣えば、画面映えするんじゃないかな？　これで歌がうまかったら歌姫ローレライとしてスカウトしたいくらいだ」

　そう言って青年は小さく笑った。画面映えとか歌姫ローレライとかよくわからない単語はあったものの、自分の容姿を褒められていることは理解したナデンの頭は一気に沸騰した。

　真っ赤になって頰に手を当てているナデンに、青年は遠慮がちに話しかけた。

「……ところで龍のお嬢さん」

「な、なに？」

「なにか、食べるものない？」

　次の瞬間、ぐ～、と弱々しい音が青年のお腹から聞こえてきた。

　………………。

「………ぷっ」

　そんな一連の様子を見て、ナデンは吹き出してしまった。

「あはははははは、なにそれ……ははは」

　大笑いだった。さっきまでの悲しい気持ちはどこへやらだ。

「あはは……変なヤツ」

　ひとしきり笑ったあとでナデンはまた龍の姿になると、まるで子猫を運ぶ親猫のように青年の襟首を咥くわえ上げた。
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　ガブッ……モグモグ……。

「……もう少しゆっくり食べたら？」

　俺の食べっぷりを見て龍の少女が呆れたように言った。

　俺はいま、龍の少女に連れてこられた洞穴で肉に囓かじりついていた。

　彼女の住すみ処かは外から見ればただの洞穴のようだったけど、中に入ってみればベッドがあり、恋愛小説の並んだ本棚があり、絨じゆう毯たんがありの女の子らしい部屋だった。

　そこで俺は塩焼きにされたなにかの肉と果物を振る舞われていた。普段ならば気け圧おされそうな大きな肉の塊だけど、お腹が空すきすぎているいまはご馳ち走そうにしか見えない。気分はご馳走を前にしたアイーシャだ。ワイルドに齧かじり付く。

「むぐっ。なんの肉だかわからないけど、うまいな！」

「あーもう、口に物を入れて喋しやべらないでよ」

　テーブルの向こうの少女が頰ほお杖づえを突きながら言った。

「そんなにお腹すいてたの？」

「ああ。キミには本当に感謝してるよ。ところで、これってなんの肉？」

「私が山で狩った大鹿」

「鹿肉なのか……って、狩った？」

「竜の食事は大体そんな感じよ？　星竜連峰内を駆け回って、動物を狩ったり、果物を集めたりして食事にしてるの。そうやって強い竜になっていくのよ」

「部屋の割にワイルドな生活をしてるんだな……」

　食べながら聞いた話では、竜は騎士に嫁いでからは家族に対して強い執着をもつが、星竜連峰内にいる間は基本的には個人・個人で暮らしているらしい。星竜連峰内には店のようなものはなく、日々の糧は自分で狩猟・採集を行って賄っているんだそうだ。

　また、竜同士が大人数で連つるむこともなく、親しい友も一人か二人いればいいほうなんだとか。星竜連峰を巣立ち、大抵はノートゥン竜騎士王国に嫁ぐ竜たちが、故郷に未練を残さないような精神構造になったのだろうと言われている。

　そんな話を聞きながら、俺は肉と果物を食べ終えてポンと手を合わせた。

「……ふぅ。ご馳走様でした」

「あんまりご馳走ってほどでもないけど？」

「俺のいた国での挨拶だよ。っと、そういえば、ご馳走してもらったのに、まだきちんと名乗っていなかったな。うっかりしてた」

　俺は居住まいを正すと少女に向かって深々と頭を下げた。

「助けてもらってありがとう。俺は……カズマ・ソーヤっていうんだ」

　一瞬悩んだけど、俺は偽名のほうを名乗ることにした。フリードニアの国王だって名乗ると説明がややこしいことになりそうだしな。ティアマト殿の説明は抽象的すぎて俺もいまいち事態が把握できていないし、いまはこれでいいだろう。

　お世話になった相手に余計な気を遣わせたくもない。

「ティアマト殿に招かれ、フリードニア王国から来ました」

「あ、これはご丁寧に」

　頭を下げた俺に釣られ、少女も頭を下げていた。

「私はナデン・デラールよ」

「ん？　でんでら？」

「ナデン・デラールよ！　変な略し方しないで！」

「龍のでんでら……でんでらりゅう……」

　なんだろう。不意にあの童わらべ歌うたの文言を思い出した。

「でんでらりゅうばでてくるばってん、でんでられんけんでてこんけん？」

「なに？　その呪文みたいなの」

「いや、俺の国に伝わる童歌だけど」

　この『でんでらりゅうば』というのは九州地方に伝わる童歌だ。

　ちなみに『でんでらりゅう』って龍がいるわけじゃなく、『でんでらりゅうば』というのは向こうの地方の言葉で『出てこようと思えば』という意味なんだそうだ。だから歌の意味は『出てこようと思えば出てこられるけど、出られないから出て行けない』……みたいな意味らしい。引きこもりソング？

「まあともかく。よろしく、デンデラ」

「ナ・デ・ン！　デンデラって言うな！」

　プリプリと怒るナデン。良く表情が動いて可愛らしい女の子だと思った。




　こうして俺は星竜連峰でデンデラ……じゃなかった。

　ナデン・デラールに出会った。
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　ナデンとソーマが邂かい逅こうを果たした翌朝。

　洞穴からほど近い木漏れ日の差す小川で、水浴びをする人の姿があった。森の中で他人の目につかないこともあってか、下着一枚で小川に浸つかり身体に水を掛けている。

　常春の星竜連峰は今日もよく晴れている。

　そもそも星竜連峰では真昼に雨が降ることがない。

　これもマザードラゴンの力によるものか、ドラクルでは雨は夜の決まった時間に決まった量だけ降る。だから晴天続きにもかかわらず、豊かな自然が保たれているのだ。

　そんな暖かな日和なのだから、冷たすぎない清流が肌に心地よかった。半裸の人物は岩場に腰掛けると置いてあった布で、頭をわしゃわしゃと拭いていた。

「ア、アンタ！　なにやってるのよ！」

　その様子を見て、まだ寝ぼけ半分だったナデンは一気に目が覚めた。

「ああ、ナデン。起きたのか」

「こっち向くな変態！」

　半裸で水浴びしていたのはソーマだった。教育係のオーエンに鍛えられたからか、贅ぜい肉にくの付いていない身体を晒さらしている。むしろナデンのほうがたまらずに顔を背けた。

「な、なんでこんなところで脱いでんのよ!?」

「ちゃんと下着は着けてるぞ？」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「いや、ナデンのところに世話になってるんだから、不潔なのは失礼かと思って水浴びしていたんだけど……」

「だからって……乙女の前で、そんな……」

　顔を背けながらもチラチラと横目で見るナデン。種族として性別が曖昧な竜には、異性というものが珍しいのでどうしても目がいってしまうのだ。そんなナデンの初う心ぶな反応など気にすることなく、ソーマは脱いであった服を着ながら尋ねた。

「そういえばナデンやティアマト殿も龍や竜の状態ではでかいのに、人間形態になると服を着ているよな？　大きくなったときに服を破っている様子もないし、もしかしてその服って身体からだの一部だったりするのか？」

　ソーマが疑問に思ったことを尋ねると、ナデンはキョトンとしながら答えた。

「えっと……うん。鱗うろこを変化させてるものだから、そうとも言えるわね。色は無理だけどデザインなら変えることもできるし、その気になれば消すことだってできるわ。それにドラゴン状態で身体を洗えば、人間状態の身体と服を一緒に洗うこともできるし」

「へぇ……便利そうだけど、服が傷ついて痛みを感じることはないのか？」

「カズマは自分の髪の毛や爪を切って、痛みを感じる？」

「なるほど……」

　つまりドラゴンの鱗には神経が通っていないのだろう。むしろ身体を覆って内部を保護する変幻自在な外殻のようなものなのかもしれない、とソーマは思った。

「ん？　つまりドラゴンは着固めていながら、実は全裸ということに……」

「それ以上言うな！」

　バチバチッ

　はじけるような音とともに、ナデンの髪の毛が逆立っていた。髪の毛と髪の毛の間に青白い電流火花が見える。そんなナデンのお怒りモードにソーマは焦った。

「電気!?　いや、ちょっと待て！　いま濡ぬれてるんだけど!?」

　バチンッ！

　ソーマが小川から離れると同時に、ナデンの放った電撃が川かわ面もを直撃した。哀れ巻き添えを喰くった魚たちがプカプカと浮かびあがってくる。

　その光景に呆あつ気けにとられたソーマだったが、すぐに上着を羽織って逃走した。濡れた身体に電撃を喰らったらたまったものではない。そのあとをナデンが「待ちなさいよ！」と追いかける。背後から追いかけてくるバチバチという音に恐怖を感じながらも、ソーマは頭の冷静な部分はナデンの能力の有用性について考えていた。

（電気を操る龍!?　星竜連峰にはそんなのまでいるのか。電気があるならいろんなことができそうだし、ナデンがいればその研究にも弾みが付くんじゃないだろうか）

　特異な才能を持った人物に出会ったら、まずその才能の有効利用法を考えてしまう。国王としての職業病だった。

「待て、カズマ、逃げるな！」

（契約とか伴侶とか関係なく、王国に来てくれないかなぁ……）

　ナデンに追いかけ回されながら、ソーマはそんなことを思った。




　◇　◇　◇




　ティアマト殿の意向で、俺はいまナデンの洞穴にお世話になっている。

　参加を要請されている『契約の儀』までまだ五日ほどあり、それまでの滞在場所としてナデンの洞穴を勧められたからだ。なんでもクリスタル・キャッスルは立派ではあるものの娯楽と呼べるものはなく、滞在していても退屈だろうとのことだった。

　その点、ナデンは下界の文物の収集にはまっており、部屋には珍しいものが沢山あるとのこと。また部屋は人間サイズで滞在するにも便利だろうとのことだった。

（……まあ、いまにして思うとそれも言い訳っぽいけどな）

　ティアマト殿にはどうも、俺とナデンとを会わせたい思惑もあったようだ。

　会談を終えて、これからお世話になるためにナデンのもとへと転移させてもらおうとしていたとき、ティアマト殿は真摯な眼まな差ざしでこう言った。

『どうかあの子に教えてあげてください。あの子の知らない、あの子自身を』

「？　それは一体どういう……」

『貴方あなたはすでに方法を知っているはずです。あの子を導いてあげてください』

　そう言ったときのティアマト殿の顔は我が子を案じる母親のようだった。その顔のわけを尋ねようとしたとき、すでに景色は様変わりしており目の前には、

『太陽のばかやろおおおおおおおおおお!!』

　……と、念話で叫ぶ黒龍がいたというわけだ。

　そのあと、ナデンの家にティアマト殿から正式に使いが来て、ナデンは俺の滞在中のお世話役に任命されたのだった。ナデンは面倒くさそうな顔をしていたけど、ティアマト殿からの命令には逆らえないようで、渋々だけど了承していた。

　そしていまに至る。俺はナデンの洞穴でお茶を飲みながら、彼女が集めたという下界の……つまり人類側の国で書かれた恋愛小説を読んでいた。

　そんな俺の向かいにはベッドに横になりながら簡易受信機を観みているナデンがいた。龍が玉音放送を観ている……。なんでも帝国領の蚤のみの市いちに売り出されていた簡易受信機を買って、電気でバチッとやったら直ったんだとか。叩たたけば直る昭和のテレビか。

　そんなナデンがチラリと俺のほうを見て言った。

「男が女性向けの恋愛小説を読んでおもしろいの？」

「案外おもしろいぞ？　世の女性がどんな理想を持っているのかよくわかるし」

　女性向け恋愛小説と聞いて昼ドラのようなドロドロとした愛憎劇を想像していたけど、少女マンガのノベライズといった軽い読み口の物だった。

　ザッと読んだ中では騎士道物語っぽいのが多かったな。見目麗しい女性に忠誠を誓った騎士が、武勲を立てて愛に報いる……みたいなのが多いようだ。もしくはただの村娘がお忍びで訪れた若き領主や王子をひょんなことから助け、見初められて最後は結婚するといったシンデレラ・ストーリーだな。大体この二パターンに分けられるようだ。

「やっぱりナデンもこういうのに憧れたりする？」

　戯れに尋ねてみるとナデンは「……そうね」と首を傾かしげた。

「私だって格好いい騎士様を乗せて、空を駆けたいと思うわ」

「あー、龍や竜だとそういう感想になっちゃうのか……」

　普通の女性が「格好いい男性と、馬に二人乗りでどこかに出かけたい」と思う感じで、竜族は「むしろその愛馬になって、騎士様を背中に乗せたい」と思うらしい。

　異種族・異文化に触れるとこういう認識の差異が出てきておもしろい。

「で、そういうナデンはなにを観ていたのさ」

　なにやらナデンの持っている簡易受信機から賑にぎやかな音が聞こえていたので、気になっていたのだ。帝国領で見つけたって言ってたし、帝国の歌番組だろうか。

「ん？　グラン・ケイオス帝国でやってる音楽番組よ。カズマも観る？」

「おっ、観たい観たい」

　帝国がどんな音楽番組を作っているか興味がある。

　ナデンは俺の隣に座り、二人で観られるように簡易受信機を置いた。ニュースなども流すため、放送会談で使う宝珠以外で撮影された放送は他国からは観られなくなっている。公国・帝国との戦後交渉の際、うちの国の放送番組を観た女皇マリアの妹将軍ジャンヌは、帝国でも真ま似ねしたいと言っていた。どんな番組を作っているのだろうか。

　そう思って簡易受信機を観ながらお茶を啜すすっていると……。

『国民の皆様、こんにちは～。マリアです』

「ぶほっ!?」

「ちょっ、カズマ!?」

　俺は飲もうとしたお茶を盛大に吹き出した。画面に映し出されていたのは、アイドル風のフリフリドレスを着たグラン・ケイオス帝国の女皇マリアその人だった。

『それでは私の歌を聴いてください』

　そう言うとマリアは軽くステップを踏みながら澄んだ歌声で歌い出した。

　その姿はまさに歌姫ローレライそのもので、歌とダンスはさすがに『第一の歌姫プリマ・ローレライ』のジュナさんには劣るものの、人を惹ひき付けるカリスマ性はマリアのほうが上だ。……というかマリアさん、すっごくノリノリじゃないか？　いまにもキラッ☆とかやりそうだし。

　えーっと……これって一体、どういうことなんだろうか。

　落ち着け、自分。物事には必ず因果関係があるはずだ。
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　これはハクヤから聞いた話だけど、帝国の放送番組の中で一番の人気番組はマリアの動静を追った番組なのだそうだ。皇○アルバムみたいなものらしい。妹のジャンヌが「どうしてこうなった……」と愚痴っていたそうだ。つまり、こういうことか？

　１、帝国、歌姫ローレライが歌う音楽番組などの製作を始める。

　２、一番人気はマリア殿の動静を伝える番組だった。

　３、だったらマリア殿を歌姫ローレライにしちゃえば、支持率鰻うなぎ上のぼりなんじゃない？

　４、歌って踊れる女皇、爆誕！　←イマココ

　……とまあ、こんな感じか。帝国も国民を楽しませるためにいろいろと試行錯誤しているようだ。この件に関しては〝思考錯誤〟って感じもするけどね。まあ、楽しい番組ではあったので、しばらくナデンとマリアが歌う姿を観ていたのだけど……。

「なんか増えてる……」

　不意に後ろから女の子の声が聞こえてきた。

　振り返ると、白いワンピースの少女が呆あきれた顔で立っていた。少女の頭には山や羊ぎのような角があって、お尻からは白い尻尾が生えている。この子も竜なんだろうか？

　少女は俺のほうを見ると、「はぁ」と溜ため息いきを吐ついた。

「やけに賑やかな声が聞こえてくると思ったら……ナデンってば、ついに男まで拾ってきちゃったの？　ちゃんと元の場所に返してきなよ」

　……俺は捨て犬か。なんとなく『捨て暫定国王です。拾ってください』と書かれた段ボールに入った自分の姿を想像してしまった。なかなかにシュールな絵だな。

　一方で、男を連れ込んだ呼ばわりされてナデンは口を尖とがらせた。

「人聞きの悪いこと言わないでよ！　こいつはお客さん！」

「お客さん？」

「そうよ！　ティアマト様から世話役を命じられたんだから」

「世話役ねぇ……一緒に遊んでるようにしか見えなかったけど？」

「うぐっ……」

　図星を突かれてナデンは言葉を詰まらせた。食べ物をもらったりとお世話にはなっているけど、お世話役としてはべつになにもしてないからな。基本放置だし。

　すると白い少女は俺に向かって手を差し出してきた。

「私はパイ・ロン。ナデンの友達です。あなたは？」

「フリードニア王国から来たカズマ・ソーヤだ」

　俺は笑顔でパイと握手を交わした。すると、パイは首を傾げた。

「フリードニア王国って、この前、ナデンが言っていた東の国ですよね？　国交も結んでいなかったはずですが……カズマさんはどうしてここにいるのですか？」

「あー、ちょっと縁があってティアマト殿に招かれたんだ」

「ティアマト様に？」

　そこでパイはなにかに気付いたような顔をして、ナデンのほうを向いた。

「ねぇ、ナデン。もしかしてティアマト様は、この人を『契約の儀』に出席させるつもりなんじゃない？」

「はあ？　カズマを契約の儀に？」

　ナデンが目を丸くしながら言った。

「……カズマはノートゥンの騎士じゃないわよ？　それなのに参加できるの？」

「忘れたの？　ここしばらくはないことだけど、ティアマト様は当代の傑物となるような人物を招いて契約の儀に参加させて、竜と個人との縁を結ぶこともあるって話じゃない。エルフリーデン王国の初代の王様みたいに」

「当代の傑物ねぇ……」

　ナデンがチラチラッとこっちを見た。その顔……絶対に信じてないだろ。

「なんだかパッとしない人物にしか見えないけど？」

「酷ひどい言われようだな。事実だけどさ」

「カズマさんはティアマト様になにか言われませんでしたか？」

　パイに聞かれて俺は肯定も否定もせずに肩をすくめた。

　たしかにティアマト殿からは契約の儀に参加してほしいという打診はあった。しかし、それを二人に言うことは躊躇ためらわれた。もし参加することを知られれば、俺は一体何者なのだろうという話になるだろう。一国の王だとバレるのは些いささか面倒くさい。

「俺の口からはなんとも。知りたければティアマト殿に聞いてくれ」

「あはは、そう簡単に口をきける御お方かたではないのですけどね」

　するとパイが「そうだっ」と手をポンと叩いた。

「ナデン、カズマさんのお世話役を仰せ付かってるんでしょ？　せっかくだし、星竜連峰の中を案内してあげたら？」

「あっ、それは興味あるな。お願いできないかな？」

「えー……」

　俺からも頼んだけど、ナデンは露骨に面倒くさそうな顔をした。

「星竜連峰って結構広いよ？　カズマの歩きじゃきつくない？」

「ナデンが背中に乗せてあげればいいじゃない」

「パイ。竜が背中に乗せるのは伴侶だけだって、わかって言ってるでしょ」

「いいんじゃない？　このまま契約してもらえば」

「私にだって選ぶ権利はあるわよ。こんなパッとしないような人はタイプじゃないわ。私はみんなから尊敬されるような強い人が好きなの」

「……さっきから言葉のナイフが尖りすぎじゃない？」

　ハートにグサグサくるんだけど……と、そこで俺はあることに気がついた。

「なあ、伴侶じゃない相手を背中に乗せるのが不貞扱いになるんだよな？」

「うん」

「じゃあ、ナデンの背中ってどこなんだ？」

「え？」

　ナデンは西洋式の竜ではなく東洋式の龍だ。その体形は頭の後ろから尻尾にいたるまでほぼほぼ寸ずん胴どうである。前足と後ろ足の付近はやや横に膨らんではいるものの、竜ほどハッキリとどこからが背中かはわからなかった。

「たとえば頭のすぐ後ろに乗れば、背中じゃなくて〝うなじ〟なんじゃないか？　そこに乗るのは？　うなじには伴侶以外乗せちゃダメって決まりもないだろう？」

「………」

　ナデンがなにも言い返せなかったことにより外出が決定した。







　ドラクルの大半を占める青き森。普段ならば暗すぎず明るすぎず、風もないから木々のざわめきも聞こえず、ジメジメもしていない静かな森なのだそうだ。

　そんな森の中を木々の合間を縫うように駆ける一頭の黒龍がいた。もちろん龍形態のナデンだ。俺はいまそんなナデンの後頭部に座っていた。座った場所もあって気分は昔に観みたアニメの主人公だ。二本の鹿角を大型バイクのハンドルのように持ちながら、振り落とされないように必死に握りしめていた。

　穏やかな森の中で、俺たちの存在は明らかに浮いていた。

「ナデン……ちょっと、速すぎないか……？」

『乗せてもらっといて文句言わない』

　枝が頭上をものすごい勢いで通過していくものだから怖くなって言ったのだけど、ナデンはまったくスピードを落としてくれなかった。ナデンの形状もあってジェットコースターみたいだけど、ジェットコースターが楽しめるのは安全バーがあるからだ。いや、もともと絶叫系の乗り物ってそんなに好きじゃなかったけど……。

「そういえばナデン。出かけにパイとなにを話してたんだ？」

　洞穴を出るときに、ナデンとパイは小声でなにやら話をしていた。チラチラと俺のほうを見ていたみたいだったから気になっていたのだけど、ナデンはプイッと顔を背けた。

『な、なんでもないわよ！』

　するとナデンはそっぽを向きながらなにかブツブツと呟つぶやいているようだった。

（パイったら……なにが「ここでしっかりとアピールしておけば、契約の儀でカズマさんが選んでくれるかもしれないわよ？」よ。余計なお世話だってば）

「ん？　悪い。小声すぎてよく聞こえなかったんだけど？」

『だから、なんでもないってば！』

　そんな言い合いをしながら森を進んでいき……数分後。

　森を抜けた先、ナデンの頭から降り立った場所は草原だった。

　本来なら大草原と呼ぶべき広大さなのだけど、見た目にはそう感じられなかった。というのも、その大草原のど真ん中には巨大な木が一本立っていて、その根は草原を縦横に走り、広がった枝葉は草原を覆い尽くさんばかりに張り出していたからだ。その巨大な木のせいで草原としての広さが感じられなかったのだ。

　下から見上げれば、その木はまるでそびえ立つ城のようだ。しかもその葉は金色で、日の光を浴びて眩まぶしいくらいに輝いている。俺は思わず感嘆の溜息を漏らした。

「これは……すごいな」

「でしょ。星竜連峰の名所の一つ『ラドンの大樹』よ」

　いつの間にか人間形態になったナデンが胸を張った。

「ラドン？　原子？　空の大怪獣？」

「なんの話よ……昔、この木を守っていたと伝わる竜の名前」

「へえ……」

　ラドンって竜がいたのか。ナデンが言うには昔、この木の枝葉の部分に黄金の竜が住んでいて、その竜の影響を受けて葉が金色になったという言い伝えがあるんだとか。

（そういえばギリシャ神話にも黄金を守る竜の話があったな……）

　黄金の羊毛や黄金の林りん檎ごを守っていたんだっけ？　あの葉っぱの集まった感じは、黄金の羊毛に見えないこともないか。でかすぎて羊毛というより羊雲だけど。

「まるで神話の世界のような光景だ」

「ふふ。すごいでしょ」

　ナデンは満足そうに頷うなずくと、大樹を見上げながら言った。

「この大樹は枯れることなく、葉を落とすことなく、悠久の時間をここに立っている。まさにこの星竜連峰の永遠不滅の象徴といっていいわ」

「永遠不滅の象徴……」

「竜たちの誇りそのものよ。これ以上に美しい木は世界中のどこにもないはずよ」

　ナデンは自信満々に言った。この大樹の美しさを認めない者などいないだろう。

　それほどまでにこの大樹は、綺き麗れいで、気高く、そして荘厳だった。それが永遠に立っているというのだから、竜たちが誇りにするのもわかる。ただ……。

「世界で一番、というのは言いすぎかも」

「え？」

　俺の反応に、ナデンは目を丸くしていた。

「たしかに素晴らしい光景だけど、俺は梅も桜も大好きだ」

「ウメ？　サクラ？」

「俺のいた国にあった綺麗な花を咲かせる木さ。梅は雪の重みに耐えて花を咲かせ、桜は満開に咲き誇って散りゆく。それぞれにそれぞれの趣があって綺麗なんだ」

「でも散っちゃうんでしょ？　花が咲くのなんて一瞬じゃない。ラドンの大樹なら枯れることはないわ」

　そう言うナデンに俺は苦笑しながら大きく伸びをした。

「もちろん長く残るものは大事だ。風景・伝統・文化遺産とかな。でも、俺のいた国ではそれと同等、あるいはそれ以上に『うつろうもの』を愛めでる習慣があった」

　俺はしゃがむとそこかしこで綿毛を付けているタンポポに似た植物を摘み取った。

　それをサッと振るうと綿毛たちが風に乗って飛んでいった。常春のドラクルの気候も手伝って、のどかでほんわかとした気分になる光景だ。俺はナデンに笑いかけた。

「これはこれで、綺麗だと思わないか？」

「でも、どんなに綺麗でも一瞬で終わってしまうんじゃない？」

「だからこそ、〝次〟が楽しみなんだろう」

　俺は草原に腰を下ろすと、そのままゴロンと寝ころんだ。

「いつでも見られるものではないからこそ、その瞬間が大事なんじゃないか。たとえ終わってしまっても、また、再びその瞬間に巡り合う日を待ち焦がれる」

「……よくわからないわ」

　う～ん……竜族は長命種族だし、ものの哀れとかはわかりにくいのかもな。

「価値観の違いってやつさ。物の見方は一つじゃない。竜だってそうだろう？　母竜信仰の信者にとっては竜は神聖な生き物。ノートゥン竜騎士王国にとっては伴侶であり戦友でもある。ルナリア正教皇国から見れば魔物と大差ない。俺のいた国では、むしろナデンのような龍が、天候を司つかさどる神様として崇あがめられていたな」

「私が……神様？」

　ナデンは一瞬呆あつ気けにとられたような顔をしていたけど、次の瞬間には吹き出した。

「ぷっ……あははははは！」

　腹を抱えて大笑いするナデン。なにかツボに入るようなことを言っただろうかと見ていると、ナデンは目尻を拭いながら愉快そうに笑った。

「あはは……おかしな話よね。星竜連峰ではワームとバカにされる私が、カズマの国では神様になっちゃうなんて。これがカズマのいう価値観の違いってヤツなのね」

　ひとしきり笑ったあとで、ナデンはふっと表情を消すと、

「飛べないドラゴンでも……いいのかな」

　そんなことを呟いていた。……え？　飛べない？

「あれ？　ナデンって飛べなかったのか？」

「飛べるわけないでしょ。私には翼がないのよ？」

「いやいや、龍に翼がないのは当たり前だろう」

「ん？」

「ん？」

　顔を見合わせる俺たち。なんだ？　なんか話が嚙かみ合っていないような……。

「いやいや、翼がないんだから、私が飛べないのも当たり前でしょ」

「龍に翼がないことと飛べないことと、なにか関係があるのか？」

「ん？」

「ん？」

　なにかがおかしい。なにか認識に齟そ齬ごがあるようだった。

「カズマは一体なにを……っ！」

　ナデンがなにか言おうとした、そのときだった。ブアンッと吹き降ろした風と共に、赤と青と緑の色をした三頭の竜が俺たちの前に舞い降りた。




　◇　◇　◇




　私たちの前に降り立ったのは赤・青・緑の竜。ルビィ、サフィア、エメラダだ。

　まったく……なんでこんなときに会っちゃうかな。ルビィはサフィア、エメラダと一緒に人の姿になるとメンチを切るように至近距離で睨にらみをきかせてきた。

「アンタが人間を拾ったと聞いて来てみたら……その人がそうなのかしら？」

「………」

　ルビィの視線が横のカズマに向いた。

「変な服ね。ノートゥンの人間じゃないの？」

「……ああ。フリードニアから来たカズマ・ソーヤだ」

　私たちの険悪な雰囲気に疑問符を浮かべていたカズマは、とりあえずといった感じでそう挨拶した。私は小さく舌打ちした。

「こんなヤツらにまで名乗らなくたっていいのに……」

「聞こえてるわよナデン」

「聞こえるように言ってんのよ、性悪」

「誰が性悪よ！　ワームのくせに」

　一触即発。口と髪から火花と電流火花を散らす私たち。

　事態が飲み込めていないカズマは、ガシガシと頭を搔かいていた。

「えっと……もしかして、仲悪い？」

「これで仲良く見えたら目を疑うわ。赤いのがルビィ、青いのがサフィア、緑がエメラダよ。私のことを『飛べないできそこない』とか、『ワーム』とか言って、よく突っかかってくるのよ」

「飛べない……ねぇ」

　カズマは腕組みをするとなにやら考え込んでいるようだった。……さっきからなんだっていうのよ。ともかく、私はルビィたちのほうに向き直って言った。

「カズマを見に来ただけなんでしょ？　もう帰ったらどうなの？」

「いちいち上から目線なのがむかつくわね。アンタに用はないわ」

　するとルビィは私の横を素通りし、カズマの前に立った。

「聞いたわ。貴方あなたはティアマト様に招かれたんですって？」

「ん？　ああ」

　思案顔だったカズマはいま気付いたように返事をした。

「ということは、貴方も『契約の儀』に参加するんでしょ？」

「……まあ、そうらしいな。俺には分不相応だとは思うけど」

「ティアマト様に招かれたのなら、その資格があるってことよ」

「っ！」

　私は息を吞のんだ。自分をワームとバカにするルビィがカズマのことは認めている。

　もしかしてルビィはいまからカズマに粉をかけようとしているのだろうか。ティアマト様が招待したのならば、こんな冴さえない見た目だけど一ひと廉かどの人物なのかも知れない。契約の儀では求婚は基本、騎士の側から行われる。しかし、気に入った騎士がいるならば竜の側から騎士に自分を選ぶように名乗り出ることもできる。

　契約の儀で……カズマは竜の誰かと踊るのだろうか。

（……なんか嫌だな）

　浮かんだ想像に控えめな胸が痛んだ。自分を龍だと言ってくれた人物が、竜と契約することを考えると胸の奥が疼うずく。私は契約の儀に参加する気さえ起きないのに。そんなことを考えて悶もん々もんとしている間も、ルビィはカズマとの距離を縮めていた。

「ねぇ貴方。私の家に来なさいな」

「！」

　私は顔を跳ね上げた。見るとルビィがカズマに向かって手を差し伸べていた。

「貴方に興味があるの。もっと貴方のことが知りたいわ」

「俺のことが？」

「ええ。ティアマト様に認められるなんて特別なことだもの。もし私の眼鏡にかなうようなら、貴方の竜になる契約をしてもいいわ」

　竜騎士の騎乗契約……まさかルビィはカズマを見初めたとでもいうのだろうか。

　ルビィは私のほうを一いち瞥べつしながら言った。

「そこの引きこもりより私のほうが竜として優秀よ。私はナデンとは違って飛べるし、炎も吐けるもの。空から星竜連峰を隅から隅まで案内してあげるわ」

「ぐっ……」

　ルビィの言い分を否定できないことが、とても悔しかった。

　たしかにルビィは騎士たちにも人気が高い赤竜だ。赤は敵を威圧する色とされているため、戦場で武勲を挙げやすいと言われている。それにルビィは私にはない大きな翼を持っているし、炎だって吐ける竜らしい竜だ。そんなルビィに言い寄られ、カズマはどんな顔をしているのかと見ると……なんだか困ったような顔で笑っていた。

「……うん、まあ、評価してもらえるのは嬉うれしいんだけど」

「っ！」

　カズマの言葉に私の身体からだは電気を帯び、髪の毛は逆立った。

　ルビィへの肯定的な言葉を聞いた瞬間に胸に湧き上がった憤りと……切なさ。自分という存在を龍だと言ってくれた人からそんな言葉を聞きたくなかった。なんだか無性に泣きたくなった。いっそルビィたちに向かって電撃を放ち、大暴れしてやろうか。

　そんなことを考えていると、カズマは「でも……」と首を傾かしげた。

「空を飛べて炎を吐けるってそんなに価値があることなのか？」

　………え？

「はぁ？　なに言ってるの？」

　みんなの視線がカズマに集まる。カズマは頭を搔きながら言った。

「うん、まあ……竜族とは馴な染じみの薄い国の出身なんで容赦してほしい。さっきキミが言ったことだけど、竜族の価値は空が飛べて炎が吐けることなのか？」

「そうよ。竜は騎士にとって伴侶であると同時に、戦友でもあるわ。戦場の空を速く高く飛べる翼と、敵を焼き尽くせる炎を吐けることがなによりも求められる」

「なるほど。容姿は関係ないのか。まあ、竜族って美人が多いみたいだしな」

　ルビィの回答に、カズマはウンウンと頷うなずいた。

「そしてキミたちは皆、炎を吐き、空が飛べるんだな？」

「そうね。そこのワーム以外はね」

「……なるほどね」

　するとカズマは真顔になり、真っ直すぐにルビィの目を見ながら尋ねた。

「それじゃあ、キミたち自身の価値はどこにあるんだ？」

　ルビィたち自身の価値？　炎を吐いて飛べるっていうのが価値なんじゃないの？

「はぁ？　貴方はなにを言ってるの？」

　ルビィも納得がいってないようだ。しかし、カズマは首を横に振った。

「炎を吐ける、翼があって空が飛べるというのは、竜にとっては当たり前のことなのだろう？　じゃあ、それは〝できて当たり前〟のことだ。それは他の竜にも当たり前に備わっている能力で、なにもキミたちを選ぶ必要もないということだろう？」

　その言い草にルビィたちはポカンと口を開けていた。私もおそらく似たような顔をしていることだろう。カズマはそんな私たちの様子など気にせず話を続けた。

「キミたち以外の竜にもできることなら、わざわざキミを選ぶ理由にはならない。誰しもが持っているという普遍性はたしかに一つの価値ではあるけど、特別じゃない。同じ土俵の上ではより良き伴侶はより強く、より美しい竜のものになってしまうんじゃないか？　みんなと同じというだけではなんらアピールポイントにはならないだろうし」

「カズマ……アンタって……」

　カズマの指摘は本当にこの国のしきたりについて知らなかったのかと疑いたくなるほど的確なものだった。実際、契約の儀は竜たちにとって厳然たる競争だった。そこで誰に選ばれるかによって、ドラゴンとしての一生がほぼ決まるとなればそれは当然だろう。

　驚く私たちをよそにカズマは「はあ……」と溜ため息いきを吐ついていた。

「画一化された評価基準、個性を持つ者の排斥……この空気、どっかで体験したような気がしていたんだけど、まんま受験戦争じゃないか。二年前は苦労したなぁ……」

　カズマはどこか遠くを見るような目をしながらそんなことを呟つぶやいていた。

　……じゅけん戦争って、なんだろう。どこかの国で起こった戦争なのかな？　でも、なんでいまそんな話を？

「で、でも、選ばれないよりはマシよ！」

　我に返ったルビィが顔を引きつらせながらそう言った。

「みんなにできることができないナデンなんて誰が選ぶって言うのよ！」

　私を指差しながら言うルビィに、カズマは真っ直ぐに言い返した。

「たしかにナデンには竜としての普遍性はない。だけど〝独自性〟がある」

「ど、独自性？」

「他とは違うということだ。物の価値を考える際に、もっとも簡単な基準は『この世に一つしかないもの』であるかどうかだ。この世に一つしかないものであれば、たとえ子供の玩具おもちや、瓶の蓋一つといえども価値を持つのが世の道理だろう？　それは人材においても同じだ。俺……いや、うちの国の王様は、そういうピーキーな人材ばかり集めているよ」

　うちの国の王様……フリードニア王国の勇者王のことかな？

「ナデンに……その価値があるっていうの？」

「この星竜連峰で、ナデン以外に雷を起こせる竜が存在するのか？　他にできないことができる。それ自体が価値だ。というか、キミもわかっているんじゃないのか？」

「な、なにがよ……」

「ナデンに突っかかる理由さ。独自性を持っているナデンが羨ましいんだろう？」

「なっ……」

　カズマの指摘に絶句するルビィ。え、そうだったの!?

　いきなり突き付けられた事実に、私もそうだけど、後ろのサフィアやエメラダも困惑していた。口をパクパクさせているルビィを余よ所そにカズマは話を続けた。

「多分、ナデンに悪感情を持っている他の竜たちも根底は同じだろう。画一化された評価基準の中で争っている竜たちから見れば、評価基準を無視して我が道を行っているナデンの存在は恨めしくも羨ましくて受け入れられなかったんじゃないか？　受験戦争真っ最中の進学クラスに、一人だけ『実家を継ぎます』なんてのがまざっていたら……そりゃあ浮くわ。もちろん周囲と違う生き方にも苦労はあるのだけど、競争下に置かれている者たちには、それを慮おもんぱかれる心の余裕もないからなぁ……」

　なにやら一人で納得している様子のカズマ。言ってることは途中からわからなくなったけど、私が特別だと言ってくれていることだけはわかった。

　私は、じっとカズマの背中を見つめていた。生まれた国の違いのためか、この数日間でカズマとは物の価値観が違うと思い知らされることが結構あった。

　だけどそんなカズマが、私に新たな価値観を提供してくれた。私を無価値としない価値観をだ。胸が熱くなり、さっきまでとは違う意味で泣きそうになった。

『いずれ貴女あなたの価値を知る者が現れます』

　ティアマト様の予言は本当だった。その人はいま、私の目の前にいる。

「ふん、だからって飛べない竜が役立たずなことに変わりないわ！」

　なんとか態勢を立て直したルビィがそう言った。飛べない竜。それはいままで散々私の心をかき乱してきた言葉だった。だけど……不思議なことにいまはまったく気にならなかった。カズマが私は龍だと、独自性だと言ってくれたから。

　すると、カズマは不思議そうな顔をしながら首を傾げていた。

「気になってたんだけど、どうしてナデンが飛べないことになっているんだ？」

「はぁ？　翼のないワームが飛べないのは当たり前でしょ」

「だから、龍が飛ぶのになんで翼がいるのさ？」

「はぁ？」

「ん？」

　……なんだかさっきも耳にしたようなやりとりだった。白けた空気になったところで、私は頭に疑問符を浮かべてそうなカズマの襟首を軽く引っ張った。

「もういいわよ。……行こう」

「ん？　どうしたんだ、ナデン。頰が赤いようだけど？」

「き、気のせいよ！　さぁ、まだ星竜連峰案内の途中だったでしょ」

「ああ、そういえばそうだったな」

　呆あつ気けにとられているルビィたちを残し、私たちはさっさと踵きびすを返した。

「ナデン、契約の儀に出なさいよ！　逃げるんじゃないわよ！」

　我に返ったルビィは私の背中に向かって叫んだ。それに対する私の答えは、振り返ってからの「あっかんべー」だった。







『それで、次はどこに行く？　クリスタル・キャッスルは見たのよね？』

　ルビィたちのもとを去り、私は再びカズマを乗せて星竜連峰を案内していた。もう面倒くさいとは思わなくなっていた。むしろこのまま、カズマと一緒にいろんなものを見たいとさえ思い始めていた。星竜連峰内だけでなく、外の世界の景色も……。

「来たときも送られるときも転移だったからな。とても美しいと伝え聞く外観は是非とも見てみたいんだけど……その前にちょっと連れていってほしい場所があるんだ」

　カズマは思案顔になりながらそんなことを言いだした。

「どこか行きたいところがあるの？」

「ティアマト殿は俺がすでに方法を知っていると言っていた。もし、その方法とやらがあのことだったとしたら……試してみる価値はあるだろう」

　そう言ったカズマは自信ありげな笑みを浮かべていた。

　そして龍の姿で駆けること約十分後。

「本当にここで良かったのおおおおお！」

「あああああ、十分だあああああ！」

　私たちは二人して声を張り上げていた。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……




　鳴りやまない轟ごう音おんのせいで、そうしないとお互いの声が聞こえないからだ。

　私たちの前にあるのは轟音と共に巻き上げられる水みず飛沫しぶきによって、昼間は常に虹が架かるという『大だい瀑ばく布ふ』だった。高さ数十メートル、幅は数百メートルという滝のカーテンが水飛沫に煙る遥はるか向こうのほうまで続いている。なにかとスケールの大きな星竜連峰の景観の中でも、ラドンの大樹とこの大瀑布とは別格だろう。

　あまりの光景にカズマは堪たまらず叫び声を上げていた。

「いやあ、絶景かな絶景かなあああああ！」

「え、なにいいい？　聞こえなかったんだけどおおお！」

「絶景と言ったんだああ！　いやああ、さすが星竜連峰だなああああ！」

「なんだかなあああ！　それでええ、試したいことってなんなのおおお！」

「あああ、そうだったあああ！」

　……やかましいのでここからは普通の音量でいいかな。するとカズマはいきなり上の服を脱ぎだした。いきなりの行動に私は顔を背けながら言った。

「ちょ、ちょっと!?　なんでいきなり脱いでるのよ！」

「もちろん、水に入るためさ」

「はあ!?　なんで!?」

「ほら、ナデンも入ろうぜ」

「さらになんでよ!?」

　カズマは上半身の服だけ脱いで、股もも引ひきは穿はいたまま準備運動もそこそこに水に入っていった。私も足先だけ水の中に入れてみる。水温は冷たすぎず、ぬるすぎずのちょうど良い温度に保たれていた。気持ちいい……って、そんなことより。

「泳ぐならもっと穏やかな湖とかあるわよ？」

「こんな場所じゃないとダメなんだ。ナデンも早く来いよ」

「わ、私にも、裸になれっていうの？」

　自分の身体からだをかき抱いた。カズマの前で服を消して水浴びとか……恥ずかしくて死んじゃいそうよ。そうやって恥ずかしがる私に対し、カズマは苦笑しながら言った。

「いやいや、ドラゴンの状態で入ればいいだろ？」

「あっ……そ、そうね」

　自分の早とちりに赤くなった。カズマはそんな私に向かって手招きをした。

「龍なんだから泳ぎは得意なんじゃない？」

「龍だからかは知らないけど……自信はあるわ。でも、なんで急に？」

「ちょっと試してみたいことがあるんだ。さぁナデン。あの滝の下まで行こう」

　カズマに促されて、私は龍の姿になるとザブンと水に飛び込んだ。大波が立ってカズマの身体が大きく上下していた。私は揺蕩たゆたうカズマに尋ねた。

『なんで滝の下？　滝行でもしろって言うの？』

　下界にはそういう修行方法があるらしい。滝の水に打たれながら精神統一をはかるんだっけ？　しかし人なら滝行したら首の骨が折れそうな勢いの大瀑布でも、龍状態で質量も防御力も上がっている私にとってはマッサージ程度にしかならないだろう。

『肩こりはとれそうね』

「肩こるようなものは持ってな……ＯＫ、俺が悪かった。だから電撃はやめてくれ」

『アンタはもう』

　龍状態の後ろ髪を逆立て、電流火花を見せるとカズマは両手を上げた。

『痺しびれたくないなら、怒られるようなこと言わなきゃいいでしょ』

「いやぁ……ナデンといると故郷にいたころの女友達を思い出すんだよ。だからどうも、ノリが故郷にいたころになっちゃって」

　照れたように頰を搔かきながらカズマは言った。

『そうなの？』

「ああ。この世界の女性はみんな大なり小なりなにかに縛られて生きている。家名だったり、世継ぎを作る使命だったり……高貴になれば故郷や国だったりな。縛られることによって護まもられているという面もあるんだけど……でも、ナデンにはそういうものがないだろ？　龍だから強いし、その気になれば一人でだって生きていける。自由気ままに。たぶんこの大陸で一番、俺の故郷の女性に近いんだ」

　カズマの言っていることはよくわからなかった。だけど……。

『私だって……一人は淋さびしいわ』

　そんな言葉が自然とこぼれた。淋しい。そう呟いてしまったことに、私自身が一番驚いていた。いままでそんなこと……思ったことなかったのに。パイ以外の竜たちと関わりを持たないことだって、面倒くさくなくていいと思っていたはずだ。

　それなのに……私はいま、淋しいと言ってしまった。

　そんな私の言葉を聞いて、カズマは「そりゃそうだ」と笑った。

「一人で生きていけても、やっぱり一人は淋しいよ」

　その言葉に、私はもういままでの自分ではなくなっていることを理解した。

（『止まっていた歯車は動きだすことを余儀なくされ』）

　ティアマト様が言っていたのは、このことだったんだ。

　カズマと一緒にいて、自分を受け入れてくれる誰かといることの安心感を知ってしまった。一人の淋しさを知ってしまった。知ってしまった以上……もう一人には戻れない。

　戻りたくない。戻りたくないから……動きだすしかない。

「ナデン？」

『な、なんでもない！』

　ほっ……いまが黒龍の状態で良かった。人間状態だったらきっと真っ赤な顔をカズマに見られていただろう。いけない、気持ちを切り替えないと。

『その……あっ、そうだ。なんで滝の下に行くの？』

「ん？　ああ。思い出したことがあるんだ。とりあえず、滝のそばまで行こう」

　カズマに促されるまま、私たちは水飛沫で煙った滝たき壺つぼのそばまでやってきた。するとカズマは滝の上のほうを指差しながら言った。

「ナデン。この滝、泳いで登れる？」

『この滝の中を泳ぐの？　ゴーゴー鳴ってるんだけど？』

「そりゃあ滝だからな」

『でも、なんで？』

「『龍は滝を登ることで天に昇る』って言い伝えが、俺の故郷にはあるんだよ」

『天に昇る!?　そうなの!?』

　滝を登ることで私は飛べるようになるのだろうか？

「（まあ、正確には滝を登った鯉こいが龍になるという伝説だけど……）」

『ん、なにか言った？　滝の音がうるさくて聞こえなかったんだけど』

「なんでもないよ。物は試しだし、やってみよう」

　そうカズマに言われて、私は滝を見上げた。

『う～ん……この流れに逆らって泳ぐのは、さすがに骨が折れるというか……』

「できない？」

『やれないこともない、とは思う』

「あ、それとナデン。水の中では目を閉じるように」

『え、なんで？』

「いいから、試してみてくれ」

　そう言うとカズマは、「行ってらっしゃい」とばかりにヒラヒラと手を振った。

『なんで他人事みたいな態度なのよ』

「それを言うなら他龍事だろ？」

『これでなにも変わらなかったら、電撃お見舞いするからね！』

　覚悟を決めた私は、絵画に描かれるシー・サーペントのように水の中に出たり入ったりを繰り返し、水上に半ドーナツ状の身体を残しながら大瀑布の中へと突入していった。

　滝の中へと入ると、今度は身体を横にくねらせ上へ上へと登っていく。

（「ナデン。水の中では目を閉じるように」）

　頭の中に、さっきのカズマの声が蘇よみがえった。

（うるさいわね！　閉じればいいんでしょ閉じれば！）

　目を閉じ、滝の流れに逆らって泳ぎ続けた。

（くっ、目を閉じながら泳ぐのって、かなり怖いわ……）

　真っ暗な中、水の中でやや穏やかになった滝の音と、水の肌触りだけを感じながら泳ぎ続ける。段々と天地の感覚も怪しくなってきた。自分はちゃんと上に向かって泳いでいるんだろうか。それとも滝はもう終わっていて、水平に泳いでいるんだろうか。

　時間にしては数十秒のことなのに、体感時間は数十倍に感じられた。すると、

（っ！）

　急に身体にかかっていた圧力が消えた。

　まるで宙空に投げ出されたかのようだ。それなのに……私はまだ泳げている。まるで視覚と一緒に、触覚まで失ったようだった。泳いでいるのに水を感じない。

　なんだろう、この感覚は。不安なのに、どこか快感めいている。

『っていうか、私はいつまで目を瞑つぶっていれば……えっ？』

　目を開け、カズマに文句を言おうと下を向いたとき、地面は遥か下にあった。

　滝などとうの昔に終わっていた。それなのに私はいまだに泳ぎ続けている。

　私は空を〝泳いでいた〟のだ。空気の流れがハッキリとわかる。

　そこに身体を揺蕩わせることで、空を泳ぐことができている。私はいままで見上げるしかなかった空から、星竜連峰を、大地を、この世界を見下ろしている。

（世界って……こんなに綺き麗れいなんだ……）

　私の龍眼からは自然と涙が流れていた。その涙が乾いたころ、私はぎこちなく中空を泳ぎながら、地上でポカンとしながら見ているカズマのところへと舞い降りた。

『カズマ……私、飛べたみたい』

「あ、ああ……飛んでるっていうより、泳いでるって感じだな。俺の故郷の伝説では龍は風雲雷雨を得て天へと昇り、海原を泳ぐが如ごとく空を行くものだから」

『泳ぐが如く空を行く……』

「……まあ、ここまでうまくいくとは思わなかったけどな」

　カズマは頰を搔きながら苦笑していた。

『えっ、滝を登れば飛べるって自信があったわけじゃなかったの？』

「半々かな。考えてみれば竜や飛竜ワイバーンだって飛べるんだ。翼があったって、竜や飛竜ワイバーンは鳥ほど飛ぶのに適した形状はしていない。あの巨体で飛ぶためには、なにかしら魔法的要素が絡んでいるはずだ。だったら、龍であるナデンの飛行に翼の有無は関係ないと思ったんだ。もしかしたら、ナデンは飛び方を知らないだけなんじゃないかってさ。それにティアマト殿は俺がナデンの飛び方を知っているみたいな口ぶりだった。俺が龍の飛ぶ方法で思いつくのは故郷の伝承にある『滝登り』ぐらいだ。だから試してもらったんだ」

　一応、カズマなりに思うところがあってのことだったようだ。ティアマト様……カズマにそんなことを言っていたんだ。ということはやっぱり、私の知らない私の価値を知る人物というのはカズマのことで間違いがないのだろう。

（つまりカズマが……私の待ち望んでいた人なのかな？）

　私は岸へと戻り、置いてあった服に袖を通しているカズマに尋ねた。

『ねえカズマ。もし……これで飛べなかったらどうするつもりだったの？』

　私の問いかけにカズマは少し考え込むと、正直に白状した。

「そのときは謝るつもりだった。ごめんダメだった、って」

『えっ、それだけ？』

「それだけさ。飛べなくたってナデンの価値は変わらない。竜騎士たちの価値観は知らないけど、うちの国の価値観なら電撃を扱えるナデンの能力は喉から手が出るほど欲しい。もし契約の儀で誰にも選ばれなかったら、うちの国に来てくれ。歓迎するよ」

『………』

　うちの国に来てくれ、と、なんのてらいもなく言うカズマ。

　星竜連峰に私の居場所はないように感じていた。だけどカズマは私を欲しいと言ってくれた。嬉うれしさでまた空を泳ぎ回りたい気分だった。まあでも……もし誰にも選ばれなかったら、って言い方にはちょっとイラッときた。だからこれは憂さ晴らしだ。

「え、ちょっ、ナデン？」

　私はカズマの襟首を咥くわえ上げて、無理矢理〝背中〟に乗せた。

「うおっ!?」

　そして一息に空へと駆け昇った。一瞬にして地面が遥はるか遠くなると、カズマは焦ったような声を出しながら私の背中にしがみついた。

「ナデン、落ちる！　落ちる！」

『落ちないわよ。カズマは私の背中に乗っているんだから』

　慌てふためくカズマに、私は呆あきれたように言った。

「へ？……そういえば、ほぼ垂直に昇ってきたのに落ちなかったな」

『竜の力よ。背中に乗った人間が落ちないように保護しているの。騎士は手放しで乗っても大丈夫だし、風や冷気なんかからも防げるわ。空の上なのに寒くないでしょ？』

「言われてみれば……なるほど、竜騎士が強いわけだ」

　感心したように言うカズマに、私はクスクスと笑った。

『そうね。龍わたしにも使えるとは思わなかったけど……』

「え？　じゃあ使えなかったら俺、落下死してない？」

『なんかできる気がしてたし、もしそうなっても、ちゃんと拾えば大丈夫でしょ』

「いや、急なヒモなしバンジーとか、勘弁してほしいんだけど……」

『あはは。さっきのお返しよ』

「滝登りのか？」

『「誰にも選ばれなかったら」って言ったことよ。……ねぇ、カズマ？』

　私は勇気を振り絞って、カズマに尋ねた。

『カズマは「契約の儀」に参加するんでしょ？　私を選んでくれないの？』

「………」

　私の問いかけに、カズマは口を引き結んだ。契約を結ぶということは私を伴侶に迎えるということだ。つまりこれは私からのプロポーズということでもある。すぐに返答がないのは真剣に考えてくれているからだろう。やがてゆっくりと口を開いた。

「俺は、ティアマト殿に招かれただけだ。ノートゥン竜騎士王国の人間じゃない」

『知ってる』

「俺と契約しても、竜騎士にはなれないぞ？」

『私だって普通の竜とは違うわ』

「それに俺は、ナデンに自分のことをなにも話していない。本名だって名乗っていない」

『え!?　カズマ・ソーヤって偽名だったの!?』

「ちなみに、国にはすでに四人の婚約者がいる」

『四人!?』

　そ、そうなんだ……でも、ノートゥン竜騎士王国だって一夫多妻制の国だ。

　竜が竜騎士と戦場まで共にする伴侶なら、残って家を守る伴侶も必要となる。だから婚約者がいること事態は問題ないのだけれど、でも、婚約者の段階で四人もいるというのは相当に身分の高い者でなければできないことだった。

　正妻との結婚後に側室を迎えるのとはわけが違う。

『カズマ……貴方あなた一体何者なの？』

「いまはまだ、言えない。契約のことも俺の一存だけでは決められない」

　私の問いかけに、カズマは絞り出すような声で言った。

　これは……断られたのかな。そんな風に思って胸を痛めていると、

「だから一度、俺の国に来てくれないか？」

　カズマはそんなことを言いだした。

「この龍の状態なら結構な速度を出せるだろう？　一度フリードニア王国に帰還して、国のみんなの意見を聞きたい。それから星竜連峰に戻っても、十分、契約の儀には間に合うはずだ。それじゃあ……ダメだろうか？」

　申し訳なさそうに言うカズマに、私は首を横に振った。

『……ううん。それでいいわ』

　それでカズマが契約してくれる可能性があるなら、王国だろうと帝国だろうと飛んでいってみせる。いまの私にはそれができる力があるのだから。

『それで、どこを目指せばいいの？』

　私の問いかけに、カズマは安あん堵どの表情を浮かべながら言った。

「それじゃあ、フリードニア王国の王都『パルナム』まで頼む」

『合点承知』

　そして私は東の空に向かって泳ぎだした。
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　フリードニア王国の王都『パルナム』。

　中心にある古風だけど立派なお城と都市部を彩るオレンジ屋根の街並み、それをぐるりと囲む円形の城壁と、どこかノスタルジックな気分にさせる都市だ。

　しかし、その裏側ではソーマによって衛生環境の改善や上下水道や交通網の整備などが行われ、レトロな見た目以上に効率的で暮らしやすい都市に造り替えられていた。まるで力を蓄え始めたフリードニア王国を象徴するかのような都市だ。

　そんな裏側では発展が著しいパルナムなのだが、時折奇妙な噂うわさが流れることがある。

　いわゆる『都市伝説』とでも呼ぶべきものだ。

　昨年は『動くマネキン人形』や『着ぐるみの冒険者』という噂が流れた。それらの噂は『動くマネキン人形』の出現報告が途絶え、『着ぐるみの冒険者』が「ああ、ムサシ坊や君のことね」と認知されるようになると自然と消えていった。

　しかし昨今、『動くマネキン人形』『着ぐるみの冒険者』に続く都市伝説が流れ始めていた。それが……。

『真夜中に空を進む黒い影』

　……というものだった。ある金物屋の主人Ａ氏は語る。

「その日はしこたま吞のんでたんであんまりハッキリとは憶おぼえてねぇんだが……酔っぱらって仰あお向むけになって空を見ていたら、なにかが上空を通過してったんだ。こう……黒くて、ウネウネとしてて、長かったような気がしたな」

　また、ある行商人Ｓ氏は言う。

「あんときは王城へ依頼された品物を納めた帰りやったなぁ。その日はよう晴れとって、お月さんもお星さんもハッキリ見えとってん。なのに、なんや急に周囲が暗くなったと思ったら、でっかい影が頭上を飛んどったんや。それがお月さんの光を遮っとったんやな。わてはビックリして腰抜かしてまったんやけど、その影が、王城の真上まで行くとフッと消えてもうたんや。なんや、悪いことの前触れやないとええんやけど……」

　……とそんな感じの目撃談が多数あり、魔物が襲来したのかと城下を一時期だが不安にさせた。しかし、この噂も王城から発信されるクリス・タキオンのニュース番組で、ことの真相を知らされると同時に落ち着きをみせた。この噂の元凶になった二人組は、のちにきっちりと保護者の方からのお説教を受けることになったという。
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　俺はいま、龍になったナデンの背中に乗り夜空を飛んでいた。星空の下、雲海を龍の背に乗って飛んでいるというファンタジックな状況に心が躍る。テンションが上がってきて思わず昔観みたアニメのオープニングを口ずさんでいた。

　ちなみに王国へと帰る途中に、俺たちはルナリア正教皇国の上空を通過した。

　俺のいた世界の人なら「領空侵犯か？」と思われるかもしれないけど、この世界には『制空権』という概念はあっても、『領空権』という概念はまだ存在しなかった。

　この世界にはまだ、飛竜ワイバーンなどで他国の高高度を通過すること自体を咎とがめる国際法は存在しないのだ。その理由は単純明快。取り締まれないからだ。

　たとえば飛竜ワイバーン一匹で領空内に侵入したとしても、この世界にはレーダー装置などの発見できる仕組みが存在しない。レーダー装置のような仕組みなしに、パトロールだけで領空すべてを監視することはできないのだ。

　そのため、空のパトロールは主要都市周辺に限られていた。

　これは、少数の空軍戦力だけで領国内に侵入し、都市上空から爆弾を落としたり、密偵を降ろそうとする行為を防ぐためのものだった。また地表近くを飛んだり編隊を組んで飛行すれば、地上からでもすぐに発見でき、取り締まることができる。

　つまり裏を返せば地表近くに降りず、編隊を組まず、都市の上空を飛ばなければ、他国の領空を通過することが可能なのだ。

　俺は以前にポンチョを他国に派遣して食材を集めさせたことがある。あのときはポンチョを地上に降ろすために、ちゃんと降下させる国に対して使者を派遣して話を通した。

　しかし、今回のように高高度の上空を単騎で通過する場合、他国に話を通す必要はない。もっとも、それは不測の事態が起こっても、他国は責任を負うことはないということでもある。撃墜されても文句は言えない状況なのだけど、ナデンは並の飛竜ワイバーンでは届かないような高高度を飛んでいるため、その心配もなかった。

　だから俺たちは星竜連峰からフリードニア王国まで、ルナリア正教皇国を突っ切る形で飛んで来たのだ。行きはのんびり旅行だったために一週間近くはかかった道のりを、ナデンは二、三時間程度で飛行していた。

『ねぇ、カズマ……本当に大丈夫なの？』

　王都パルナムが近づいてくるにつれて、ナデンが心配そうに尋ねてきた。

『王都パルナムってフリードニア王国の首都なんでしょ？　領内までならともかく、都市に近づいたら外交問題になって攻撃されちゃうんじゃない？』

　俺は安心させるようにそんなナデンの背中をポンポンと叩たたいた。

「大丈夫だよ。すでに話は通してあるから」

『話は通してあるって……ずっと空の上にいたのに？』

「説明するのが面倒なんだけど、まあ俺の魔法だと思ってくれ」

　留守中も書類仕事を行うために『コーボー・アーム１号』（付きのマネキン）に【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で残してきた意識の一つを使い、筆談で『一度帰還する。長くてウネウネしたのに乗って帰るけど驚かないように』と連絡を入れておいたのだ。見た目はものすごく不気味だけど、こうやって電報みたいに使えるのだから便利な代物だ。

『むしろなんで一国を相手に話を通せたのかが気になるんだけど……？』

　龍形態では表情は読めないけど、ナデンの声は訝いぶかしそうだった。

「それはまあ……俺はそういうことができる立場ってことさ」

『婚約者が四人もいるっていうし、カズマって只ただ者ものじゃないわよね？　もしかして王国でものすごく偉い立場だったりする？　大貴族とか』

「只者だよ。只者ではない立場に追いやられただけの、ね」

　含みを持たせるようにそう答えたとき、遠くにヒカリゴケの街灯に照らされたパルナムの街と、月明かりに照らされたパルナム城の影が見えてきた。

　たかだか半月程離れただけにもかかわらず、戻ってきたんだなぁ、と感じてしまうのは、すでにあの城が俺の帰る場所になっている証あかしだろう。

「ナデン、あの城の中庭に降りてくれ」

『城に!?　大丈夫なの!?』

「大丈夫だって」

　あそこは帰りを待っていてくれる人たちがいる場所だからな。







　ナデンは中空に浮いたまま俺を咥くわえ上げて中庭に降ろすと、自身もすぐに人の姿になって降り立った。王城の中庭はなかなかの広さがあったけど、さすがに龍状態のナデンが降りるにはキツキツだ。龍の姿のまま着地したら庭師が泣くことになるだろう。一応、飛竜ワイバーン用のヘリポートのようなものもあるんだけど、中庭のほうが城内に近いのだ。

　俺たちが中庭に降り立ったとき、中庭を警備していた衛士たちは信じられないものでも見たように硬直していたけど、すぐに敬礼をすると城内へと駆けていった。

　しばらくして、リーシア、ハクヤ、ジュナさん、ロロアの四人がやってきた。その中でロロアは俺の姿を見ると駆けだし、勢いそのまま飛び付いてきた。

「お帰り、ダーリン！」

「うおっ……た、ただいま」

　ロロアは華きや奢しやだし軽かったので、尻餅をつくような無様なことにはならなかったけど、勢いを殺すために、その場で一回転半くらい回った。ロロアは俺の腰に手を回したまま、まるで甘えるネコのように、俺の胸に自分の頰を擦り付けてきた。

「ダーリン。うち、淋さびしかってん」

「淋しいって、まだ一週間ぐらいだろう」

「顔見られんなら、一日も一年も一緒や。ジュナ姉だって落ち着きがなかったし、シア姉なんか平静を装ってても、眉間には皺しわが寄っとったで」

「「　ロロア（さん）!!　」」

　留守中の様子をばらされ、リーシアとジュナさんが揃そろって声を上げた。ロロアは笑いながら俺の陰に隠れた。ああ……なんとなくだけど、帰ってきたって感じがする。

「リーシアとジュナさんも、ただいま」

「あっ、おかえりなさいませ。陛下」

「おかえり。急に帰ってくるんだもん。ビックリしたわ」

　ジュナさんは姿勢を正して一礼し、リーシアは呆あきれたようにそう言った。

「急にって……いまから一度帰るって連絡は入れただろ？」

「それまでが長すぎなのよ。ソーマの身を案じたアイーシャから伝書クイがどれだけ届いたと思っているの？」

　……あっ、そういえば、アイーシャたちをあの村に置きっぱなしにしたままだった。ここに来るまでの間に拾ってくれば良かったかな。

「一応、星竜連峰のほうから事情は説明されてるって聞いたけど？」

「本人の口から無事を伝えないと意味がないでしょ。カルラからの手紙では、事情を説明に来た星竜連峰からの使者に斬りかかろうとしたって話よ？」

「なにそれ怖い……」

「カルラたちが必死で止めたらしいわ。まったくもう、危うく外交問題になるところだったじゃない。まあいきなりソーマを連れてった向こう側の非が大きいってことで、使者のほうが謝っていたみたいだけど」

「アイーシャ……俺のことになると見境なさすぎだろ」

　竜たちと全面戦争とか洒しや落れにならないぞ。もう少し自制してくれ。

「それだけ大事に思われてるってことでしょ？　次に会ったら埋め合わせをしてあげて」

「わかった……」

　俺は頷うなずくと、蚊帳の外で待っていたハクヤに声をかけた。

「留守中、変わったことはなかったか？」

「とくに目立ったことは。しいて言うなら帝国に行っていたピルトリー殿が、こちらの許可を受けた上で一時帰国したことくらいでしょうか」

「ピルトリーが？　なにかあったのか？」

　ピルトリー・サラセン。グラン・ケイオス帝国との連携を強化するため、駐帝国大使として派遣していた家臣だった。そのピルトリーが帰国しているということは帝国でなにかあったのだろうか。しかし、ハクヤは穏やかな表情のまま首を振った。

「なんでも帝国に連れていった奥方の一人が懐妊なさったとか。その奥方を人手がある実家に預けるために、一時的に帰国しただけです。奥方を預け、ピルトリー殿はすでに帝国へと戻られました」

「それは……めでたい話だな」

　子供ができての帰国か。悪いニュースじゃなくて良かった。

　たしかピルトリーは帝国に行くのに、自分と嫁さん二人とわずかな家臣しか連れていかなかったはずだ。不慣れな環境で産むよりは、実家に預けたほうがピルトリーとしても安心できるのだろう。ただ俺にはもう一つ気になることがあった。ハクヤの表情だ。いつもは冷静沈着な面持ちなのに、今日はなんだか少しだけ嬉うれしそうにも見えた。

「……ハクヤ、なにかいいことでもあったのか？」

「ん？　とくにはありませんが、なぜそのようなことを？」

「いや、少し浮ついているように見えたから」

「……そうでしょうか？」

　そう言うとハクヤはいつもの冷静沈着な面持ちに戻っていた。んー、気のせいだったのかな？　少し気になったけど……まあ不機嫌な顔をしているよりはいいだろう。

　ハクヤから留守中の細かい報告を受け終わると、引っ付いたままだったロロアが待ちかねたとばかりに話しかけてきた。

「で、ダーリン。その子がダーリンと契約したいっちゅう竜ドラゴンなん？」

　そう尋ねられて、ナデンをすっかり放置してしまっていたことを思い出した。

「いや、ドラゴンはドラゴンなんだけど……って、おいナデン!?」

　見るとナデンはポカンと口を開けたまま固まっていた。さながら負荷が掛かりすぎてフリーズしたパソコンのようだ。頭の中ではいろいろな情報が駆け回っているのだろうけど、感情が追いついていないせいで表情がさっきからまったく変化していない。

　俺はロロアを引き剝がすとナデンの顔の前で手を振った。

「お、おーい、ナデンさん？」

「カズマがソーマで、ソーマがヘーカで……ヘーカ・カズマ？」

「また変な偽名ができあがってる!?　おい、ナデン、しっかりしろ！」

「はっ!?」

　ナデンの肩を持って揺すりながら呼びかけると、ようやく我に返ったようだった。するとナデンは怒ったような顔で、いきなり俺の襟元につかみかかってきた。

「ちょっとカズマ！　ソーマとか陛下とか、どういうことなの!?」

「ソーマ……もしかしてその子になにも言ってなかったの？」

　リーシアにも呆れたように言われた。

「立場が立場だから名乗っていいものかどうかわからなかったんだよ。でも……そうだな。いい加減ちゃんと名乗ることにしよう。えーっと……ナデン？」

「う、うん」

「俺の本当の名前は相そう馬ま一かず也や。この国、フリードニア王国で国王をやっている」

「………」

　ナデンは目を見開いてまた固まってしまった。人は心底驚いたときは声も出ないものらしいけど、それは龍であっても一緒のようだ。

　いつまでも夜の中庭で喋しやべっていると風邪を引きそうなので、俺たちは場所を会議室に移した。円形のテーブルに着き、これまでの経緯をザックリ説明する。

　ティアマト殿に俺だけ先に星竜連峰へと呼び出されたこと。星竜連峰に『嵐』とやらが迫っているらしいこと。その対策のために俺とナデンを引き合わせたこと。ナデンは竜たちの中にいた、たった一頭の龍だということ。ナデンが俺と騎乗契約を結びたがっていることなど……とにかくすべてだ。

　リーシアたちは俺が星竜連峰に行ったあとのことを、ナデンは俺が星竜連峰へと赴く経緯を知らなかったので、結局、最初から最後までを説明する必要があったのだ。

　一通りの話を聞き終えたあと真っ先に口を開いたのはロロアだった。

「なんや、すべてマザードラゴンの手の平の上って感じやなぁ。ナデっちとの出会いからなにから、全部仕組まれとるような気がするわ」

「な、ナデっち？」

　いきなりあだ名を付けられてナデンが目を丸くしていた。

　まだ会って一時間も経たっていないのに、すでに友達のような扱いだ。相変わらず、ロロアの社交性はすごい。スルスルと相手の懐に入って距離を感じさせないからな。

「でも、星竜連峰のマザードラゴンといえば『縁結びの神様』としても有名よ？」

　リーシアがそう言ったけど、ロロアは肩をすくめた。

「それにしたってピンポイントすぎやない？　この大陸の人ならほとんどが、ドラゴンゆうたら翼のあるあの竜の姿を思い浮かべるやろ。ナデっちが龍っちゅう特別な存在やって気付けるんは、龍を知っとるダーリンくらいなもんや。そんなダーリンをちゃっかりナデっちのところに届けたんやから、なんや作為的なものを感じるわ」

「ロロア様の言うとおりでしょう」

　ハクヤもロロアの意見を支持した。

「加えて申し上げるならば、マザードラゴン……ティアマト殿は陛下の世界のことについてもある程度はご存じだったのではないでしょうか。ティアマト殿が陛下が龍の存在を知っていると確信していたのならば、それは陛下のおられた世界に龍という概念があることを知っていたということです」

「ティアマト殿は……俺のいた世界を知っていた？」

　俺が『地球』もしくは『日本』から来た人間だと知っていた？

　たしかに……そうだとすれば、俺が龍という存在や滝登りの伝承について知っていることを承知していたのだろう。だからナデンと引き合わせようとしたのか。

「ううん……そこまで思い至らなかった。もっと詳しく聞いておくべきだったなぁ」

「それも難しいかと。陛下の話を聞くかぎり、ティアマト殿にその『権限』とやらがないと言われてしまったら、結局なにも聞き出せないでしょう」

　ハクヤにそう言われて、それもそうかと納得した。人類側には極力干渉しないようにしているみたいだからな。その可能性は大きそうだ。すると今度はジュナさんがナデンの顔をジーッと見つめていた。ナデンはわずかに身を引いた。

「な、なに？　私の顔になにかついてる？」

「いえ、ナデンさんの鹿角が大おお母かか様さまのものに似ている気がしたので……」

「そうなの？」

「ええ。蛟こう龍りゆう族ぞくなのですがナデンさんのより小さい角が生えているんです」

　エクセルのことか。たしかに蛟こう龍りゆう族ぞくにも尻尾があり小さな鹿角が生えていて、人間形態のナデンに似ている。ただ、それについては俺に仮説があった。

「エクセルみたいな蛟こう龍りゆう族ぞくは蛟龍シー・サーペントの血を引いていると言われていますよね？　その蛟龍シー・サーペントというのが、ナデンみたいな龍だったんじゃないかと思うんです」

　たとえばジュナさんの実家であるドーマ家の祖先はローレライだと言われている。ローレライならば人の姿をしているため、その子孫と言われてもさほど違和感はない。

　しかし、蛟龍シー・サーペントの場合、形や大きさがあまりにも違うため、人と交配して蛟こう龍りゆう族ぞくのような子孫が誕生するのか（そもそも交配できるのか）どうか疑わしい部分があった。

　だけど、その蛟龍シー・サーペントがナデンのような龍だった場合、その疑問は氷解する。

「この世界の人は龍という存在を知らなかったんです。そしてナデンは大だい瀑ばく布ふを登り切れるぐらい泳ぎが達者です。そんな泳ぎが達者な龍を見て、この世界の人が蛟龍シー・サーペントだと思ったとしても不思議じゃないでしょう。そしてナデンがそうであるように、龍は人の姿になれたから蛟こう龍りゆう族ぞくのような子孫を残すことができた」

　俺の説明にジュナさんは合点がいったようにポンと手を叩たたいた。

「なるほど。蛟こう龍りゆう族ぞくは半竜人ドラゴニユートならぬ半龍人だったというわけですね」

「まあ、あくまでも仮説ですけどね」

「仮説でもしっくりきました。じゃあ私とナデンさんは遠い親戚みたいなものですね」

「えっ、そうなの？」

　ジュナさんに微笑ほほえみかけられてナデンの頰も緩みかけたけど、不意に視線がジュナさんの豊かな胸元にいった瞬間、その笑みが引き攣つった。そして自分のささやかな胸元と見比べて、『ズーン……』という効果音が見えるくらいに肩を落としていた。

「親戚なんて、絶対ウソよ……」

「なんやろな。この子とすごく仲良くなれる気がするわ」

　落ち込むナデンを見て、ロロアが共感したようにウンウンと頷いていた。理由は……なんとなく察することができたけど、やぶ蛇になりそうなのでそっとしておこう。

「ともかく、いま気になるのはティアマト殿が警戒していた『嵐』とやらだ。それはどうやら星竜連峰だけでなく、この国にも影響を及ぼしかねないものらしい」

　真面目な話に戻ったので、みんなの間に緊張感が戻った。

「その嵐を解決できる『鍵』がソーマだっていうのね？」

　リーシアに尋ねられて、俺は「ああ」と頷いた。

「地球のことを知っていたことを考えると、俺がべつの世界から召喚されたことが関係するんじゃないかな。そしてそんな俺の運び役として、ナデンが選ばれたらしい」

　ティアマト殿は『対処するための鍵である貴方あなたと、貴方を運べるあの子がいる』と言っていた。あの子がナデンだというのはもう間違いないだろう。疑問があるとすればなぜナデンでなければダメなのかということだ。リーシアも首を捻ひねった。

「漠然としてるわね。その『嵐』っていうのも自然のものじゃなさそうよね？」

「それは絶対にありえないわ」

　ナデンがそう力強く断言した。いやにハッキリと言い切ったな。

「私が龍状態のときのヒゲは、その場所の向こう一週間の天気がわかるくらい敏感なの。近いうちに嵐が来るなら感じ取れないはずがないわ」

「マジか!?　すごく便利だな！」

　ナデンがいれば天気予報が作れるじゃないか！

　クリス・タキオンのニュース番組に天気予報のコーナーを設けて、王国中に発信することができる。龍状態のナデンなら一日あれば国中を飛び回れるだろうし、そうやってザックリとでも週間天気予報が作れれば国民たちも大助かりだろう。

　これはもう、ナデンには王国に来てもらうしかないな！

「ソーマ……考えてることがわかりやすすぎよ」

　一人で興奮していたらリーシアに呆あきれたように言われた。どうやらおもいっきり顔に出ていたらしい。バツが悪くなったので一つ咳せき払ばらいをすると、話を本題に戻した。

「と、ともかく、その『嵐』とやらに対処するためにも、もう一度、星竜連峰に行かなければならないだろう」

「私としては、危ないことに首を突っ込んでほしくないわ」

　リーシアに心配そうな顔で言われたけど、そういうわけにもいかないだろう。

「ここで首を突っ込まないで、あとで災厄に見舞われるなら同じことだ。それに後回しにしていい問題かどうかもわからない。あのとき対処しておけば、ってあとで後悔するくらいなら、ティアマト殿から解決できるってお墨付きをもらっているうちに解決してしまったほうがいい」

「それは……そうかもしれないけど……」

　俺はなお不満そうにするリーシアの肩にポンと手を置いた。

「俺は普段、自分にできないことはできるヤツに任せている。そんな俺だからこそ、『自分にしかできないこと』があったら積極的にやらないと。国民に示しが付かない」

「……あーもう、わかったわよ」

　リーシアも渋々ながら納得してくれたようだ。俺は立ち上がるとナデンの座る席の後ろに立った。そして座るナデンの両肩に手を置きながら言った。

「この事態に対処するためにも、俺はナデンと竜騎士の契約を結びたいと思っている。それはつまり、ナデンを五番目の婚約者として迎えるということだ。ナデンは正妃ってガラじゃないし、なにかと自由の利く側妃として迎えることになるだろう」

　俺はとくにリーシア、ジュナさん、ロロアの顔を見ながら言った。

「だけど、俺を支えてくれたリーシアたちの気持ちを無視するつもりはない。不満があったら、いまのうちに言ってほしい」

「あ、あの……よろしく、お願いします」

　ナデンも立ち上がると、ペコリと頭を下げた。リーシアたち婚約者組はそれぞれ顔を見合わせていたけど、ロロアは苦笑すると真っ先に両手を上げた。

「うちは棄権するわ。第一正妃候補のシア姉に任せる」

「そうですね。私も側妃候補ですのでリーシア様の意見に従います」

　次いでジュナさんも、判断をリーシアに委ねた。

　第一正妃は正妃・側妃を束ねる立場にあるのだから、ある意味当然の結果か。二人に判断を任されたリーシアも、それはわかっているのか「はぁ……」と溜ため息いきを吐ついた。

「……ソーマに聞くわ。この子を……ナデンを妃きさきに迎えたいのね？」

「ああ」

「それは為政者としての判断？　それとも、ソーマ個人の感情？」

「……いまはまだ為政者としての部分が大きい」

　こういうことをナデンの前で言いたくないのだけど、取り繕ったとしてもリーシアにはお見通しだろう。だからいま、自分が思っていることを正直に言うことにした。

「為政者の意見としては、これほどの人材を手放したくない。星竜連峰と繫つながりができるし、契約することで初代勇者王の権威を継承できる。それに、ナデン自身の能力も魅力的だ。天気を知る力も、電気を操る力も、この国を大きく発展させるだろう。これほどの人材を他国にやりたくない。是非、我が国に欲しい」

「………」

　俺の言葉にナデンは少し切なそうにしていた。まるで便利な道具のように言っているのだから当然だろう。自分で言っておいてなんだけど、反へ吐どが出そうだ。だけど……国王としての俺の立場はこういうことを判断材料にしなければならない。

　リーシアもそれはわかっているので、ただコクリと頷うなずくだけだった。

「それじゃあソーマの個人的な感情としては？」

「好感は持っているけど……まだわからない。会ってまだ日が浅いしな」

「………」

　ナデンが俯うつむいてしまった。いや、そういう顔をさせたいわけじゃないんだ。俺は話をちゃんと最後まで聞いてほしくて、ナデンの肩をポンと叩きながら言った。

「でも、これから好きになっていけると思う」

「!?」

　ナデンがパッと顔を上げた。俺はそんなナデンに笑いかけた。

「ナデンにはこの世界の女性が誰しも持っている、家や、世継ぎを作る義務などの柵しがらみがない。こんな時代であっても、その気になれば自分の力だけで生きていける。そんな自由な気風が、故郷にいた女性たちを思い出させるんだ。ナデンの洞穴でのんびりと本を読んだり、一緒に簡易受信機を見たりしていたとき、前の世界での生活を思い出した。ナデンがそばにいれば、俺はかつての自分を見失わないで済む気がする」

　俺は真っ直すぐにリーシアの目を見ながら言った。

「それにナデンは生まれや能力こそ特異だけど、ものすっごく普通な女の子だ」

「ちょっとソーマ!?」

　普通と言われてナデンは抗議の声を上げたけど、べつに悪く言ったわけじゃない。

　泣いたり、笑ったり、コンプレックスに悩んだり、捻くれたり、恋したり……この時代で、これほど女の子らしい女の子というのはそうはいないだろう。

「その普通さが、俺には魅力的に感じられるんだ。だから……きっと好きになる」

「そう……」

　リーシアは瞳を伏せるとなにやら考える素振りを見せた。そして、しばらくして目を開けると、今度はナデンのほうを見た。

「ソーマの気持ちはわかったわ。次は……ナデン、貴女あなたの番」

「は、はい！」

　返事をするナデン。リーシアは頷くと俺のほうへと向き直った。

「ソーマ、これからナデンと二人っきりにしてもらえる？」

　二人きりって……えっ、ナデンだけ個人で面談するのか!?

「それは……」

「ロロア、ジュナさん。ソーマをお願い」

　リーシアがそう言うとロロアとジュナさんに両腕をガッチリとホールドされた。振りほどこうとしたけど、二人とも笑顔のまま決して放してはくれなかった。

「いや～未来の第一正妃様の命令やし、仕方あらへんなぁ」

「ふふ。そうですね。これは仕方ないことなんです」

　仕方ないとか言いつつ、なんか二人とも楽しんでないか!?

　助けを求めてハクヤのほうを見ると、

「ここからは家族のお話のようですので、私めは下がらせていただきます」

　……と、そそくさと退室していった。逃げられた!?

　するとリーシアはナデンの手を取り、歩きだした。

「それじゃあナデン。ここではなんだし、私の部屋に行きましょうか。あっ、でも、その前に……まずはお風呂かな？」

　リーシアは指でナデンの長い髪を梳すきながらそんなことを言いだした。

「えっ、お風呂？」

「癖毛になってるし、女の子なんだからちゃんとしないと。来て、洗ってあげる」

「えっ？　一緒に？　えっ？」

　目を白黒させているナデンを引き摺ずるようにして、リーシアは部屋から出ていった。俺は呼び止めようとしたのだけれど、ジュナさんとロロアにグッと引っ張られた。

「ダメですよ、陛下。こういうときは女の子同士のほうがいいんです」

「シア姉に任せとき。ナデっちのためにもダーリンはどっしり構えとき」

「ジュナさん、ロロア……」

　みんな、ナデンのことをしっかりと考えてくれていたんだ。内心は複雑かもしれないけど、受け入れようとしてくれていることがとても嬉うれしかった。

　ただロロアとジュナさんの笑顔には有無を言わせぬ〝すごみ〟が加わっていた。

「そんなことより、ダーリンには星竜連峰でナデっちとなにがあったのか、なんであんなに好かれてんのか、全部まるっとまとめて吐いてもらうで！」

「今日は寝かせませんので、覚悟してくださいね」

「……お手柔らかにお願いします」

　ごめん、ナデン。そっちはそっちで頑張ってくれ。




　◇　◇　◇




「どう、痒かゆいところとかはない？」

「だ、大丈夫……です」

　ナデンです。私はいま浴場で、リーシア様に髪を洗われていた。

　だ、誰か、この状況を説明して！







　心を落ち着けるためにも状況を少しだけ振り返ろう。

　私はカズマと竜騎士（私の場合、龍騎士？）としての契約を結んでもらうために、彼の住んでいるフリードニア王国に来たところ、カズマの本当の名前はソーマ・カズヤで、この国の王様（戴冠前なので暫定らしい）だという衝撃の事実を知ることになった。

　さすがにティアマト様のクリスタル・キャッスルほどではないものの、立派なパルナム城の中庭に降り立ち、衛兵たちに敬礼されながら王城の中へと案内されて、リーシア様をはじめとするカズマ……じゃなかった、ソーマの婚約者たち、つまりこの国の未来のお妃様たちに紹介されたときには、自分が何者なのかわからなくなりそうだった。

　そしてソーマは私を妃の一人として迎えたいと言ってくれた。

「あ、あの……よろしく、お願いします」

　かろうじてそんな言葉を絞り出しつつ頭を下げたけど、頭の中は大混乱状態だった。

　えっ、私、本当にこのままソーマに嫁いじゃっていいの？

　騎士様に嫁入りすることを夢見てたけど、ソーマは王様だよ？　そりゃあノートゥン竜騎士王国の王族に嫁入りした竜もいる。でもフリードニア王国といえば、いまでは帝国と肩を並べられるほどの大国だ。そこのお妃様になっちゃって本当にいいの？

　そんなことをグルグルと考えていると、

「ソーマの気持ちはわかったわ。次は……ナデン、貴女の番」

　婚約者の一人でソーマの第一正妃候補だというリーシア様に話しかけられた。

　プラチナブロンドが綺き麗れいな、赤く鮮やかな色の軍服を着たお姫様だ。十八くらいだと思うけど凜りんとした風格がある。私は背筋をピンとさせながら「は、はい！」と返事をした。

　リーシア様は私の顔をジーッと見て、なにやら頷くとソーマに言った。

「ソーマ、これからナデンと二人っきりにしてもらえる？」

　えっ、二人っきり？　第一正妃候補のリーシア様と私が？

　ど、どうしよう。前に読んだ恋愛小説みたいに、「この泥棒猫！」とか言われちゃうんだろうか。いや、私は龍だから「泥棒龍！」かな。でも龍ってどちらかというと守護者のイメージが……っていまはそんなことどうだっていいでしょ、私！

「それじゃあナデン。ここではなんだし、私の部屋に行きましょうか。あっ、でも、その前に……まずはお風呂かな？」

　リーシア様にそう言われ、私はあれよあれよという間に浴場へと誘いざなわれた。







　―――そして浴場いまにいたる。

　私はすっぽんぽん状態で、同じくすっぽんぽんなリーシア様に、髪の毛を洗われていた。リーシア様の白くきめ細こまやかな肌には同性の私でもドキドキしてしまう。女の子座りに座った私の後ろで、リーシア様は膝立ちになりながら、私の長い黒髪をワシャワシャと洗っている。青髪の女性ほどではないけど、女の子としてとっても綺麗な膨らみが後頭部に当たっていた。……うん、もう一度（心の中で）言うわ。
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（誰か、この状況を説明して！）

　この状況は一体なんなのだろう。未来のフリードニア王国第一正妃様に髪を洗われているこの状況は。私は振り返りながらリーシア様に恐る恐る尋ねた。

「あの、リーシア様？　私はなんで洗われてるんでしょうか……？」

「だって髪の毛パサパサだったし。ナデンは素材は良いんだから、もっと身だしなみに気を遣うべきね……って、私も最近までは気を遣うほうじゃなかったんだけど」

「は、はあ……」

　パイにも似たようなことを言われたっけ。するとリーシア様はクスッと笑った。

「あと、私のことはリーシアでいいわ」

「そんな、だって将来のこの国のお妃様じゃないですか」

「貴女だってそうなりに来たんでしょ？　ソーマは貴女の普通なところに惹ひかれたみたいだし、私にも友達みたいに接してくれたほうが嬉しいわ。さ、目を瞑つぶって」

「あっ……」

　そう言われて目を瞑ると、お湯をザバーッと掛けられた。頭に付いていた石せつ鹼けん泡が流されて、髪の毛がペッタリと肌に張り付く。私はぷるぷると頭を振った。

　そんな私の仕草を見て、リーシア様……リーシアは素敵な笑みを浮かべていた。

「そういう仕草はトモエみたいね」

「トモエ？」

「私の義妹よ。十一歳の妖よう狼ろう族で、とっても可愛かわいいの」

「そうなの？……会ってみたいかも」

「ソーマと結婚したらナデンにとっても妹分になるわ。仲良くしてあげて」

　そんな話をしながら私たちは湯船へと入った。円形の湯船は大きめで、女性三人くらいなら余裕で入れるくらいの広さがあった。緊張しながらお湯に浸つかっていると、

「ここはね、国王の家族専用のお風呂なの」

　向かいでお湯に浸かっていたリーシアがそう教えてくれた。

「よくアイーシャやジュナさん、ロロアやトモエと一緒に入ってるわ」

「家族……も、もしかして、ソーマとも一緒に入ったり？」

　ドキドキしながら尋ねると、リーシアは苦笑しながら首を横に振った。

「ソーマは『せっかく城内にでっかい浴場があるんだから、そっちに行きたい』って、衛兵たちが使っている大浴場に行ってるわ。人の少ない時間帯を見計らってね」

「そ、そうなんだ……」

「ナデンは、ソーマと一緒に入りたい？」

「ううん！　そういうのはまだ……恥ずかしいし……ブクブク」

　って、まだってなによ！　まだって！　自分で言っておいて恥ずかしすぎる！

　私は湯船に顔の半分を沈めた。リーシアはそんな私を見ながら微笑ほほえんだ。

「ナデンは……ソーマと竜騎士の契約をしたいと思っているのよね？　それはつまり、ソーマの妻になりたいという意味……」

「……うん」

「ナデンはどうしてソーマに嫁ぎたいと思ったの？」

　リーシアは真っ直すぐに私の目を見ていた。穏やかな表情ではあるけど、視線を逸そらすことなく、私という存在をしっかりと見定めようとしているようだった。気に入られるために体の良いことを言ったとしても、すぐに見抜かれてしまいそうだ。

　だから私は背筋を伸ばして正直な気持ちを答えた。

「ソーマが……私の知らない、私を教えてくれたから！」

　私は湯船から立ち上がると、真っ直ぐに私の思いの丈をぶつけることにした。

「私が龍という種類のドラゴンだって教えてくれた。私に飛び方を教えてくれた。私がずっと知りたかった、私という存在を教えてくれた。だから私は、私をわかってくれるソーマのそばにいたいの！　ソーマが乗るドラゴンになりたいの！」

「それはソーマの説明で聞いたわ。でも、その気持ちが自分のものだってハッキリと言い切れる？　ソーマをナデンのもとに差し向けたのはティアマト殿なのよね？」

　リーシアは静かにそう問いかけてきた。痛いところを的確に突いてくる。でも……ここで怯ひるんだら女が廃る。私は胸に手を当てて、その目を真っ直ぐに見返した。

「たしかに、私とソーマの出会いはティアマト様が仕組んだものかもしれない。でも、ソーマのそばにいたいっていうこの気持ちは、まぎれもなく私自身のものよ！」

「………」

　私の一世一代の告白に、リーシアは目を丸くしていた。逆にリーシアに問いかけた。

「それとも……誰かに仕組まれて始まった恋は恋じゃないっていうの？」

　悲しい気持ちになりながらそう尋ねると、リーシアは上半身を前に倒して頭をザブンと湯船の中に沈めた。そのままブクブクと泡だけが浮かんできた。お湯の中に沈んだまま、十秒くらいが経過しただろうか。さすがに心配になったので声を掛けた。

「あ、あの……リーシア？」

「ぷはっ」

　ザバンと音を立てて、リーシアが顔を上げた。な、なんなの!?　私が湯船に腰を下ろすと、リーシアは髪に付いたお湯を払いながらポリポリと頰を搔かいた。

「ごめんね。ナデンの告白にちょっと恥ずかしくなっちゃって」

「なっ、リーシアが言わせたんでしょうが!!」

「だからごめんねってば。でも、さっきの返しは見事だったわ。誰かに仕組まれて始まった恋は恋じゃないのかって……それを言われちゃったら私もそうだし、他のみんなもぐうの音も出ないわ。だって、出会いを仕組まれたのは私たちも一緒だもん」

　そう言うとリーシアは、なにかを懐かしむかのような表情で微笑んだ。

「私とソーマの婚約は親に勝手に決められたものだったわ。先代の国王だった父上は王位をソーマに譲ったとき、権威付けとして私との婚約を発表したの。あまりにいきなりの決定だったから当初は頭に来て、父上のもとに怒鳴り込みに行ったくらいよ」

「そ、そうなの？」

　ソーマとリーシアの出会いがそんな形であったというのは意外だった。さっき見たときの二人はすごく信頼し合っているように見えたのに。

「私だけじゃないわ。あの場にはいなかったけど、ダークエルフで第二正妃候補のアイーシャは故郷の状況をなんとかしてほしくて、ソーマに直じか談だん判ぱんしに来たのが出会いよ。青髪のジュナさんはソーマに国王の資質があるかどうかを測るために、現国防軍総大将エクセルの送り込んだ密偵だったわ。商人スラングのロロアなんか元敵国のお姫様よ？　貧困や食料難に苦しんでいた自国民を、ソーマに押し付けるために嫁いできたんだから」

「………」

　絶句してしまった。いまの話が本当なら、ソーマと普通の出会いをして恋に落ちた婚約者って一人もいないことになる。いや、恋愛小説を読んでるから、人の恋愛には家同士の柵しがらみみたいなものがあるのは知っていたし、騎士との結婚がほぼ決まっている竜族の恋愛観も大概だとは思うけど……それにしても、ねぇ？

「それで……リーシアたちに不満はないの？」

　そう尋ねるとリーシアはクスリと笑った。

「誰かに仕組まれた恋は恋じゃないのか、って言ったのはナデンでしょ？　出会いがどうであったとしても、大事なのは出会ってからどんな時間を共有したかよ」

　リーシアは私の隣に移動してきた。いま、私とリーシアは肩と肩が触れ合う距離で並んで湯船に浸かっている。するとリーシアは優しい目をしながら言った。

「本当はね。ちょっと心配だったの」

「心配？」

「私たちはこれまで、ソーマといろんなことを乗り越えてきたわ。この国の立て直しだったり、アミドニアとの戦争だったり、その戦後処理だったりね。そんな艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えたからこそ私たちの結束は堅いわ。それこそ、家族みたいにね」

　家族……。リーシアは話を続けた。

「だからナデンがその輪の中に入ってきてくれるかどうか、家族みたいな空気に馴な染じめるかどうか……それが心配だったのよ。ソーマは、私たちの家族みたいな空気を大事にしてるわ。もとの世界で唯一の肉親だったお祖じ父いさん・お祖ば母あさんが亡くなられ、孤独を知ったソーマが、やっと手にした家族だからよ」

「………」

　ぐうの音も出なかった。私は自分の気持ちをまず第一に考えていた。だけどリーシアはソーマや家族のことを考えていたのだ。ソーマが信頼しているのもわかる。

（これが……第一正妃となる者の覚悟なのね）

　言葉が出てこない私を気遣うように、リーシアは穏やかな口調で言った。

「もしナデンがこの空気に馴染めないようなら契約に反対するつもりだった。家族になれないなら、ソーマも私たちも、ナデン自身もきっと幸せにはなれないわ。私はそれを見極めたくて二人っきりにしてもらったの」

　リーシアは振り向くと真っ直ぐ私の目を見ていた。

「それでナデン。貴女あなたはこの空気に馴染めそう？　ソーマだけでなく、私たちのことも家族って思える？　そう思えるなら……私たちは貴女を歓迎するわ」

　リーシアにそう尋ねられて、私は自分の気持ちに目を向けた。いまはまだ、リーシアのような覚悟を持ててはいない。だけど……それはいまの時点では、だ。

「家族、っていうのは、よくわからないわ。竜族は騎士と契約したらその血族を命懸けで守るけど、それまでは家族というものを持たない種族だから」

「そう……」

「でも、だからこそ、一人の淋さびしさは知ってる。私は龍で、竜たちの間でもとくに孤立気味だったから、友達のありがたさも、自分を理解してくれる存在に出会えた嬉うれしさも、誰かにそばにいてほしいと思うソーマの気持ちもわかる。だから……」

　私は立ち上がるとリーシアに向かって頭を下げた。

「私を、家族の一員にしてください」

　ギュッと目を瞑ってリーシアの返事を待っていると、膝の上に置いていた私の手に、なにかが触れた。目を開けるとリーシアが私の手を取っていた。そして手と手を重ねたままリーシアも立ち上がると、私に向かってニッコリと微笑んだ。

「ナデン・デラール。私はソーマの第一正妃候補として、貴女を歓迎します。よくぞこの国に、ソーマのもとに来てくれました」

「リーシア……」

「ふふ、この構図だとまるで、私とナデンが結婚するみたいね」

「あはは、そうかも」

　素っ裸で手を取り合っている私たち。どんな構図だ。

「あっ、でも、この場にいなかったアイーシャの了解はちゃんともらうのよ？」

「うっ……が、頑張る」

「まあ、アイーシャならソーマがお願いすれば大丈夫でしょうけどね」

　そう言うとリーシアは「う～ん……」と大きく伸びをした。

「さて、なんだかのぼせてきちゃったし、そろそろ上がりましょうか」

「うん」

「そうだナデン。私の部屋に行ったら、ちょっと手伝ってほしいことがあるんだけど」

「手伝ってほしいこと？」

　なんだろう。リーシアは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。




　◇　◇　◇




「ふあ～……」

　翌朝。俺は政務室でハクヤから『せっかくいるんですから、重要書類に目を通してください』と渡された書類に目を通していたんだけど……すごく眠い。

　昨夜はロロアとジュナさんからナデンとのことを根掘り葉掘り聞かれたので、若干、寝不足気味だった。でもまあ、いまのうちにできることはやっておくべきか。

　今日中に、俺とナデンは星竜連峰へと戻ることになっている。

　リーシアたちにナデンのことを報告できたし、ティアマト殿の言っていた嵐のことも気になるからだ。その途中でアイーシャたちも拾っていく予定だ。

　すると部屋の扉が叩たたかれてリーシアとナデンが入ってきた。

　部屋に入ってきたナデンの姿を見て、俺は「へえ……」と感嘆の声を漏らした。俺にジロジロと見られて、ナデンは頰を染めながら睨にらんできた。

「な、なによ……」

「いや、すごく綺き麗れいになったなぁと思ってさ」

「き、綺麗!?」

　ナデンは素材はかなり良いと思っていたのだけれど、身支度に無頓着で癖っ毛などがそのままになっていたので、そのポテンシャルがよくわからなかった。

　だけど、いまのナデンはサラサラの長い黒髪をストレートに下ろしていて、大和やまと撫なでし子このような清せい楚そな感じの美少女になっていた。あのあとリーシアとお風呂に入っていたみたいだし、しっかりと洗われたのだろう。

「うん。すごく可愛かわいいと思う」

「あう……その……ありがとう」

　ナデンは顔を真っ赤にしながら絞り出すようにそう言った。そんな仕草も初々しくて可愛かった。……うん、ナデンのほうはいいんだ。ナデンのほうは。

　俺はこめかみを押さえながら、問題のもう一人のほうを見た。

「リーシア……なんなんだよ、その格好は？」

「似合ってない？」

　リーシアはくるりと回って、自分の出いで立たちを見せてきた。

「似合っているかと聞かれたら大変良く似合っているとは思うけども！　俺が聞きたいのはなんでそんな格好をしているのかってこと」

　いまのリーシアはシャツやズボンなどの上から胸甲などを装備していて、いわゆる『冒険者風』の格好をしていた。この格好ならばユノやディズのパーティーに交じっていても違和感はないだろう。背後にはなにやら荷物のような物も見える。

　どう見ても旅支度だ。あからさまに付いてくる気満々じゃないか。

「……リーシアは城に残ってくれって言っただろう？」

「『長い間、トップとナンバー２が国を空けるわけにはいかないから』って話だったじゃない。ナデンに聞いたら星竜連峰からここまで二時間くらいで来られたんでしょ？　いざというときすぐに戻れるなら、私が留守番してる理由もないでしょ？」

「それは……そうかもしれないけど……」

「あああああ!!」

　部屋に入ってきたロロアが、リーシアの格好を見るなり声を上げた。

「シア姉、ずるいわ！　付いてく気満々やん！」

「……抜け駆けは感心しません。リーシア様」

　ロロアに次いで入ってきたジュナさんも不平を言った。

　そんな二人に謝るように、リーシアはポンと手を合わせた。

「アイーシャの説得もあるし、今回は私に行かせて。ナデンも旅先とここを往復するって言ってくれてるし、ロロアとジュナさんは次の機会でもいいでしょう？」

「むぅ……まあ、そういうことなら」

「仕方ありませんね……」

　二人も納得しちゃったの!?　えっ、マジで付いてくるの？

「さあ、ソーマ。ナデンをもらいに星竜連峰に行きましょう！」

「………」

　二人の了承を得られたことで、リーシアは満面の笑みで俺に言った。本当にこれでいいのだろうか。頭を抱える俺の肩を、ナデンがポンポンと叩いて慰めた。
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　フリードニア王国北西部に『嘆きの平原』と後年呼ばれる場所がある。

　なんでも、かつてその地にいた美しき娘が、帰らぬ恋人を思って涙を流し、その溢あふれて止まらぬ涙が池を作ったことに由来するのだとか。実際にその『嘆きの平原』には池があり、農家の人たちが農業用の溜ため池いけとして利用している。そんなドラマチックな悲恋の伝説に、この地を訪れる年ごろの乙女たちは胸をときめかせているという。

　しかし、その伝説の真相を知っている者たちは苦笑いするしかなかった。




　◇　◇　◇




「うわぁ～」

　ゴンドラの窓から外の景色を見ながらリーシアが感嘆の声を漏らしていた。

　いま、俺たちは空の上にいた。俺はナデンの背中に乗れるけど、リーシアは乗ったとしても龍の加護は働かないので、風圧や冷気をもろに受けてしまう。そのため俺とリーシアは飛竜ワイバーン用のゴンドラに入り、龍状態になったナデンに持って運んでもらっていたのだ。

　ナデンが空を泳ぐ速度は飛竜ワイバーンなどよりはるかに速い。高速で流れていく景色を見て、リーシアは少し興奮気味に言った。

「見て、ソーマ。飛竜ワイバーンよりずっと速いわ」

「ぐはっ！」

「ちょっと、どうしたのよ!?　急に胸を押さえだして」

「いや……俺もレトロなネタとしてしか知らないんだけど、リーシアの口から聞くとものすごくショックだったんだ……」

「だから、なんで!?」

　うん、この切ない気持ちは絶対に理解されないし、理解する必要もないことだ。俺はわけがわからないといった顔のリーシアの肩をそっと抱き寄せた。

「頼むから、俺のそばにいてほしい」

「なにを心配しているのかよくわからないけど……当たり前でしょ」

　リーシアもコテンと、頭を俺の肩に乗せてきた。

「私たちは……ずっと一緒なんだから」

「リーシア……」

『こおおおおおおおおおおらあああああああああああ!!』

　二人で良い雰囲気になっていると、頭の上から雄お叫たけびのような怒声が降ってきた。

『人に運ばせといて、なに自分たちはイチャイチャしてんのよ！』

「ああ、悪い。つい……」

『ついってなによ！　だいたい、ソーマは私の背中に乗ったっていいじゃない！』

「それだと三人で会話できなくなるしなぁ」

　龍状態のナデンはテレパシーのようなもので会話しているので、ゴンドラの壁や風切り音にも関係なく会話できるけど、俺がナデンの背中に乗ってしまうと、ゴンドラの中のリーシアと会話できなくなるのだ。するとリーシアが俺に耳打ちしてきた。

（「ソーマ、ナデンの反応がカワイイからってわざとやってない？」）

（「うん。まあ、少しは」）

（「ソーマも大概、イイ性格になってきたわよね？」）

（「そりゃあ一筋縄ではいかない女性陣に囲まれて鍛えられてるからな」）

（「……それって私も入ってるの？」）

『だからっ、二人だけで会話しないで……って……？』

　ナデンの文句が途中で止まった。どうしたんだろうと思っていると、

『ねぇ、二人とも、ちょっと地上のほうを見てくれる？』

　ナデンが急にそんなことを言いだした。ゴンドラの窓を開けて、リーシアと吹き込んでくる風に怯ひるみながらも地上のほうを見てみると……。

「「　なっ!?　」」

　見下ろした原っぱにボッコンボッコンと大穴が空いていた。大小様々なクレーターができてしまっている。ここだけ流星群でも降ったのかというような光景だった。

「まるで飛竜ワイバーンの編隊が爆撃したあとみたい……」

　リーシアがポツリと呟つぶやいた。

「爆撃!?　ハクヤからはなんの報告も受けていないぞ!?」

「って、ソーマ！　ここってアイーシャたちが待っている村のすぐそばよね!?」

「っ！　急ごう。ナデン、頼む！」

『合点承知！』

　ナデンはアイーシャたちが待つ村へと急降下していった。







　村の近くに降ろしてもらい、ナデンに人間形態になってもらってから、俺たちはアイーシャたちを待たせている村の入り口をくぐった。ボコボコだった原っぱとは違い、村の中は以前に来たときと比べても変わった様子は見受けられなかった。

　じゃあさっきの大穴はなんだったんだろう。そんなことを思っていると、

　ダダダダダダ……

　と、なにやら地面を踏みならす音が聞こえてきた。すると、

「陛下あああああああ!!」

　向こうのほうからアイーシャが、ものすごい勢いでこっちに駆けてくるのが見えた。

　その勢いはまるで暴れ馬か野生のサイのようで、近づいてくるにつれて本能が警鐘を鳴らしていた。あれはマズイ。俺は踵きびすを返そうとしたのだけれど……。

「陛下ああ!!　ようやく捕まえましたああ!!」

「ぐはっ！」

「「　ソーマ!?　」」

　背中を向ける間もなく急接近され、俺は身体からだの横側から抱きつきタックルを喰くらうことになった。まるで小型乗用車にはねられたかのような衝撃だった。

　……これ、大丈夫か？　俺のアバラ、二本くらい折れてないか？

　しかし、地獄はまだまだ続く。

「なんで急にいなくなったんですか！　私を置いていくなんて酷ひどいです！　ずっとおそばに置いてくださいよ～！」

　アイーシャは泣きながら、俺の身体にギュウッと抱きついた。言っていることは可愛いし、見た目は甘える女の子そのものなのだけれど、そこは我が国随一の武勇を誇るアイーシャだ。その膂りよ力りよくでギュウッとされるだけで全身の骨が軋きしんだ。

「アイーシャ！　これ、もうハグじゃない！　熊式鯖折りベアハツグだから！」

「ううううう、陛下ああああああ（さらにギュウッ）」

「ギヴギヴギヴギヴギヴギヴ！」

　タップしたけど、アイーシャは全然やめてくれなかった。そんな俺たちの様子を見かねたのか、リーシアが溜ため息いき交じりにナデンに言った。

「……ナデン。やっちゃってくれる？」

「いいの？　いまの状態だと、ソーマも巻き込んじゃうけど？」

「自業自得なところもあるし、許可するわ」

「……合点承知」

　するとナデンは俺たちに指先を向けた。えっ、なにする気!?

「大丈夫、威力はちゃんと調整できるから」

「いやいや、そういう問題じゃ……」

「えいっ（バチッ！）」

「「　ひぎゃっ!!　」」

　ナデンの電気ショックを喰らい、俺とアイーシャは揃そろって仰あお向むけに倒れた。

　ようやく熊式鯖折りからは解放されたものの、助けるならもっと穏便に助けてほしかった。まったく……ドンッときて、ギュウッとされて、ミシミシってなって、最後はバチッ。擬音だらけで伝わりにくいとは思うけど、この数分間で俺はもう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。







「義あ兄に様さま！　ご無事で良かったです！」

　アイーシャたちが泊まっていた宿屋に着くと、トモエちゃんが花の咲くような笑顔で迎えてくれた。俺はそんなトモエちゃんの頭を優しく撫なでた。

「心配かけてごめんね。他のみんなは？」

　するとトモエちゃんは「それが……」と言いながら後ろのほうを見た。

　その視線の先を追うと、一つのテーブルに突っ伏しているハル、カエデ、カルラの姿があった。三人とも「燃え尽きたぜ、真っ白にな」って感じに、精も根も尽き果てた顔をしている。着ている服も心なしかボロボロになっているようだ。

「な、なにがあったんだ……？」

「お三方とも……すごく頑張ったんです」

　トモエちゃんが遠い目をしながら俺がいなくなってからのことを語ってくれた。




　◇　◇　◇




　―――話は数日前に遡る。




「陛下ぁ……陛下あああああああああ!!」

「うおっ!?　危ねぇ！」

　アイーシャが泣きながら振るった大剣を、ハルバートはすんでのところでかわした。

　空を切ったアイーシャの大剣はそのままドガッと地面へと叩たたき付けられ、半径五メートルくらいの凹へこみを作った。その威力にハルバートは頰を引き攣つらせた。

「あ、当たったら即死クラスだぞ。これって、訓練じゃなかったのか？」

「気を引き締めてください。これはもう、実戦です」

　ハルバートの隣に立ったカルラが、剣を構えながらそう言った。ハルバートも愛用の短たん槍そうを両手に構えながら、「ああもう、どうしてこうなった……」と溜息を吐ついた。

「まったく……恨むぜ、ソーマ」

「ご主人を恨むのは筋違いだが……気持ちはわからないでもない」

「まったくです」

　二人の後ろで、地面に両手を突いていたカエデも同意した。

「ソーマ陛下には、特別手当を出してほしいところなのです……よっ」

　ボゴッ、ボゴンッ

　カエデが両手に力を込めると、アイーシャの周囲の地面が隆起して土壁を造り、アイーシャのことを取り囲んだ。これで拘束できたか、と思ったのだが……。

「陛下っ……なんで……なんで……」

　アイーシャは涙ぐみながら囲む土壁に何度も何度も大剣を振るった。

　数秒後には、無造作に山積みにされた積み木ブロックが崩れるように、バラバラと土壁が崩れだした。よく見れば、土は煉れん瓦がぐらいの大きさに裁断されている。固い岩も、軟らかい土も同じような形に切り出している。怖おそろしいほどの膂力と切れ味がないとできないことだろう。そんな光景を見ている三人は頰を引き攣らせていた。

「俺、自分では結構強いつもりだったんだけどなぁ……」

「武人としての自信を失いそうだ。いや、いまは侍従メイドなんだけど」

「敵軍の中にアイーシャ殿を単身放り込む戦略を、本気で検討したくなりました」

　ドン引きの三人の心中など知らず、アイーシャは泣きわめいていた。

「陛下ぁ！　どうして、どうして私を置いて、行ってしまわれたのですかぁ～！」

「「「　なんかソーマ／ご主人／陛下が死んだみたいになってる!?　」」」

「陛下に置いていかれたら、私はこれから、どうすればいいんですか～！」

「「「　いや、ソーマ／ご主人／陛下は死んでないから!!　」」」

　三人が声を揃えてツッコミを入れたけど、アイーシャには聞こえていないようだ。

　なぜ、アイーシャとこの三人が戦っているのかといえば、それは一昨日、ソーマが一人で星竜連峰へと向かってしまったことに端を発する。星竜連峰側に退のっ引ぴきならない事情があったとはいえ、ソーマをいきなり連れ去られてしまい、第二正妃候補でありながらソーマの護衛を自認しているアイーシャは酷く狼ろう狽ばいしていた。

　そして、ソーマを連れていった事情を説明するために、聖母竜マザードラゴンティアマトに仕える巫み女こ竜が彼女たちの前に派遣されてくると、アイーシャは据わった目でその使者に摑つかみかかろうとした。その場はなんとかカルラとハルバートが取り押さえたので事なきを得た。

　今回の件は星竜連峰側に非礼があったため巫女竜が平謝りしていたが、一歩間違えば外交問題に発展しかねない事態だった。

　それに、事情を説明されてからもアイーシャは気落ちしたままだった。

　ソーマのことが心配で心配で堪たまらず、心ここにあらずといった感じだった。

　そんなアイーシャを心配したトモエがカエデに相談したところ、気晴らしに訓練でもしようということになったのだ。……そう、最初は訓練のはずだった。

「うぅ……陛下ぁ……」

　しかし、蓋を開けてみればアイーシャの憂さ晴らし無双になっていた。

　もとからアイーシャの武勇が抜群であることは知られていたが、どうやらそれでもいろいろとセーブしていたらしい。いまは感情のたがが外れ、実力をセーブする機能も外れた状態であり、手加減なしで振るわれる武力に地面はボコボコに抉えぐられ、訓練相手のハルバート、カエデ、カルラの三人はボロボロでヘトヘトの状態だった。

　子供のように泣くアイーシャを見て、カルラは乾いた笑みを浮かべた。

「あそこまで想おもわれているのなら、ご主人も幸せでしょう」

「愛が重いわ。一撃的な意味で」

　ハルバートが肩をグルグルと回して身体をほぐしながら言った。

「っていうか、援軍は来ないのか？　王城に伝書クイは飛ばしたんだろ？」

「ここら一帯に非常線を張って、一般人を近づかせないようにするのが精一杯のようです。あとは現場でどうにかしろということなのでしょう。未来の第二正妃の醜態となりかねない現場に、事情を知らない者を近づけるわけにはいきませんから」

　カエデにそう言われ、ハルバートはガックリと肩を落とした。

「簡単に言ってくれるぜ。現場の苦労も知らずによぉ」

「泣き言を言っても仕方あるまい。いまは目の前の相手に集中するのだ、ハルバート殿」

　同じようにボロボロではあるものの、なぜかカルラは活いき活きとしていた。

「お前……なんでそんなに元気なんだ？」

「久々に武人としての血が滾たぎっているのだ。最近は侍従メイド仕事ばかりで、自分が元軍人だったことを忘れそうになるからな。なぁに、この程度の苦難、『ミス・ドラン』（フリードニア王国で絶賛放送中の特撮番組『超人シルバン』に登場する悪の女幹部）のセクシー・コスチューム（ドＳ侍従メイド長ちようセリィナ考案）を着て、玉音放送の宝珠の前に立たされる羞恥に比べれば、どうということはない！」

「……お前も、苦労しているんだな」

　つい最近まで、ソーマが発案した部隊『竜挺兵ドラトルーパー』の一員として、飛竜ワイバーンからの降下訓練をやらされていたハルバートは、同じように上司に振り回される者として、同情を禁じ得なかった。そんな二人を見て、カエデはやれやれと肩をすくめた。

「二人とも、アホな会話はそこまでなのです」

「アホって言うなよ！　俺たちにとっちゃあ重大なことなんだぞ!?」

「いまはそんなことを言っている場合ではないと言っているのですよ！　気を抜いたら……やられるのですよ」

「あーもう、まったくよぉ！」

　カエデに注意され、ハルバートは大剣を構えるアイーシャを見た。

「仕方ねぇ、やってやらあああ!!」

　ハルバートとカルラは、地面を蹴って、アイーシャに向かって吶とつ喊かんしていった。




　―――ハルバートたちの戦いはこれからだった。




　◇　◇　◇




「……そして、いまにいたります」

「ハルたちがこんなになるまでって、どんだけ暴れたんだよ！」

「一応、この村の人たちに迷惑が掛からないように、近くの野原に誘導して戦ったみたいなんですけど、戦争みたいな音がドッカンドッカンと聞こえて怖かったです」

「あの地面のくぼみを作ったの、アイーシャかよ！」

　思わずアイーシャのほうを見ながらツッコミをいれると、アイーシャはそっぽを向いて聞こえないふりをしていた。アイーシャが全力で暴れると地形まで変わるのかよ。忠犬っぽいとは思っていたけど、ここまでくると最終兵器リーサル・ウエポンだな。

　あとで王城に連絡を入れて、陥没した地面の埋め戻しを頼んでおこう。

　とりあえずハルたちの回復を待って、俺たちはアイーシャたちが泊まっていた四人部屋に移動すると、ナデンにみんなを紹介した。

「彼女はナデン・デラール。俺と契約することになった星竜連峰の龍だ。龍との契約は結婚を前提としたものなので、今後は俺の第二側妃となる予定だ。ナデン、このダークエルフの女戦士が、俺の第二正妃候補のアイーシャ。この妖よう狼ろう族の女の子が義妹いもうとのトモエちゃん。残る三人は配下で、ハルバート、カエデ、カルラだ」

　カルラは身分的には奴隷だけど、そこらへんの事情を説明すると長くなるので配下ってことでいいだろう。ナデンはみんなに向かってペコリと頭を下げた。

「ナデンです。よろしくお願いします」

「おー、ナデン殿ですか。同じ妃きさきとして陛下を盛り立てましょう」

　アイーシャはフレンドリーな様子でナデンと握手を交わした。……あれ？

「てっきり、アイーシャは反対すると思ったんだけど……？」

「ん？　なぜですか？」

「いや、だって、星竜連峰の使者に斬りかかろうとしたんだろ？」

「それは陛下を勝手に連れていってしまったからです！」

　アイーシャはフンスと鼻を鳴らしながら力説した。

「陛下を私の前から連れ去ったから、星竜連峰に怒りを向けたんです。ですがナデン殿は陛下を私の前に連れてきてくれました。感謝こそすれ、怒る理由はありますまい」

「基準がよくわからないんだけど……」

「食べ物を盗とる人は悪い人です。食べ物をくれる人は良い人です」

「単純だった!?　ってか、俺は食べ物扱いか！」

　まあアイーシャの食べることへの執念を考えると、それだけ愛されてるってことだし悪い気はしないか。第二正妃候補がどんどんワンコ化してるのは気になるけど。

「じゃあ……その食べ物を、独り占めしたいとは思わないの？」

　リーシアがアイーシャにそう尋ねた。リーシアもなにを聞いてるの!?

　しかし、アイーシャはキョトンとした顔で小首を傾かしげていた。

「ん？　独り占めするより、家族みんなで食べたほうが美お味いしくないですか？」

「……あははっ、アイーシャがそういう人で良かったわ」

「？？？」

　微笑ほほえむリーシアと、頭に『？』マークを浮かべるアイーシャ。

　和やかな空気を醸し出しているところ悪いんだけど、みんなの食べ物扱いされて、俺は若干背筋が寒くなったんだけど。……まあ、険悪なムードになるよりはいいか。

　そんなことを思っている横では、トモエちゃんがナデンに挨拶していた。

「義あ兄に様さま・義ね姉え様さまの義妹で、トモエです。よろしくお願いします、ナデンさん」

「よろしく。リーシアが言っていたとおり、可愛かわいくてしっかりしてるのね」

「えへへ、そうでしょうか」

「うん。こんな可愛い妹分ができるなんて、なんか得した気分！」

「ひゃっ、くすぐったいですよ～」

　ナデンがトモエちゃんに抱きついていた。ナデンも小柄だけど、十一歳のトモエちゃんよりは一回り以上大きいので、腕の中にスッポリ収まっていた。

　さて、そんなこんなでそれぞれの自己紹介が終わったところで、俺は留守番チームにこれまでの経緯を説明した。ティアマト殿が俺を呼んだ理由や、彼女（？）が警戒していた嵐について。それとナデンが龍という特別な存在であることなどもだ。

「さすが陛下、どこへ行っても希少な人材を嗅ぎ当てますなぁ！」

　アイーシャが妙な部分で感心していた。俺はトリュフを探すブタかなにかか……。ともかく、一通りの話を聞き終えた後で、まず手を挙げたのはカルラだった。

「リーシアが来られるようになったのはわかりましたが、星竜連峰に招待された付き添いは五名まででしたよね？　このままでは一人余るのではないですか？」

「ああ……そのことなんだけど、トモエちゃんはこの村に置いていこうと思う」

「えっ……」

　置いていかれると聞かされてトモエちゃんは呆ぼう然ぜんとしていた。急に遠足の雨天中止を聞かされた子供のような顔に罪悪感で胸が痛んだけど、やはり彼女の安全が第一だ。

「星竜連峰の『嵐』という不確定要素がある以上、トモエちゃんを連れていくわけにはいかない。情けないけど、俺も護まもってもらう立場だからな。いざというとき、俺とトモエちゃんの両方は護れないかもしれない。俺はなにかあるわけにはいかない立場だし、かといってトモエちゃんになにかあっても、俺は平静でいられないだろう」

「……わかりました。ここで義あ兄に様さまたちの帰りを待っています」

　聞き分けのいいトモエちゃんはそう言ったけど、ペタンと垂れ下がった狼おおかみ耳や尻尾が彼女のガッカリとした心境を如実に表していた。俺はトモエちゃんの頭を撫なでた。

「星竜連峰の件が片付いても、王城に舞い込む婚約申し込みが落ち着くまでは旅を続けるつもりだ。星竜連峰以外の国にも行ってみるつもりだし、そっちには必ず連れていくから待っていてほしい。約束する」

「はい……義あ兄に様さま」

　約束の証あかしに指切りげんまんをしたら、トモエちゃんの耳と尻尾は少しだけ上向いた。そんなトモエちゃんの様子にみんながホッとしていると、リーシアが尋ねた。

「ソーマの言うことはわかるけど、トモエだけこの村に残すの？　ちょっと心配ね」

「大丈夫。姿は見せてないけど、この村には『黒猫』の隊員たちを配備してある。だから一人にはならないよ」

「そうなの？」

「ああ。……イヌガミ」

　俺がそう言うと、四人部屋の扉が開き、黒い犬のマスクを被かぶった男が入ってきた。

　彼は諜ちよう報ほう工作部隊『黒猫』のメンバーで、隊長であるカゲトラの右腕である副隊長のイヌガミだった。イヌガミは俺の前まで来るとサッと膝を突いた。

「お呼びにより、参上いたしました」

「うむ。『黒猫』には俺たちが星竜連峰に行っているあいだ、トモエちゃんのことを頼む」

「御意」

「それとイヌガミ個人には陰からではなく、トモエちゃんのそばにいて話し相手になってやってほしい。お前は市井の民にはそこまで顔は売れていないからな。この村にいるあいだはそのマスクをとることを許可する」

「……承知しました」

　そう言うとイヌガミは、被っていた黒い犬のマスクを脱いだ。現れたのは狼の顔を持った獣人族の男性だった。その顔を見て、ハルがガタッと椅子から立ち上がった。

「あ、アンタは！　ベオ……」

「口を慎まれよ。ハルバート士官。拙者は、ただのイヌガミにござる」

「………」

　ハルが視線をこっちに向けてきた。いや、そんな目で見られても事情説明はしないぞ。彼と面識があるのは、陸軍にいたリーシアとハルバートくらいだしな。

　そんなイヌガミの顔を見て、トモエちゃんは首を傾げていた。

「イヌガミさんも妖狼族なのですか？」

「いえ、我が種族は灰かい狼ろう族を名乗っております。顔も人とは違いますから」

「でも、同じ狼の獣人族なんですよね？　仲良くしてくださいです」

「はっ、義妹いもうと様さま。もったいないお言葉にございます」

　イヌガミはトモエちゃんに頭を下げた。妖狼族と灰狼族という外見的に似た種族であり、歳としも二十は離れているので二人の見た目は完全に親子だ。それなのに親が子に頭を下げているという妙な構図になっていた。まあ仲良くできそうだし、大丈夫だろう。

　話がまとまったところで俺はみんなに言った。

「星竜連峰へはナデンに連れていってもらう。いまから行くと深夜になっちゃうだろうから、出発は明日あしたの朝一番だな。そのつもりでいてくれ」

「それでは、今日はこの村に泊まるのです？」

　カエデに聞かれたので俺は頷うなずいた。

「そうなるな。えーっと、部屋割りは……」

「二人部屋を一つ、四人部屋を二つとりましょう」

　俺がなにか言うよりも前に、リーシアがそう言った。

「ハルバート、カエデ、カルラ、イヌガミで一部屋。私とナデン、トモエが一部屋。ソーマはアイーシャと二人部屋を使いなさい」

「いいのですか!?」

　俺と一緒の部屋と聞いて、アイーシャが満面の笑みを浮かべていた。その顔を見ると異論は唱えられず、俺はリーシアに小声で話しかけた。

（「えーっと……いいのか？」）

（「散々心配させたんだから、今日くらい甘やかしてあげなさい」）

（「……わかった」）

　なんだろう。リーシアがどんどん第一正妃に相応ふさわしい素敵な女性になっていく。

　リーシアだけじゃないか。ジュナさんも、ロロアも、アイーシャさえも出会って時間を重ねていくなかで日々成長し、魅力的になっていく。たぶんきっとナデンも……。

　彼女たちに見捨てられないように、俺もちゃんと成長していかないと。







　その日の夜。俺とアイーシャは一緒の部屋で眠ることになった。

（「散々心配させたんだから、今日くらい甘やかしてあげなさい」）

　リーシアに小声で言われたことを思い出す。……そうだな。今回のことでずいぶんと心配を掛けてしまったことだし、今日は存分にアイーシャを甘やかそう。俺にできる範囲内で彼女が望むことならなんでもしよう。そう覚悟を決めていたのだけど……。

　アイーシャが望んだのは意外なことだった。

「本当に……これだけでいいのか？」

「ハイ！　最高です、陛下」

　ベッドに腰掛けた俺の膝に、アイーシャは横向きに頭を乗せていた。

　つまり膝枕だ。アイーシャが望んだのは『膝枕した上での頭ナデナデ』だった。言われるがままに頭を撫でたり、いまは下ろしている髪を指で梳すいたりしていると、アイーシャはそれだけで「はふ～」と蕩とろけきった顔をしていた。なんだか可愛い。

　アイーシャはうっとりとした顔で満足そうに微笑んだ。

「行きの馬車の中で陛下を膝枕したときに思ったんですよね。これ、陛下にしてもらいたいなぁ、って。してもらえて、とても満足です」

「……安上がりだなぁ」

　こんな簡単なことでいいのかと、苦笑するしかなかった。

「俺にできることならなんでもするつもりだったんだけどな。リーシアからも今日は甘やかすように言われているし、アイーシャが望むならもっと……色っぽいことも……」

　ああもう、言ってて気恥ずかしいな！

　でも、俺とアイーシャを同室にしたのは……そういうことなのだろう。

　リーシアより先に子供ができてしまうと王位継承問題の火種になりかねないけど、アイーシャは長命種族なのでそう簡単に子供はできない。ここで行為に及んだとしても、まず間違いなくリーシアより先に子供ができることはないだろう。

「リーシアも多分、そのつもりで俺たちを二人にしたんだろうし」

　俺が照れくさそうに言うと、アイーシャはクスリと笑った。

「ふふふ、リーシア様らしいですね。陛下や自分のことだけでなく、私やジュナ殿、ロロア殿、そして……ナデン殿でしたか？　他の婚約者のことまで気遣ってくださる。私が言うのもなんですが、とても素敵な女性だと思います」

「……そうだな」

「だからこそ、素敵な女性っぷりには、素敵な女性っぷりで返したいのです。そりゃあ陛下に可愛がってほしいという気持ちはありますが、ここで欲に流されてしまったら、リーシア様の厚意に甘えるだけになってしまいます。そんなのは嫌です」

　そう言うとアイーシャはフンスと鼻を鳴らした。

「だから陛下に可愛がってもらうのは、陛下とリーシア様との間に子供ができてからにします。私は勝負するならどんな相手であろうと、たとえそれが寵ちよう愛あい争いであろうとも、正々堂々の真っ向勝負で勝ちたいです」

　寵愛争いも正々堂々の真っ向勝負か。アイーシャらしいな。

「……アイーシャも十分素敵な女の子だよ」

「えへへ……そう言われると照れてしまいます」

　するとアイーシャは身体からだを起こして振り返り、上目遣いに俺の目を見て言った。

「でも、いますぐにでも可愛がってほしいとは思ってるんですよ？　陛下が急にいなくなって、とっても淋さびしかったのですからね？」

「お、おう……」

「なので、早く子供を作ってください。できるだけ早く」

「……努力するよ」

　するとアイーシャは顔を近づけ、自分の唇を俺の唇に押し当ててきた。

　そういえば……アイーシャとキスをしたのはこれが初めてだった。驚きで目を見開いている俺に、アイーシャはニッコリと微笑ほほえみながら言った。

「これぐらいは許してください。そして……子供ができたあかつきには、私のこともちゃんと可愛かわいがってくださいませ。旦那様」

　そんな可愛らしい仕草に、俺が茹ゆで蛸だこみたいになったことは言うまでもないだろう。







　―――翌日。

「それでは陛下！　星竜連峰へと乗り込みましょう！」

　アイーシャがツヤツヤテカテカした顔でハイテンションな号令をかけたものだから、リーシアとナデンに意味深な目で見られた。

　俺は昨日のやりとりを思い出して恥ずかしい気分になったのだった。
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『～♪～♪～♪』

　龍の姿になったナデンが、楽しそうに鼻歌を歌いながら空を泳いでいる。そんなナデンの背中に乗っている俺は、彼女の身体を撫でながら尋ねた。

「ナデン、大丈夫か？　重くないか？」

『ん？　ぜんぜん平気だけど？』

　ナデンは本当になんともなさそうに答えた。

　俺がナデンの背中に乗っている理由。それはアイーシャたちが乗り込んだことにより、ゴンドラ内が手狭になったためだった。屋形船なみにでかいゴンドラなので、常時なら大人が十人乗っても十分なスペースがあるはずなのだけど、いまは『嵐』とやらに備えるためにと王国から持ってきた荷物がスペースの七割方を占領していたのだ。

　だから、いまのゴンドラはかなりの重量があるはずだ。

　この飛竜ワイバーン用のゴンドラは、重量が重くなった場合、二～四頭の飛竜ワイバーンを繫つないで持ち上げるのだけれど、ナデンはそれを一人（一頭？）で軽々と持ち上げていた。龍状態のナデンは飛竜ワイバーンよりも遥はるかに巨体だけど、本当に重くないのだろうか？

「ドラゴンってみんなそんなに力持ちなのか？」

『他の竜がどうかはわからないけど、あんまり重さは感じないわね。なんというか、水の中で木の板を押している感じかなぁ？』

「ふ～ん……」

　無意識のうちに重力を操作しているってことなのだろうか？　まあ、自分自身の巨体さえ浮かせているわけだし、また魔法的な作用が働いているのかもしれない。

『～♪～♪～♪』

　再び、鼻歌を歌い始めるナデン。

「ずいぶんご機嫌だな」

『～♪　そりゃそうでしょ。今回はソーマ、背中に乗ってるし』

「ゴンドラで運んでるときとは違う感覚なのか？」

『そうね。全然違うんだけど……異種族に説明するのは難しいかも。なんというか、すごくしっくりくるのよね。龍の姿のときに、あるべきところにあるべきものがある、って感じ？　痒かゆいところに手が届くというか、なんだか安心するの』

「ふ～ん……」

　ナデンが言うなら、そういうものなのだろう。リーシアの愛馬も、リーシアを乗せているときは活いき活きしているように見えるしな。婚約者になった相手を馬と比べるのもどうかとは思うけど……。すると、ナデンが『でも……』と心配そうな声を出した。

『いいのかな？　勝手にリーシアたちを連れてきちゃって』

　ティアマト殿が連れはあとで招待するって言っていたことを気にしているようだ。

「まあ、『嵐』とやらがなんなのかまだわからないんだし、なにかあったときのために仲間たちにはそばにいてほしい。事後報告で許してもらおう」

『そうね。でもそうなると、トモエも連れてきたかったわ』

「そうだな……ドラクルの景観、トモエちゃんにも見せてあげたかった」

『大だい瀑ばく布ふ』とか、『ラドンの大樹』とか、絶景が沢山あったからな。世界に興味を持ったトモエちゃんに、是非とも見せてあげたい光景だった。すると、

『ん？　ソーマ、リーシアたちがなにか言ってる』

　ナデンが急にそんなことを言いだした。ナデンの背中に乗っているので、俺はゴンドラの中のリーシアたちの会話は聞こえない。リーシアたちと会話したい場合は、テレパシー的な能力で会話できるナデンに中継してもらう必要があった。

「リーシアたちが？　なんて？」

『えっと……「星竜連峰のほうを見て」……だって。なんか慌ててる』

「星竜連峰？」

　ナデンは星竜連峰に向かって飛んでいたので、星竜連峰は常に真っ正面に見えていた。さっきまではとくに変わった様子は見受けられなかったんだけど……。

「『　!?　」』

　俺とナデンは二人して目を瞠みはることになった。富士山級の山々が連なる星竜連峰。そのど真ん中あたりの空に、大きな積雲が一つ載っかっているのが見えた。

『あの位置、ドラクルの真上じゃない!?』

　ナデンが焦ったようにそう言った。竜たちが住む高地『ドラクル』。

　来たときにはティアマト殿の力で転移させられたので見られなかったけど、どうやら本当に星竜連峰のど真ん中にあるみたいだ。そんなドラクルの上にある積雲と、ティアマト殿がした嵐の予言……なんとなく嫌な感じがするな。

「ナデンの予報では、嵐が来る気配ってなかったんだよな？」

『うん。それに、ドラクルの上にだけ、あんな雲があるなんて変よ』

「……ただの雲ってわけじゃなさそうだな。とりあえず、近づいてみよう。ここからじゃ遠くて、ドラクルの様子もわからないからな」

『わかった』

　ナデンはあの雲に向かって泳ぎだした。遠くからでも見えるその雲は、近づくにつれてその全貌が明らかになっていった。

「なんだこりゃ……」

　その積雲は三さん角かく錐すいの上の部分を潰したような、いわゆる、円墳のような形をしていた。しかもよくよく見ると、いくつもの雲が密集していて、積雲の側面を左から右へと常に動いているのがわかった。これは……もしかしてこの雲、渦巻いているのか？

『こんな雲、いままで見たことないわ』

「ああ。映画の中でしか見たことないような雲だ」

『えいが？』

「こっちの話。それにしても、ちょうどドラクルを覆っているみたいだな」

　ドラクルの地表を見ればこの雲がちょうど高地を覆うように展開していたため、光が阻まれて真っ暗になっていた。それにかなり強烈な雨が降っているように見える。風の音も荒々しく聞こえるし、いまのドラクルの天気は大荒れだろう。この雲の外側はよく晴れているというのにだ。まったくもって奇怪な雲だった。

「集中豪雨っていうには、局所的すぎるよなぁ」

『なんで冷静なの!?　ドラクルだけに降る大雨なんてあるわけないでしょ！』

「急せいては事をし損じる、だよ。まずはよく観察しないと」

　俺はナデンの背中を撫なでながら、その雲の様子を観察していた。

　雨の量が多い。このままだと神護の森のときのような、大規模な災害が発生するおそれがある。あっちは降り続いた長雨が原因だったけど、これだけの量の雨が局所的に降り続いたら、短時間であっても同じような状況になりかねない。

　しかし、対策を練るにしても……やはり外側からだけじゃわからないか。

「……ナデンは滝を登れるくらいだし、雨や風は大丈夫だよな？」

『う、うん』

「じゃあ……気乗りはしないけど、雲の中に突っ込んでみるか」

『うええええ!?』

　ナデンは驚いていたけど、このまま外側から観察し続けていても埒らちが明きそうにないからな。幸い、雷は鳴ってないし中の様子を探ってみるべきだろう。

「外側からじゃ状況がよくわからない。雲の中に入って観察しつつ、クリスタル・キャッスルを目指そう。もちろん、危ないと思ったら即時撤退だ。ゴンドラ内のリーシアたちにも備えるよう伝えてくれ」

『わ、わかったわ』

　ナデンはゆっくりと渦巻く雲に向けて進んでいった。その雲の手前で一瞬躊ちゆう躇ちよしたあと、覚悟を決めたようにゆっくりと雲の中に入っていく。

　最初は霧の中にいるようだったのだけど、進むにつれて段々と暗くなってくる。それとともに身体に当たる雨や風も急速に強いものへと変わっていった。雲に突入してから一分も経たたないうちに、強烈な雨と横殴りの風が身体に叩たたき付けられた。

　ナデンの加護がなかったら、とっくに振り落とされていたことだろう。

「ナデン！　大丈夫か!?」

　俺は雨風に負けないよう大声を張り上げた。すると、

『うん！　なんでかわからないけど、流れみたいなものが見えるから！』

　ナデンからそんな答えが返ってきた。たしかにナデンはさっきまでと変わらず、雲の中を泳いでいる。さすがは風雲雷雨を呼ぶと言われている龍ってところか。この猛烈な雨風の中でもまったく怯ひるんでいなかった。

　逆に、普通の竜や飛竜ワイバーンでこの雨風の中を飛ぶのは無理だろう。大きな翼がまともに強風の影響を受けてしまうだろうからな。

（もしかして……だからこそナデンだったのか？）

　この雨風の中で飛べるのはナデンぐらいのものだ。ティアマト殿は俺を『鍵』だと言っていた。そしてそんな俺を運べる存在がいると言ってナデンと引き合わせた。

（じゃあやっぱり、この雨風がティアマト殿が警戒していた『嵐』……）

　俺は周囲を見回してみたけど、暗いし、バケツをひっくり返したような雨が目に入ってまともに見ることさえできなかった。

「ナデン！　なにか見えるか！」

『ダメ！　暗くてなんにも見えない！』

　ナデンも同じような状況のようだった。すると、

『ソーマ！　私は大丈夫だけど、リーシアたちのゴンドラが危険かも！』

　ナデンがそう叫んだ。この風が叩き付けられているのだ。ガタガタと音を立てていて、中のリーシアたちは怖い思いをしているだろう。四角いゴンドラでは風を受け流せないだろうし、空中分解なんてことになったら大惨事だ。

「仕切り直すしかない……一度、クリスタル・キャッスルに降りよう！」

『わかったわ！』

　ナデンがスルスルと降下を開始する。そのとき、




　―――………ぜ……ない……。




（っ!?）

　いま、なにかが聞こえた気がした。

「待って、ナデン！　いまなにか聞こえなかったか!?」

『え？　私は気付かなかったけど？』




　―――どうし……て……くれ……の……あなたは……。




「ほらっ！　やっぱりなんか聞こえる!?」

『本当ね……』

　今度はナデンにも聞こえたようだ。これは……声なのだろうか？　「あなたは」って部分がハッキリ聞こえた。しかし、ナデンは違ったようだ。

『そうね……でも、なんて言ってるのかわからないわ』

　え？　わからない？　声は聞こえていたのにか？

「『あなたは』って言ったの……聞こえなかったのか？」

『そんなこと言っていたの？　全然、聞き取れなかったわ』

　どういうことだ？

　俺には聞き取れてナデンに聞き取れないなんて、そんなことがあるのだろうか。

　なにかがおかしい。それにこの声……なにか引っ掛かる。男性にしては高すぎる気がするし、女性にしてもどこか違和感があるような……。




　―――まだ、たりな……の……だったら……




　また聞こえた。この声は……上から聞こえてきている？

　顔を上げたとき、雲と雲の間にわずかだけど、なにやら黒い影のようなものが垣かい間ま見みえた。雲が邪魔でぼんやりとしか見えないけど、その影はかなり距離がありそうなのに大きく見える。もしかして、かなり巨大なものなのだろうか。




　―――わ……は……あなたの……壊す……壊……ため……




（壊すだって!?）

　壊す。そんな物騒な単語がハッキリと聞こえた。

　すると、その黒い影のようなものは雲に隠れた。ナデンが雲を抜けたのか、眼下には雨に濡ぬれるドラクルの大地が広がっていた。ザーッとうるさいくらいの雨音がする。

　俺は雨に打たれながら、いま抜けてきたばかりの雲を見上げた。ドラクルの外側から見れば真っ白だった雲も、真下から見ればどす黒く重たく感じる。

　その雲の中から聞こえた言語だとわかる声。……間違いない。

　―――あの雲の中に、なにかがいる。







　雨の中、俺たちはクリスタル・キャッスルの前に降り立った。

　光の中では綺き麗れいだったであろうこの城も、この薄暗さの中ではくすんで見える。

　俺はナデンが人間形態になると同時に地面へと飛び降りてゴンドラに駆け寄った。

　リーシアたちは大丈夫だっただろうかと思って扉を開けると、青い顔をしたリーシア、アイーシャ、カエデが這はい出してきた。そのあとからハルとカルラが出てくる。二人はまだ元気そうだった。

「だ、大丈夫か？」

　駆け寄ると、リーシアとアイーシャがもたれ掛かってきた。

「うぷっ……ソーマってば無茶しすぎよ」

「風でグラグラ揺れて気持ち悪く……うぷっ」

「あー……その……すまない」

　嘔え吐ずく二人の背中をさすって介抱する。カエデのほうはハルとカルラが介抱していた。この三人とは違い、ハルとカルラはピンピンしているようだった。

「ハルたちは大丈夫なのか？」

「私は元空軍ですし、飛竜ワイバーンにはよく乗っていましたので」

「……上空から落っことされるよりマシだ」

　カルラは空軍での経験で、ハルは竜挺兵ドラトルーパーの訓練で場慣れしていたのだろう。

　ハルがやたら遠い目をしていたのが気になったけど……ともかく、このまま雨に打たれているよりは、屋根のあるところへ入ったほうがいいだろう。

「とりあえず、ハルとカルラはゴンドラが風に吹き飛ばされないよう、固定してから来てくれ！　残りは屋内に移動するぞ！　ナデン、案内を頼む！」

「合点承知！」

　俺たちはクリスタル・キャッスルの屋内へと入った。リーシアたちを落ち着かせて、ハルとカルラの合流を待ってから俺はナデンに尋ねた。

「ティアマト殿に会いたい。どこに行けば会える？」

「多分、『大広間』だと思う。ドラクルに非常事態がおこったときには、竜たちはクリスタル・キャッスルの大広間に集まることになってるわ」

「よし。じゃあ、そこに向かおう」

　俺たちはナデンの案内でその大広間とやらに向かうことにした。

　ティアマト殿に転移してもらったときは一瞬だったけど、このバカでかい城の中を移動するのはかなり大変だ。みんな駆け足だというのになかなか目的地に辿たどり着かなかった。

　五分近くランニングして辿り着いた大広間で、驚いたことが二つ。

　一つは、その大広間が『大』では収まらないくらい巨大な空間であったこと。

　もう一つは、よくよく見ればその大広間が、俺が初めて星竜連峰に来たときに転移してきた空間だったことだ。あの小山のように大きなティアマト殿と向かい合った場所がナデンの言う大広間だったようだ。

　その大広間に入っていくと部屋の中心部分に百名ほどの人がいた。

　人といっても全員角や尻尾が生えており、人間形態になった竜族なのだろう。

　ナデンの話では星竜連峰にいる竜族は精々が三百人（頭？）くらいらしい。

　竜の巨体を考えても、凄すさまじく人口密度の低い国だ。

　その三百頭の中には、まだ幼い竜やティアマト殿に仕える巫み女こ竜なども含まれているため、いまこの場にいる百名ほどが実際に動ける成竜すべてということになるらしい。

　大広間に入った瞬間、どこか殺気立った雰囲気を感じた。人間なら数万人は入りそうな巨大空間の中で、竜たちはなぜかやたらと密集した状態で一カ所に集まっていた。

　なにやら喧けん噪そうも聞こえるし、誰一人として、新しく部屋に入ってきた俺たちに気付いていない。ティアマト殿もいないみたいだし、一体なにがあったのだろうか？

　とにかく話を聞こうと、俺たちはその集団のほうへと近づいた。すると、

「ナデン！」

　その集団の中から、白いワンピースの少女が飛び出してきた。あれは……ナデンの友達の……パイだっけ？　ナデンは抱きついてきたパイを受け止めた。

「パイ！　良かった。無事だったのね」

　ナデンは安あん堵どの表情を浮かべていたけど、パイは必死の形相を崩さなかった。

「ナデン、どこに行ってたのよ!?　心配したのよ！」

「あ、ごめん。ちょっとソーマの国まで行ってたから……」

「ソーマの国？　誰？」

　あっ、そういえばパイには偽名しか教えてなかったっけ。ナデンも気付いたようだ。

「パイにはカズマの国って言ったほうが良かったかな。フリードニア王国よ」

「フリードニア王国!?　あんな遠くに!?　どうやって……」

「あはは、話すと長くなるんだけどね。実は……」

「って、いまはそれどころじゃないの！」

　これまでの事情を説明しようとしたナデンだったけど、すぐにパイに遮られた。不満げなナデンに、パイは真剣な表情でナデンにすがりついた。

「お願いナデン！　みんなを止めて！　このままだとルビィが……」

　ルビィ？　ルビィってたしか……ナデンにやたらと絡んでいた赤竜だっけ？　そしてパイはいまの状況について教えてくれた。

　話は少し遡る。

　なんでも今朝方、ドラクルの上空にあの不思議な雲が急に現れたらしい。

　それまでは快晴だったにもかかわらず、急に現れたあの雲は、ドラクルに激しい雨と風を巻き起こした。激しい雨風に湖は増水して溢あふれ出し、木々はなぎ倒された。

　この事態に対し、竜たちはクリスタル・キャッスルへと集結した。

　雨風はどうやらドラクルだけを襲っているようなので、ドラクルの外へと退避すれば良さそうなものだけど、そうできない理由があった。

　クリスタル・キャッスルの下には竜たちの卵があるのだそうだ。

　騎士と契約した竜が、竜族の卵を産んだ場合、星竜連峰へと預けられるという話は聞いていた。どうやらその卵は単純な時間経過で孵かえるというものではないらしい。

　クリスタル・キャッスルの下にある『ゆりかごの間』という空間に置かれ、目覚めのときを待つのだそうだ。その目覚めのときとは、自分と契約する運命の相手と出会える時間だ。長い場合、百年近くも卵のままの場合もあり、このことも竜族が親元で育てられない要因だった。そんな卵は『ゆりかごの間』から移すことができないため、竜たちはなんとしても、このクリスタル・キャッスルを守る必要があったのだ。

　そして竜たちはこの奇妙な雲を調べようとしたのだけど、翼を持つ竜は強風に煽あおられ、誰も雲までたどり着くことができなかった。

　この事態に対し、竜たちはティアマト殿に指示を仰いだ。すると、

『翼なきドラゴンならば、この雨風の中でも飛べるでしょう』

　ティアマト殿はそう言ったそうだ。そして、

『その者はすでに鍵を手にしています。私はその者が帰還するときまで、目覚めのときを待つ卵わが子らを守ります』

　……と言うと、巫女竜をつれて地下の『ゆりかごの間』へと行ってしまった。

　慌てたのは残された竜たちだった。自分たちでは解決できないと一方的に告げられてしまったのだから。ならばこの事態を解決できる『翼なきドラゴン』とは何者なのかと考え、すぐにナデン・デラールのことだと思い至った。ナデンが翼を持たない特異個体であることは竜たちの間では周知の事実だったからだ。

　しかし、そんなナデンを呼びに行こうとしたところ、パイが待ったをかけた。ここ数日の間、ナデンは住すみ処かにしている洞穴を留守にしていることを教えたのだ。

　そこで確認に行くと、やはり洞穴にナデンの姿はなかった。

　当然だ。ナデンは俺と一緒にフリードニア王国に行っていて、今朝方ならまだアイーシャたちを待たせていた、国境線沿いの村にいたころだ。

　そして竜たちは愕がく然ぜんとした。

　ティアマト殿からこの事態を解決できると、お墨付きをもらったナデンの不在。

　当初は『こんなときにどこへ行ったのか』とナデンに対する不満の声も上がったけど、本人がいないのではなんの意味もない。やがて論調は『なぜ、ナデンはドラクルにいないのか？』という風に変わっていった。そこで思い至ったのは、自分たちがナデンに抱いてきた思いだった。翼なき竜、ワームと蔑んだ心。

『もしかしたら、ワームと蔑まれることに嫌気が差して、星竜連峰を出ていってしまったのでは？』と。そう思い至ったとき、槍やり玉だまに挙げられたのがルビィたちだった。

　ルビィがよくナデンに絡み、喧けん嘩かになっていたことはよく知られていたからだ。そして竜たちは今度は一斉にルビィたちを糾弾しだした。

　それがいまの喧噪だという。パイはナデンにすがりながら言った。

「ルビィは、考えの足りない直情型だけど、プライドは高いから、サフィアやエメラダの責任まで一人で受けるって……私も、ルビィたちの言動には腹が立っていたけど、一人をみんなで責めるなんて……いくらなんでも、可か哀わい想そうで……」

「……ふざけないでよ」

　苦痛が滲にじんだ声。見ればナデンの髪が、バチバチと電流火花を飛ばしながら逆立っていた。ナデンの怒りと憤りが可視化されているかのようだ。ナデンは泣きじゃくるパイを俺に預けると、怒りの形相を竜たちが集まっているほうへと向けた。

「どいつもこいつも、勝手なんだから！」

「ナデン……」

　一瞬、止めるべきかとも思った。いま槍玉に挙げられているのはナデンじゃない。むしろ現状打破のキーマンとなったことで、星竜連峰内でも一目置かれる存在となった。だから敢あえてここで竜たちと事を構えて、立場を悪くするようなこともないはずだ。

　だけど……そんな賢い選択をするナデンは見たくなかった。

　だから俺はナデンに言った。

「思うようにすればいいさ。それで星竜連峰の竜たちと気まずくなろうが、ナデンの居場所はもうフリードニア王国に……俺たちの家にある」

「ナデンは家族になりたいって言ったわ。なら帰る場所は一つでしょう」

「家族の帰る場所は、いつだって温かい我が家と決まっていますからね」

　リーシアとアイーシャも茶目っ気たっぷりにウインクしていた。

「ソーマ、リーシア、アイーシャ……」

「だから見せつけてやれ、ナデン！」

「……合点承知！」

　ナデンは眦まなじりを拭うと龍の姿になり、大きく口を開けると力一杯吼ほえた。




　ガオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!




　大広間を揺るがすほどのナデンの咆ほう吼こうが響き、集まっていた竜たちの目が一斉にナデンに集まる。そして竜たちが見ている前で、ナデンは宙へと舞い上がった。

「うそ……ナデンが、飛んでる……」

　パイが口元を押さえながら目を大きく見開いていた。他の竜たちも目の前のことが信じられないといった顔をしている。そんな彼らの前でナデンは優雅に身体からだをくねらせた。

　それを呆ぼう然ぜんと見上げていたパイの目から、涙が一筋流れ落ちた。

「そっか……だからティアマト様は……良かったね。ナデン……」

　そう言って、パイは涙を流しながら笑みを浮かべた。友人としてずっと心配していたのだろう。良い友達を持ってるじゃないか。ナデンは竜たちの真上に陣取ると、

『いいかげんに、しろおおおおおおお!!』

　バリバリッ!!

　竜たちが密集した空間に向かって雷を叩たたき落とした。

　あちこちで悲鳴が上がり、竜たちが次々に倒れ伏していく。……これ、ちゃんと手加減してるのか？　嫌な音がしたし、なんか、焦げた臭いもしてる。

　ま、まあ竜たちならこれくらいの電撃は大丈夫なんじゃないかな……とも思ったけど、パイの強こわ張ばった表情を見るに竜の基準からしてもちょーっとやりすぎているようだ。

　それぐらい、我慢がならなかったのだろう。

　喧噪が止やみ、立っている者がいなくなった集団の中心にナデンは人の姿で降り立った。そしてナデンは足下に転がったなにかを見ている。

　あれは……ルビィか？　髪は乱れ、口の端には切れたあとがあり、鱗うろこでできた服はところどころが損傷していた。ハッキリ言ってズタボロだ。激しい私刑があったことがうかがえる。ナデンはそんなルビィを一いち瞥べつすると、向き直って再び怒気を発した。

「いい加減にしなさいよ！　絡んできたルビィたちは鬱陶しかったけど、陰口叩いてたのはアンタたちも一緒じゃないの！　それをなに!?　都合が悪くなったらルビィに全部押し付けてつるし上げるわけ!?　バッカじゃないの！」

　まるで堤防が決壊したかのように、いままでナデンの中で溜たまっていた感情が溢れ出した。言えずに我慢して胸の内にしまい込んでいた暗くて黒い感情だ。

「わ、私たちはただ……」

　なにか言おうとした竜もいたが、結局はナデンの剣幕に押し黙った。

「いまさらなによ！　散々、私のことをワームだの飛べないドラゴンだのってバカにしておいて！　それでいて私に面倒事を押しつけるの!?　翼があるんでしょ！　私より偉いんでしょ！　だったらアンタたちだけでなんとかしてみなさいよ！」

「ナデン……」

　悲しそうな声で歩み寄ろうとするパイを、俺は制止した。いまはすべて吐き出させるべきだろう。あれは……これからのナデンの人生には必要ないものだと思うから。

「散々バカにしてたじゃない！　いざ私にしかできないってなったら、手の平返したように私にお願いするわけ？　ふざけんじゃないわよ！　私はね、こんな星竜連峰の空気が嫌いだ！　パイとティアマト様以外の竜が嫌いだ！　そんな私がなんで星竜連峰のために動かなきゃいけないのよ！　ここが滅んだって私は一向に構わないわ！」

　そしてナデンは言葉を失った竜たちを睨にらみ、地団駄を踏んだ。

「散々陰口を叩いていたじゃない！　ワームだの、身の程をわきまえろだのなんだのってさ！　そんな私に、どの面下げてお願いしてるわけ？　身の程ってなにかしら？　なんなら地に頭をこすりつけて懇願してみれば？　私の気が変わるかも知れないわよ？」

　あー……これは毒を吐き出しすぎて、変なスイッチが入っちゃってるな。ナデン自身、もう自分がなにを言っているのかわかっていないのだろう。やれやれ……。

「ほら、はやく……」

「はい、そこまで」

　俺はナデンの肩を摑つかんで止めた。




　◇　◇　◇




「もういいだろう。それ以上はナデン自身の価値を落とすことになる」

　ソーマが真顔で私の肩を摑んだ。……なによ、邪魔しないでよ。

　私はソーマの手を振り払い、怒りの感情のままに詰問した。

「はぁ？　私の価値ってなによ！　翼もないのに飛べること？」

「違う」

「嵐の中でも飛べるのが価値だって言うの？　だから飛べって？」

「違う」

「じゃあ、なんだって言うのよ！」

「価値に囚とらわれない心が、ナデンの価値だろ！」

　ソーマは再び私の両肩に手を置いてハッキリと言い切った。強く握っているため、ちょっと痛い。その痛みが……私を我に返らせてくれた。

「他の誰がなんと言おうと、良いものは良いと認められるのがナデンの魅力だ！　楽しければ外の世界の恋愛小説も読むし、帝国の玉音放送だって観みる。いきなり現れた俺みたいな異邦人とだって平気で付き合える。他人の目など気にせずに、自分のしたいことをしている。そういう普通で自由な精神を持っているから、俺はナデンが好きなんだ。他のどの竜でもなく、ナデンと契約を結びたいと思ったんだ！」

「………」

　好きだ、と言われて私の頭は急激に冷えた。いや逆だ。沸騰した。顔が熱い。魚のように口をパクパクさせていたけど、言葉が出なかった。ソーマは構わず続けた。

「立場や状況が変わったからって、他者の人格を踏みにじったら、お前がもっとも嫌いなものと同類になるぞ。俺はナデンにはそうなってほしくない」

「そ、ソーマ……」

「それに、もうナデンが一人で我慢する必要はないんだ」

　気がつけば、リーシアとアイーシャもそばに立っていた。

「ナデンもうちの家族になるんだから、辛つらいときはちゃんと頼りなさい」

「ですな。私は陛下たちのように頭が良くないんで、武勇で頑張ります。もしナデン殿を傷つける者があれば、私がこの剣で斬り伏せましょう」

　苦笑しているリーシアと、豪快に笑いながら物騒なことを言うアイーシャ。

　ああ……そっか。いまの私には、私の痛みを自分の痛みのように感じてくれる相手が、パイ以外にもこんなにいるんだ。そして私もみんなの痛みを自分の痛みのように感じるのだろう。私はソーマたちに向かって頭を下げた。

「ごめん。なんかこみ上げてきちゃって」

「はは、まあ、たまには吐き出すことも必要だろうさ。それに、腹が立ったのは俺たちも一緒だしな。……少し釘くぎを刺しておくか」

　するとソーマは遠巻きに見ている竜たちの前に立った。……えっ、なにする気？

「俺はフリードニア王国の王、ソーマ・カズヤだ」

　ソーマが急に名乗りを上げた。それを聞いて竜たちがざわめいた。

「こ、国王ですって……!?」

「しかもフリードニア王国!?　あの東の大国の!?」

　契約の儀よりも前に人間が来ていることにも驚きだけど、さらにノートゥン竜騎士王国の人間ではなくフリードニア王国の国王だという。ソーマを知っているパイでさえも、

「え、カズマくんがソーマ？　しかも王様？」

　……と目を白黒させているくらいだった。ソーマは王様らしい口調で言った。

「この度、私ソーマ・カズヤはティアマト殿の導きにより、ここにいるナデンと契約を結ぶことになった。これは、この『嵐』に対処するためのものでもある。つまり、ナデン・デラールはフリードニア王国の妃きさきの一人となるわけだ」

　そしてソーマは竜たちに睨みを利かせた。

「だから今後、ナデンにちょっかいをかけるようなら、外交問題を覚悟しろよ」

　竜たちを威圧するように言うソーマは国王というより魔王のようだった。

　釘を刺す、というにはその釘が太すぎて、どちらかというと杭くいを刺して地面に縫い付けたかのようだった。その証拠に竜たちはなにも言えずに固まっていた。本当なら竜たちが息を吹きかけるだけで吹っ飛びそうな貧弱な人間なのに、ソーマは完全にこの場の空気を支配している。ソーマの背負う国というものの大きさを改めて実感した。

　でも、ソーマって普段はそういう権威みたいなものを使いたがらないわよね。私と初めて会ったときも偽名を使ってたくらいだし。そんなソーマが権威を持ち出してまで威圧しているということは……相当怒っていたんだろうか？

（私が蔑まれていたから、私のために……なんて自うぬ惚ぼれかな）

　そんな惚のろ気けたことを考えていると、視界の端にボロボロになって横たわっているルビィが映った。私はゆっくりと彼女に歩み寄った。

　横たわっているルビィを、私が上から見下ろしている。空から見下ろされたあのときとはまったく逆の構図だった。私は荒く息をしているルビィに向かって尋ねた。

「起きてるの？　アホルビィ」

「起きてるわよ。バカナデン」

　ボロボロではあるものの憎まれ口に、憎まれ口で返す余裕はあるみたいだった。こんなになってもルビィはルビィのようだ。さっき散々吐き出したせいか、もう悪感情は出てこなかった。不平も不満もあったはずなのに、いまはもうどうでも良かった。

「……竜たちはやりすぎだとは思うけど、半分はアンタの自業自得よ」

「ふんっ……」

「っていうか、ここまでやられないでもすんだんじゃないの？　それこそ、私は逃げ出したんだ、とか言っておけば」

「それだと……あいつらと同じになっちゃうでしょうが」

　ルビィは腹立たしそうにそう言った。

「あいつらはいつだって陰でコソコソ言うだけじゃない。そんなヤツらと一緒にはなりたくないわ。私は言いたいことがあったら本人の前で堂々と言う」

「こっちはいい迷惑だったわよ」

　まあ、それでもちゃんと喧けん嘩かできるぶんだけ、陰口を叩くだけの他の竜よりはマシに思えた。腹が立ったら電撃をぶち当てることだってできたからだ。隠れてコソコソされたらそれもできない。すると、ルビィは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「……アンタはいいわね。そんなナリなのに空を飛んでたじゃない。しかも王様のところに嫁ぐなんて、どこまで特別なのよ。羨ましい限りだわ」

　羨ましい……ソーマが言っていたことは正解だったようだ。だからって、それを私に言われたって困ってしまう。だって……。

「私は、ルビィみたいな普通の竜として生まれたかったと何度も思ったわ」

　普通の竜だったらあんな目で見られずにすむのにって、ずっとそう思ってきた。ルビィのように普通だったらって。だけどそんなルビィは私の特別が羨ましかったという。

　普通と特別。これがもし逆だったら良かったのに……なんて、そんな単純な話でもないのだろう。もし私が普通だったら特別に憧れただろうし、ルビィが特別だったら普通になりたいと思ったはずだ。人は自分にないものをねだってしまうものだから。

「ナデン……お互い、うまくいかないわね」

「世の中そんなものよ、ルビィ」

　二人揃そろって苦笑した。本当に……うまくいかないものだ。すると、

「ナデン、来てくれ」

　ソーマに呼ばれた。これから『嵐』の対策を練るようだ。

「……呼ばれたし、行くわ」

「えーえー、雲だろうと、王国だろうと、どこへでも行っちゃいなさいな」

　いつもどおりのルビィの憎まれ口を背に、私はソーマのもとへ走りだした。
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（ああもう……最悪だわ……）

　全身が痛い。ボロボロの身体からだのまま、私は仰あお向むけに倒れていた。

　私、ルビィはナデンに絡んでいたことを咎とがめられ、竜たちの集中攻撃を受けることになった。竜としてそれなりに強いつもりだったけど、さすがに多勢に無勢すぎた。

　私を攻撃した竜たちだって陰ではナデンを悪あし様ざまに言っていたのに、いざナデンの力が必要になったら手の平を返したように私を糾弾してきた。

『半分はアンタの自業自得よ』

　さっきのナデンの言葉が浮かんだ。……ったく、わかってるわよ。

　ナデンの旦那さんの言うとおりだった。私はナデンが羨ましかったのだ。

　価値基準が凝り固まっていて、個性が埋没しがちな星竜連峰の中で、生まれながらにして特別なナデンが。私もナデンのような他の竜にはない特別が欲しかった……。

『私は、ルビィみたいな普通の竜として生まれたかったと何度も思ったわ』

　………本当に、うまくいかないものよね。

　結局、お互いにないものねだりしているだけだったのだ。

　私は高すぎて見えない天井のほうを見つめた。眦まなじりからこぼれた涙が耳のほうへと流れていく。あーもう、どこで間違えちゃったのかなぁ……。

「どうも他人事には思えねぇんだよなぁ」

　不意に頭の上からそんな声が降ってきた。見ればわりと逞たくましい体つきをした赤い髪の青年が、私を見下ろしていた。

「やらかしてボロボロにされて、打ちひしがれてるアンタを見ると、少し前の自分を思い出しちまう。俺もソーマ相手にやらかして親おや父じにボコボコにされてたからなぁ」

　そう言いながら、赤い髪の青年はガシガシと頭を搔かいていた。そして仰向けになっている私の顔を覗のぞき込むようにかがみ込むと、小さく笑った。

「あー……余計なお世話かも知れないけど、一つアドバイスな。一度やらかしちまった事実はもう変えることはできない。なかったことにもできない」

「………」

「だからあとはどう取り返すかだ。世の中、取り返しの付かないことだってあるだろう。だけど、取り返せる問題なら取り返して、胸を張りたいじゃねぇか」

　取り返して、胸を張りたい……か。

「それは、やらかしてしまった相手に対して？」

「違う。自分自身に対してだ」

　やらかしたことを取り返す。自分自身に胸を張れるように。なんだろう。この青年の言葉が、すんなりと胸の中に入ってきた気がする。すると、
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「なに偉そうなこと言っているのですか、ハル」

「なっ、カエデ!?　べつにいいだろ！　俺が誰かを気遣ったって！」

「ふ～ん……」

　やってきたキツネ耳の女の子に白い目で見られ、慌てふためく赤髪の青年。さっきまでは少し格好良く思えたのに、いまはもうアタフタしていていろいろと台無しだ。

　格好良かったり、間が抜けていたり……見ていておもしろい。それに、

『取り返して、胸を張りたいじゃねぇか』

『自分自身に対してだ』

　この青年の言葉は、私に指標をくれたような気がした。私は痛む身体を起こした。

「あっ、おい。起きて大丈夫なのか？」

「痛いなら、寝ていたほうがいいのですよ？」

　私の身を気遣ってくれる赤髪の青年と、キツネ耳の少女。

　たしかに身体中が痛いけど……でも、ここで寝っ転がってるだけじゃ、私は私自身に胸を張ることができない。だから、赤髪の青年……キツネ耳の女の子はハルって呼んでいたっけ。私はハルに向かって深々と頭を下げながら言った。

「貴方あなたに、お願いしたいことがあります」
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　さて、ナデンの件に対して竜たちに釘を刺したところで、実際問題、この嵐をどうするかについて考えようということになった。

　俺と仲間たちは打ちのめされた竜たちによって、お通夜みたいな雰囲気になった大広間から、もう少しこぢんまりとした部屋に場所を移した。

　ナデンの話では、ここはティアマト殿に面会するための待合室のような部屋らしい。そんな部屋で俺は仲間たちに向かって言った。

「俺とナデンは、あの嵐の中でなにかを見たんだ」

「なにか？」

　リーシアに聞き返されて、俺は頷うなずいた。

「黒いものが雲間にチラッと見えただけだったけどな」

「見間違い、とかじゃないわよね？」

「声も聞いてるから間違いないと思う。聞き取れたのは『あなた』とか、『壊す』とかいった断片的なものだったけど。ナデンも聞いてるよな？」

「聞いたのはたしかだけど、私にはそこまでハッキリとは聞き取れなかったわ」

　ナデンは腕を組みながら、「う～ん」と唸うなった。

「それにあの声、私たちの使っている言語じゃなかった気がするのよね。なにかを喋しやべっているのはわかるんだけど、まったくわからない感じ？」

「ん？　ご主人には聞き取れたのに、ナデン殿には聞き取れなかったのですか？」

「……ちょっとよろしいですか？」

　カルラが首を傾かしげたとき、それまで黙って聞いていたカエデが手を挙げた。

　カエデはその洞察力で、将来は国防軍の総大将と目されているルドウィンの参謀を務めている。ハクヤがいないいまの状況では、頼れる頭脳班だ。

「陛下はたしか、この世界の人ではないんですよね？」

「うん？　ああ、そうだけど」

「陛下の世界ではこの世界とは違う言葉が使われていたはずです。それなのに私たちの言葉がわかり、私たちが陛下の言葉がわかるのは不思議な力によるものです」

　それはそうだろう。もっと厳密に言えば、俺の話す日本語はリーシアたちに日本語のまま聞こえているのだけど、リーシアたちは理解できるらしい。逆の場合も同じだ。

　たとえば俺が日本の歌を歌った場合、リーシアたちはその歌詞の内容を理解できるのだけれど、たとえばジュナさんが日本の歌を俺が歌ったとおりに完コピして歌ったとしても、リーシアたちにはその歌詞の内容は理解できないという状況が発生するのだ。

（そういえば……この世界の文字の読み書きはできるんだよなぁ）

　不思議なことに、俺はこの世界の文字は認識できる。書けるし、読める。

　逆にリーシアたちに日本語の文字を見せたとしてもまったく読めないようだ。この場合、翻訳能力が働くのは俺の側だけということになる。おかげで書類仕事ができるわけなんだけど……言語と文字で翻訳のされ方が違うのにはなにか意味があるのだろうか。

　そんなことを考えていると、カエデがナデンに尋ねた。

「ナデン殿たち竜には、人の意識に直接話しかけることができますよね？」

「ええ。私たちは心で会話するとか念話とか呼んでるけど」

「それで思ったのです。陛下の力もそれに近いものなのではないかと思うのです」

　なるほど、テレパシーか。聴覚に直接働きかけているわけじゃなく、脳の情報処理的な部分に働きかけているのか。もしかしたらトモエちゃんの動物や魔族と会話できる能力もこれに近いものなのかもしれない。

　でも、なんで急にこんな話に……って、そうか。

「俺が聞き取れてナデンに聞き取れなかったのは、そういった力の有無が原因なのかもしれないってことだな」

「はい。私にはそう思えてならないのですよ」

「じゃあ、もしかしてその雲の中にいるっていう何者かは、ソーマのいた世界の言語を使っていたってこと？」

　リーシアがそう尋ねた。そうか、そういうパターンも考えられるか。しかし、この意見に対しては、カエデはハッキリと首を横に振った。

「それは違うと思うのです」

「どうしてそう断言できるの？」

「これは実際に試してみたほうが早いでしょう。陛下、お手数なのですが、陛下のいた世界の言葉で、朝の挨拶の言葉を教えてもらえますか？　なるべく、ゆっくりで」

　そう言われたので、俺は一音一音区切るようにして言った。

「お・は・よ・う」

「……オハヨー、ですか。姫様、オハヨー」

　カエデに「オハヨー」と言われ、リーシアが驚いた顔で目を見開いた。

「不思議！　どっちも同じ『オハヨー』に聞こえるのに、ソーマの言葉は理解できて、カエデの言葉は聞いたことのない言語に聞こえるわ」

「そ、そういうものなのか？」

　そう尋ねると、カエデはコクリと頷いた。

「はい。それこそが雲の中にいるものが、陛下の世界の言語を使っていないという証拠になると思うのです。陛下の国の言語を使っていたのなら、ナデンさんは言葉の意味は理解できなくとも『アナタ』や『コワス』といった〝発音〟は聞いているはずなのです」

　言語としては聞こえなくても、〝発音〟としては聞こえる……か。カエデは口元に手をやりながら思案するように言った。

「雲の中にいた何者かの言語を陛下は理解できたけど、ナデンさんには理解できなかった。しかし、陛下のいた世界の言語であるとは考えにくい。そこから考えられるのは、雲の中にいた何者かはこの大陸の共通語でも、陛下のいた世界の言語でもない言語を話していたということです」

　なんだそりゃ。雲の中にいるヤツはこの世界でも俺のいた世界でもない、まったくのべつの世界から来たヤツってことか？　そんなものがいるとしたら、どうやって対処したらいいか本当にわからないぞ。……って、あれ？

（……いや、違う。べつの世界のヤツじゃなくてもいいんだ。いるじゃないか。この大陸に、まったくべつの言語を使ってそうな者たちが）

「魔族……」

　俺がその言葉を口にしたとき、皆、一様に息を吞のんだ。

　魔王領の奥深くに存在するという、魔物とはまた違った謎の種族。

　対話事例はいまだに、トモエちゃんとコボルトとの間に交わされた一例のみだ。トモエちゃんの持つ特殊な能力があってこそできたことなので、それも当然だろう。

　彼らならば大陸共通語でも俺のいた世界の言語でもない、独自の言語体系を持っていたとしても不思議じゃない。

　そして、もし魔族が言語を操っているのだとすれば、俺の謎の翻訳能力で聞き取ることができるのかもしれない。ちょうど嵐の中にいた何者かの言語を、俺だけが聞き取れたようにだ。俺の能力ではトモエちゃんのように動物の声までは聞こえないけど、魔族相手になら対話ができてしまうのかもしれないのか。

「……ティアマト殿が、俺を鍵と言ったのはここらへんのことなのかな？」

「たぶん、そうだと思うのです」

　カエデが頷いた。するとリーシアが頭を抱えながら言った。

「もし仮に……雲の中にいるのが魔族だとしたら……」

「だとしたら？」

「私は、ソーマに行ってほしくないわ」

　リーシアが真っ直すぐに俺の目を見ながら言った。

「危険すぎる。ソーマになにかあったら、私たちの国は……私は……」

「そうです！　陛下のかわりに私が行って、元凶を叩たたき斬ってきます！」

　リーシアのあとを次いでアイーシャもそう言った。二人とも、俺の身を心配してくれているのだろう。自分の弱さは知っているので、普段ならばこういった危ない橋は避けて通るところだ。でも、今回ばかりはどうにも避けて通れない気がする。

「武勇で解決できる問題なら、ティアマト殿も俺を呼んだりはしないはずだ。俺より強いヤツなんて、この世界にはごまんといるわけだしな。そうじゃないってことは、ティアマト殿はこの件について『対話』でこそ解決できると思っているんだろう」

「でも……」

「俺は今回の件を貴重なチャンスだと思っている。俺たちの国は幸いなことに、魔王領からは離れている。この機を逃したら、次にいつ、魔族と対話できるチャンスが来るかわからない。できるときに、可能な限りの情報を集めておくべきだ」

「ソーマ……」

　なおも心配そうにするリーシアの肩にポンと手を置いた。

「もちろん、最大限の安全を確保していくつもりだ。王国から持ってきた装備もある。それに護衛のためにアイーシャにも来てもらう。残りは地上で待機していてほしい。ナデン。アイーシャも一緒に背中に乗せてもらいたいんだけど大丈夫か？」

　竜が背に乗せるのは伴侶だけって聞いたしな。ナデンは少し考え込んだけど、

「んー、いい気はしないけど……アイーシャは伴侶の伴侶だし、伴侶のうちってことでいいんじゃない？　ただ加護は受けられないから身体からだはしっかり固定してね」

　……と了承してくれた。するとカルラが腕組みをしながら唸った。

「伴侶の伴侶は伴侶のうち、ですか。それでは私は同行できませんね。この風では私も飛べませんし、なにかのお役に立ちたかったのですが……」

「こういう状況じゃ仕方ないさ。アイーシャ、悪いけど俺のことを守ってくれ」

「もとより、私は陛下の身を守る『東こ風ち侍じ』なれば！」

　アイーシャは胸をドンと叩いた。するとリーシアがアイーシャの手をとった。

「アイーシャ。ソーマのこと、よろしくね」

「リーシア様……はい！　任せてください！」

　アイーシャもその手に自分の手を重ねて言った。

　さてと……とりあえず、これで話はまとまったかな？　それぞれの役割も決まったし……って、あれ？　仲間たちの顔ぶれを見回してあることに気がついた。

「あれ？　ハルはどこに行ったんだ？」

「え？　そういえば……いないわね」

　リーシアもキョロキョロと見回す。この部屋にいるのは俺、リーシア、アイーシャ、ナデン、カルラ、カエデの六名だけだった。ハルはどこに行ったのだろう。すると、カエデが「そのことなのですが……」と言葉を濁しながら言った。

「ちょっと準備があるみたいで、席を外しているのですよ」

「準備？」

「まあその……なにかあったときのための保険なのです」

　カエデはそんな含みのある言い方をした。

　もしかして、不測の事態に備えてカエデもなにかしらの準備をしてくれていたのだろうか。カエデには先見の明があるし、備えてくれているなら心強い。

「そんな、期待されても困ってしまうのですが……（本当にハルは大丈夫なんでしょうか……ちゃんと彼女の提案の意味をわかって了承したのですよね？）」

「ん？　最後のほうは小声でよく聞こえなかったんだけど？」

「……いえ、なんでもないのですよ」

　慌てたように首を振るカエデ。よくわからないけど……まあ、いいか。

「とにかくみんな、よろしく頼む」







「……それで、なんでソーマはそんな格好をしているわけ？」

　雲の中へと向かう準備をしていると、ジト目のリーシアに尋ねられた。

　俺の格好とはずんぐりむっくりの着ぐるみだった。

　手には薙なぎ刀なた。肩掛けの数珠。白絹を巻いた顔から覗のぞくドングリ眼が愛らしい。自分で着るのはユノたちと飲んだとき以来の『ムサシ坊や君（大）』だった。いざというときのためにと王国から持ってきた装備の一つがこのムサシ坊や君だった。

「最大限の安全は確保するって言っただろう」

　俺は頭の部分をカパッと開けてリーシアと向き合った。

　以前に着ていたものは背中の穴から入るタイプのものだったけど、これは頭の部分が炊飯器の蓋のように開くタイプだった。以前のものに比べて格段に着脱しやすい仕様になっている。地味なバージョンアップはいまも行われているのだ。

「こんな見た目でも無駄に金を掛けて良い素材で作ったから、そこらへんの鎧よろいよりも丈夫なんだぞ？　耐火、耐電、防刃、防毒、防酸に優れていて、ダンジョンの魔物とも戦える代物だ。俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】も働くからすごく動きやすいしな」

「だからって……はあ、なんか心配していたのがバカみたいじゃない」

　リーシアが頭を抱えていた。いやぁ、こんな感じも久しぶりだな。出会ったころのリーシアは俺に振り回されてよく頭を抱えていたような気がする。

　まあ……いまはもう一人、頭を抱えているのがいるけど……。

「……おかしい。私は騎士を乗せて飛ぶことを夢見ていたはずなのに、なんでこんな摩ま訶か不思議生命体（？）を乗せて飛ばなくちゃいけないんだろう……」

　着ぐるみ装備の俺を見て、ナデンが頭を抱えながらぶつくさと言っていた。

「いやいや、龍のナデンに不思議生命体って言われたくないんだけど……」

「私、その格好のソーマを乗せて飛ぶのよ!?　陽気すぎない!?」

「………」

　でんでらでんでらと雲海を行く龍。その上に乗ってご満悦のムサシ坊や君。

　……うん。想像してみると不思議ファンタジー感に拍車が掛かる気がする。

「ま、まあ緊急事態なんだし、我慢してくれ」

「うぅ……わかったわよ」

「アイーシャも、準備はいいか？」

「いつでも大丈夫です！」

　愛用の大剣を担ぎながら、アイーシャは力強く頷うなずいた。雨風の中を行くということもあり、アイーシャはいつもの軽装鎧の上に、全身をカバーできる雨よけのマントを着用している。さて、準備が整ったところで乗り込むとしますか。

　あの分厚い雲の中にいる、何者かのもとへ。







　そして龍は嵐の中を行く。その背に雨よけマントのダークエルフと、ずんぐりむっくりとした珍妙不可思議な生き物（？）を乗せて。

　ゴーゴーと耳のそばで風が唸うなっている。ナデンはこともなく突き進んでいるけど、相変わらず身体に叩き付けられる雨風の勢いが強い。

「アイーシャ、大丈夫か!?」

「平気です！　ゴンドラの中のときより揺れは小さいですから！」

　俺とは違い、アイーシャにはナデンの加護が働かないため、雨風や重力の影響をもろに受けてしまう。だからいまはアイーシャを俺の前に座らせ、身体をムサシ坊や君と一緒にロープで結んで固定させていた。ムサシ坊や君がこんな体形だから、ファーストクラスのシートでシートベルトを締めているように見えなくもない。

「しかし、この嵐にいる何者かは見つかるでしょうか。雨で視界が悪すぎます」

　アイーシャは腕で顔に掛かる雨を防ぎながら言った。

　たしかに、この雨風の中でなにかを探すのは難しそうだ。

　……というか、この着ぐるみを着てみてわかったのだけど、とにかく視界が狭い。なにを当たり前のことをと思うかもしれないけど、俺の能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で俯ふ瞰かん視点で見られるため、これまでは気にならなかったのだ。

　しかし、この雨風の中ではどうにもその俯瞰視点の能力がうまく働かなかった。

　いや、見られることは見られるんだけど、電波が悪いテレビの砂嵐交じりの映像みたいな状態になるのだ。嵐の中で物を動かした経験がなかったせいで気付かなかったけど、俺の能力にはこういった制約が他にもあるのかもしれない。

　仕方なく、カパッとムサシ坊や君の頭部分を開いた。途端に顔面に猛烈な雨風が叩き付けられるけど、能力が使えない以上肉眼に頼るしかない。アイーシャの言うとおりこれでもまだ視界は悪いけど、そもそも探す必要はないのかもしれない。

「この嵐を起こしているのがそいつなら、必ず気流の中心にいるはずだ。ナデン」

『わかってる。もうすぐこの流れの中心に着くわ』

　すると不意に、雨風の音が小さくなった。嵐の勢いが弱まったのか？

　さっきまで顔に叩き付けられていた雨粒の感覚がなくなった。風はまだまだ強いけど雨がないだけでだいぶ楽に感じる。でも、周囲は依然として雲に囲まれていた。

（……いや、雲の中にいるときは霧に包まれているように感じるはずだ）

　周囲が雲だらけだとわかるってことは、ここだけ雲がないのだ。

「ここは……」

「陛下！　上を見てください！」

　アイーシャに促され、見上げると、そこには……

「……なんだ、あれ……」

　灰色で、どでかく、四角い塊が浮いていた。

　形状はほぼ立方体で、一辺は十メートルくらいありそうだ。いまの龍状態のナデンの全長が大凡おおよそ四十メートルくらいだから、一巻きできるかどうかといったところだろう。そんな巨大な立方体が、重力を無視して浮かんでいた。

「陛下が見たのはあれなんですか？」

「……わからない。あのときは影しか見えなかったから」

『でも、この流れの中心にいるのは、間違いなくアレよ！』

　ナデンが立方体を睨にらみながら言った。あれが……嵐を起こしたもの？　カエデの推論では魔族なんじゃないかって話だったけど、あれはそもそも生き物なのか？　この世界の基準で見ても、俺のいた世界の基準で見ても、あれは異質だ。すると、




　―――どうしてこたえ……くれない……あなたは……。




　また、あの声が聞こえてきた。かすれていて聞き取りにくいけど、高く、女性のような声なのだけど、やはりどこか違和感がある。あの立方体から聞こえている？

「アイーシャ、ナデン、あの言葉がわかったか？　『どうしてこたえ……』とかなんとか言っていたんだけど」

「そうなのですか？　まったく聞き取れませんでした」

『なにか言っているってことだけはわかるんだけど……』

　やはり二人には聞こえている言葉の意味がわからないようだった。俺は二人のために聞こえてくる声を復唱した。




　―――ティアマ……わがこら……ほろびに……のに、なぜ……




「えっと……ティアマ、わがこら、ほろびに、のに、なぜ」




　―――ほろぼ……ないの……しにはもう、わたしを……られないのに……




「ほろぼ、ないの、しにはもう、わたしを、られないのに」

　俺の言葉を聞いて、ナデンとアイーシャは揃そろって唸った。

『ティアマ……って、ティアマト様のことよね？　きっと』

「どうもティアマト殿になにかを訴えているように聞こえますなぁ」

　俺も二人と同意見だった。この立方体について、ティアマト殿はなにか知っているのだろうか。そういえばティアマト殿はこの嵐のことを予期していたのだっけ。

　もしかして……この物体は以前からティアマト殿とコンタクトをとっていた？　そんなことを考えていると、不意に声の調子が変わった。




　―――ここまで……ても、あなたは……おうじな……




「ここまで、ても、あなたは、おうじな……か」

　聞こえているのは抑揚のない平へい坦たんな声だ。だけど、言葉選びからなにやら怒りのようなものが感じられた。全容は不明だけど、なにかを強く非難しているような気がする。

「わかるようなわからないような。もっとハッキリと言ってほしいものです」

　アイーシャがそう言って首を捻ひねっていた。ナデンも考え込んでいる。

『あなた……って、たぶん、ティアマト様のことよね？　それって……』

「ちょっと待った！　まだなにか言ってる」

　ナデンの言葉を遮り、耳を傾ける。すると……。




　―――それならば……




「それならば」




　―――わたし……あなたのこらの……せかいをこわす




「なっ!?」

『ちょっとソーマ!?　あいつは一体なんて言ったの!?』

　ナデンが叫んだけど、すぐには言葉にできなかった。

　あなたの子らの、世界を……壊す？

　あなたっていうのがナデンの言ったとおりティアマト殿のことを指しているのだとしたら、その子供たちっていうのはナデンたち竜族のことで、そして彼らの住む世界というのはドラクルということになる。それを壊すつもりなのか。明確な破壊の予告だ。

（これは……話し合いで解決できる相手じゃないのか……？）

　そう思いかけたとき、立方体の放った次の一言が、俺の脳裏を揺さぶった。




　―――わたし……こわす。あなたにわたしを、こわしてもら……ために……




「なっ!?」

　私は壊す。あなたに私を壊してもらうために。

　そう聞こえた気がした。壊してもらうために、壊す？　この声の主はドラクルを破壊したいわけではなく、ドラクルを破壊しようとすることで自らをティアマト殿に破壊させようとしているのか？　それをティアマト殿が拒否しているから怒っている？

　つまりこの嵐は声の主の自己破壊願望によって引き起こされているというのか？

『ソーマ！』

「っ！」

　ナデンに呼びかけられて我に返った。

『しっかりして！　ソーマにしかアレの言葉はわからないのよ!?』

「ごめん。どうやらアレは、ティアマト殿に自分を壊してほしくて、ドラクルを壊そうとしているらしい」

「え？　壊したいのは自分なのに、他人の土地を壊そうとしているのですか？　自分を壊したいというのもわかりませんが、そもそも目的と手段が一致していないような……」

　アイーシャが首を傾かしげた。俺だってその理由まではわからない。

「ともかくアレは、自分を壊してほしくてドラクルまでやって来たようだ。だけど、なにか理由があるのか、ティアマト殿はそれを拒否したみたいだ。だからアレは、この嵐を起こしたらしい。ティアマト殿の子……つまり竜族が危機に瀕ひんすれば、ティアマト殿も自分を破壊せざるを得ないと考えているようだ」

『「ようだ」とか「らしい」が多すぎない？』

「仕方ないだろ。拾った断片的な情報で推論してるんだから」

　それこそ、ティアマト殿ならすべての事情を知っているのだろうけど、聞いたところでハクヤの言ったとおり『権限』とやらがないと言われてしまったらそれまでだ。

　……もしかして、ティアマト殿がアレを破壊しないのも、その『権限』とやらが関わっているのだろうか。




　―――たしはこわす。あなたに……こわし……もらうために……




　また、あの声が、あの言葉が響いた。すると、その灰色の立方体の上部から、なにか小さい球状の物体が二十個ぐらい飛び出てきた。もっとも小さいというのはその立方体と比べた場合で、大きさからしてみれば直径一メートルくらいはありそうだ。

　その球体は浮遊するでもなく、重力に引かれて下へと落ちていく。それを見て、ナデンは焦ったような声で俺に尋ねた。

『ねぇ、ソーマ……あれって……』

「ああ。なんか、やばそうだな」

　壊すという言葉のあとに飛び出てきた無数の謎の球体。嫌な予感がする。

「ナデン！　近づかずに撃ち落とせるか!?」

『やってやるわよ！』

　ガオオオオオオオオオオオオオオン!!

　ナデンが吼ほえ、飛び出てきた物に向かって電撃を放った。バリバリと幾重にも枝分かれしながら進んだ電撃が、ばら蒔まかれた球状の物体を貫く。すると、

　―――!!

　電撃が当たった瞬間、その球状の物体は眩まばゆいばかりの青白い閃せん光こうを放ち、光球となってふくれあがった。そして光から遅れて聞こえてきたドンッという轟ごう音おん、さらに遅れて身体からだに叩たたき付けられた風圧が、その衝撃の凄すさまじさを物語っていた。

　やっぱり……あの黒い球体は爆弾みたいなものか！

　するとアイーシャが思い出したかのように振り返った。

「まずいですよ、陛下！　下にはリーシア様たちが！」

「わかってる。ナデン、頼む！　なんとしても撃ち落としてくれ！」

『はなっからそのつもりよ！』

　ナデンは空を泳ぎ回りながら続けざまに電撃を放ち、落下物を次々と撃ち落としていった。しかし、数が多すぎる。

「ナデン殿！　お手伝いします！」

　アイーシャが身体を固定していたロープを外して立ち上がった。

「陛下、私のことを押さえていてください！」

「こ、こうか!?」

　俺はムサシ坊や君人形の顔の部分から上半身を出し、アイーシャの腰に手を回した。同時にムサシ坊や君人形を操って、その手でアイーシャの足首を握らせて固定する。ナデンの上に立ち乗り状態になったアイーシャは、愛用の大剣を構えた。

「それじゃあ陛下、頭を低くしていてください！」

「お、おう」

「いきます……はああああああ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にアイーシャは大剣を振るった。

　リーシアとの訓練などで見たあの斬れる風圧が飛んでいき、落下物の一つを両断していた。そして横薙なぎ、左袈け裟さ斬り、右袈裟斬り……と、アイーシャが大剣を振るうごとに斬れる風圧が飛び出して、落下物を切り裂いていく。日常生活ではガッカリ感が漂うアイーシャだけど、戦いの場ではもっとも頼りになる王国でも最強クラスの戦士だった。

　ナデンとアイーシャの活躍によって、立方体からの落下物は次々に爆破あるいは切断されていった。しかし、落下物は次から次に投下され続けている。

「キリがないな……」

『だけど、あれを撃ち落とさないと下に被害が出ちゃうわ』

「進むも退くもできません。このままではジリ貧です」

　アイーシャの言うとおりだろう。くそっ、せめて地上とコンタクトがとれれば、危機を伝えて避難を促すこともできるのに。こんなことなら連絡用にコーボー・アームも持ってくるべきだったか……って、ないものねだりしても仕方ないか。

「ああもう、どうしたものか……」

　俺は立方体を見上げながら頭を悩ませていた。と、そんなときだった。




　―――おおおおおい……




　どこからか声が聞こえてきた。先ほどまでの声とは違い、今度は男の声だ。




　―――うおおおおおい!!　ソーマあああああ!!




　この声は……下から聞こえてる!?

　ナデンから身を乗り出して見下ろすと、こっちに向かって、ものすごい勢いで突っ込んでくる赤竜が見えた。翼は折りたたまれていて、まるで鏃やじりのような形状になっていた。というか羽ばたいていないのに、とんでもない速度が出てないか？

　しかも、その背にはハルバートが必死の形相でしがみついていた。

「ハル!?」『ルビィ!?』

　俺とナデンの驚きの声が重なった。

　ハルバートを乗せた赤竜ルビィは俺たちの横を通り抜けていった。そのまま垂直に昇っていった一人と一頭だったけど、やがて減速し真っ逆さまに落下してきた。翼が開いていない……ああ、そうか！　翼を広げたら風の影響を受けるからか！

「ナデン！」

『わかってる！』

　落下してきたルビィの下に入り、ナデンはガッシリと受け止めた。そのまま自分の長い身体をルビィに絡めて固定する。ルビィはホッとしたように言った。

『この飛び方……心臓に悪いわね』

『ルビィ、アンタどうやって……』

『話はあと！　あれって下に落としちゃまずいものなんでしょ!?』

　そう言うとルビィは大きく息を吸い込み、『竜の息吹ドラゴンブレス』と呼ばれる火炎放射を吐き出した。バーナーのように伸びた火が落下物を焼いて誘爆させる。それを見て、ナデンも四方に電撃を飛ばしながら身体を回転させる。それに伴いルビィの炎も時計の針のように回り出し、さらに広範囲の落下物を誘爆させていく。

　周囲は炎と電撃と爆発による輝きで溢あふれかえった。目がチカチカする。

　一気に誘爆させたことで次の落下物の投下までに少し余裕ができたようだ。

『それで、なんでルビィがここにいるのよ』

　周囲が落ち着いたタイミングでナデンが、少し息を荒くしているルビィに尋ねた。そういえば翼のあるドラゴンはこの乱気流じゃ飛べないって話じゃなかったか？

『この人に協力してもらって……無理矢理、飛んできたのよ……』

　ルビィは息を整えながら言った。グーッと長い首を伸ばして、鼻先で背中のほうを指し示した。この人って、ハルのことか？

「ハル。お前一体どうやって……」

　俺は疲れきった表情のハルに尋ねると、ハルは自身の後方を指差した。

「ソーマが……こいつを持ってきてただろ。これで……かっ飛んできた」

　そう言ってハルが指差したのは、自分が跨またがる鞍くらの後ろに取り付けられていた『マクスウェル式推進器』こと、『ススムくん・マークⅤライト』だった。俺は目を見開いた。

（カエデの言っていた準備ってこれのことか！）




　◇　◇　◇




「貴方あなたに、お願いしたいことがあります」

　私は痛む身体を起こして居住まいを正すと、赤髪の青年ハルに向かって頭を下げた。私にいきなり頭を下げられて、ハルは隣のキツネ耳の少女……カエデって呼んでたっけ？　そのカエデと顔を見合わせていた。

「いや、いきなりお願いって言われてもなぁ……」

「まずはそのお願いを教えてほしいのです。ハルになにをお願いしたいのですか？」

　そう尋ねる二人に、私はすがるような思いで言った。

「なんでもいいの！　私に、できることをください！」

　私はもう一度、深く頭を下げた。

「この事態をナデン任せにしたくないの！　いまここで、ドラクルの命運をナデンだけに背負わせて、動けなかったら……私はもう、自分自身に胸を張れない」

　この嵐の中では私は飛ぶことができない。だからといって飛べるナデンにだけ頑張らせてしまったら、星竜連峰の竜としての面目が立たない。それだけじゃない。もし、ナデンにだけ無理をさせてなにかあったら、私は、私を許せないだろう。

「貴方は、あのソーマって王様の家臣なんでしょ？　私たちには打つ手がないけど、星竜連峰の外から来た貴方たちなら、なにか手段があるんじゃないかって思ったの」

「そうは言われてもなぁ……」

「どんなに危険だろうと構わないわ。私にも、なにかさせてほしいの」

　私は悲痛な思いでそう訴えた。ハルは困ったように頭を搔かいていた。

「う～ん、竜が飛べないような空を飛ぶ方法なんて俺にも思いつかないぞ。カエデの魔法は重力操作だけど、それだって地上からちょっと浮かせる程度だし。なぁ？」

「ええ。土系魔法でもどうにもならないと思うのです」

　カエデがコクリと頷うなずいた。……やっぱり、私にはなにもできないのかな。絶望しかけていたそのとき、カエデがポソリと言った。

「……でも、方法がないわけでもないのです」

「な、なにか方法があるの!?」

「危険ですが……翼が風に煽あおられるなら翼を開かなければいいのです」

　カエデはそんなことを言いだした。翼を開かない？　羽ばたくことなく空を飛べというの？　そんなの……ナデンにしかできないことだ。ハルも疑問顔だった。

「いやいや、翼ある竜が翼なしでどうやって飛ぶってんだよ？」

　しかし、カエデは呆あきれたようにハルの顔を見返した。

「忘れたのですか、ハル。ゴンドラの中にあったものを」

「ゴンドラの中？　たしか、ソーマが使ってる珍妙な着ぐるみと……あっ、そうか！　あの『ススムくんなんちゃら』っていう『推進器』か！」

　すいしんき？　私にはなんのことかサッパリわからないけど、二人は納得しているようだった。カエデは私の背中のほうを指差しながら言った。

「竜ドラゴンと飛竜ワイバーンは大きさこそ違いますが形状はかなり似ているのです。飛竜ワイバーン騎兵と同じように背中に『ススムくん・マークⅤライト』を取り付けて、それをフルパワーで起動させれば、翼を折りたたんでも地面と垂直には昇っていけると思うのです」

「理屈はわかるが……危険じゃねぇか？　垂直にしか昇れねぇんだろ？」

　ハルの疑問に、カエデはコクリと頷いた。

「もちろん。舵かじ取とりなんてできませんし、ただ上に昇るだけです。それに嵐の中で実験したこともありませんから、いま言ったことが本当に可能なのかどうかもわかりません。ですが現状、なにかしたいと思うのなら、この方法ぐらいしか……」

「構わないわ」

　心配そうな顔をするカエデに、私はハッキリと言い切った。

「もとより危険は承知の上。やらせてほしい」

「ルビィさん……」

「ったく、しゃーねぇな！」

　するとハルがガシガシと頭を搔きながらニカッと笑った。

「アンタを焚たきつけたのは俺だ。仕方ねぇから付き合ってやるよ」

　ハルバートの提案にカエデは目を丸くしていた。

「ハルは自分の言葉の意味が……わかっているのですか？」

「危険だってことか？　それは覚悟の上だ。どのみち、推進器の操作は背負っている竜にはできないんだ。誰かが乗って操縦しなくちゃいけないだろ？」

「私が心配しているのはそれだけではないのですが……あーもう、仕方ないですね。わかったのです。陛下にはうまく言っておくのですよ」

　カエデもやれやれといった感じに肩をすくめながら、それでも賛同してくれた。

「ありがとう。ハル、カエデ」

　私はもう一度、二人に頭を下げた。二人には感謝してもしたりない。

　いまここに急きゆう拵ごしらえの赤い竜騎士が誕生した。




　◇　◇　◇




　ナデンとアイーシャが落下物の迎撃を続けている間、俺はハルとルビィにいまの状況を簡単に説明した。嵐を起こしているのはあの立方体で、その立方体がばら蒔まいている球状の落下物は爆弾で、地上に落下させるには危険な物体だということなどをだ。

　ただ、あの物体が「自分を壊してもらうために、ドラクルを壊そうとしている」らしいことは言わなかった。確証もないし、説明する時間も惜しかったからな。

　俺の説明を聞いて、ハルとルビィは揃そろって頷いた。

「わかった。地上への連絡については俺たちに任せろ」

『他の竜たちも、地上でなら戦うことができるわ』

　ルビィは首を伸ばし、ナデンに顔を近づけていった。

『だからナデン、貴女あなたは下を気にせず真っ直すぐあの物体を目指しなさい』

『任せて大丈夫なの？』

『ソーマを運ぶのが貴女の役目なんでしょ？　星竜連峰に住む竜として、露払いはできないけど背後を守るくらいはさせてもらうわ』

『……わかった』

　ナデンはルビィに巻き付けていた自身の体を解いた。解放されるとすぐに、ハルとルビィは自由落下に任せて降下していく。俺は落ちていくハルに向かって叫んだ。

「ハル！　リーシアたちを頼む！」

「任せろ！　そっちも、うまくやれよ！」

　ハルとルビィは来たときとは逆に、真っ逆さまに地上へと降りていった。降下中でありながらもハルは手にした槍やりを投げて、落下物を撃ち落としていた。竜挺兵ドラトルーパーでの訓練の成果が出ているようだ。赤い竜に跨またがり、槍を投げる赤髪のハルバート……か。

「あっちのほうが、ちゃんと竜騎士やってんなぁ……」

『まったくよ。こっちはこんな珍道中なのにね』

「まあまあ陛下。よそはよそ、うちはうち、でいいんじゃないでしょうか」

「『　ぶふっ　」』

　アイーシャにそうまとめられ、俺たちは揃って吹き出してしまった。

　ドラクルが危険な状態だというのに、そんな吞のん気きな言い回しをされてしまうと、なんてことのないように思えてくる。うん、なんとかなるような気がしてきた。

「ははっ……さて、落下物は地上に残った者たちに任せて、俺たちは立方体について探りに行くとしますか」

『ええ。行きましょう、ソーマ、アイーシャ』

「はいっ！」

　グンッと加速を付けてナデンが上昇に転じた。




　◇　◇　◇




　ハルバートとルビィが地上に戻ると、クリスタル・キャッスルの前では竜たちが勢せい揃ぞろいしていた。巨体が並ぶその足下にカエデ、リーシア、カルラの三人がいるのが見えたので、ハルバートたちはその近くへと降り立った。

「ハル、空の上の様子はどうなってましたですか？」

　カエデが尋ねると、ハルバートは空を指し示しながら言った。

「四角い変なヤツがいた。ソーマたちはそいつと接触するために向かっている。それよりも、これから地上に向かって爆弾みたいなものが降ってくる。迎撃しないと」

「迎撃といっても、この雨の中では炎の威力は半減するぞ」

　自身も炎の魔法を使うカルラがそう指摘した。竜が吐き出す炎は強力だが、この雨風の中では弱まり流されてしまうだろう。リーシアも苦々しく頷く。

「私の氷も空に打ち出せるようなものではないわね」

「方法ならあるのですよ」

　カエデはそう言うと、しゃがみ込み地面に手を這はわせた。

「多少地形が変わりますが許してほしいのです」

　すると、地面がボコボコと隆起を始め、一辺が一メートルくらいの大きさに切り出された岩や土の塊がそこら中に転がった。カエデが土系魔法を使って出したのだ。塊は見ただけでも百個はありそうだった。すごい量の魔力を必要としたことだろう。

　案の定、力を使いすぎたカエデの身体からだがぐらつき、リーシアが慌てて支えた。

「だ、大丈夫？」

「すみません。ちょっと無茶をしすぎたのです」

　リーシアに支えられながら、カエデはみんなに作戦を伝えた。

「竜の皆さんはこの塊を落下物に向かって投げてください。竜の膂りよ力りよくならかなりの高さまで投げられるはずです。姫様たちは魔法を付与した弓矢で迎撃しましょう。優先すべきは地下に竜の卵が眠るというクリスタル・キャッスルの防衛です。他は無視してでも、クリスタル・キャッスルに向かってくる落下物を優先して迎撃してください」

「わかったわ……みんな、聞いたわね！」

　リーシアはカエデを立たせると、仲間や竜たちに号令を出した。さすがは一国のお姫様ということもあって、自然とこの場を指揮する立場になっていた。

「私たちはここでソーマとナデンを援護するのよ！」

「「「　おおおお！　」」」

「「「　ガオオオオオオオオオオオ!!　」」」

　仲間たちが鬨ときの声を上げ、竜たちも一斉に吼ほえた。

「ルビィ。俺たちはまた空で迎撃するぞ」

『ええ、行きましょう、ハル』

　ハルバートとルビィは再び『ススムくん・マークⅤライト』で飛び上がった。

　みんながみんな、いまできることを精一杯やろうとしている。そんな光景を見ながら、リーシアは弓に矢をつがえた。

（私たちは私たちにできることで、ここを護まもるわ）

　弓を引き絞り、空の上にいるであろうソーマたちのことを思う。

（だから、みんな……絶対に無事で帰ってきなさいよね）

　そんな思いを乗せて、リーシアは厚い雲に向かって矢を放った。




　◇　◇　◇




「うわっと」

「大丈夫か、アイーシャ？」

「は、はい！」

　上昇の際、固定していたロープを外していたことを忘れていたので、バランスを崩したアイーシャを受け止めつつ、もう一度、自分とグルグル巻きにして固定した。その間もナデンは落下物を回避しながら、その立方体のもとへと近づいていった。立方体からは爆弾をばら蒔く他に迎撃らしい迎撃もされず、簡単に真横まで来ることができた。

（この立方体……俺たちのことを相手にしていない？）

　狙い、というか、興味のある対象はティアマト殿だけってことなのだろうか。

　もしくはティアマト殿以外には自分を破壊できないという、絶対的な自負でもあるのだろうか。ともかく、飛び移れそうなくらい近づいたことで、その立方体の様子を詳しく観察することができた。

　大きさはやはり一辺が十メートルくらいの立方体だった。

　遠目に灰色に見えていた表面は、まるで切り出した黒曜石のような艶やかな石が積み重なっていて、その表面にはなにやら幾何学模様の紋が浮き上がっている。明らかな人工物だけど、また一部には苔こけ生むしている部分もあり新しいのか古いのかがよくわからない。プロペラやジェットエンジンのようなものは見られない。まさに浮かんでいる。

（う～ん……声がしたから生物や乗り物のようなものを予想していたけど……）

　どう見てもただの立方体だ。乗り物とかそういう感じでもない。

　でも、ただの巨大な立方体が推進力もなしに天高く浮かぶわけがない。これの内部構造は表面のシンプルさとは違って相当複雑なんじゃないだろうか。

　その証拠と言っていいかはわからないけど、上面部には無数の穴が空いていて、そこからあの爆弾みたいなものを吐き出している。一定の間隔で爆弾みたいなものを吐き出しているその光景は、とてもシステマチックであり、〝機械的〟だった。

　だとするとこれは玉音放送の宝珠や、ルナリア正教皇国にあるという『月の碑ルナリス』のような、ジーニャが言うところの『超科オーバー・学サイエンス』の産物なのかもしれない。

「表面を見るぶんには……斬れないこともないと思うのですが」

　アイーシャがそんなことを言った。

「試してみていいですか？」

「……なるべく角っこを狙ってくれるか？　もし壊れて落下した場合、どんな影響が出るかわからないからな」

「了解です。………はぁっ！」

　アイーシャが大剣を振るい、あの斬れる風圧を飛ばした。風圧は的確にその立方体の角っこを捉えた……はずだった。しかし、立方体には全く変化が見られなかった。

　アイーシャは大剣を下ろしながら唸うなった。

「う～ん……この表面、鉄どころの堅さではないですね」

　……鉄なら斬れるってことだろうか。するとアイーシャは、今度は懐からナイフを取り出し、その立方体に向かって投とう擲てきした。すると真っ直ぐ飛んでいったナイフは立方体の岩肌に接近すると、ギィンッと異様に甲高い音を鳴らして落下していった。

「見てください。表面には小さな傷一つ付いていません」

「ものすごく堅いってことか？」

「いえ、接触したような音じゃありませんでした。岩肌に触れる手前で弾はじかれたように見えましたし」

「んー……バリアーみたいなものでも張ってるのかなぁ……」

「ばりあー？　なんですか？」

「科学的な結界みたいなものかな。俺のいた世界でも空想の産物だったけど」

　ＳＦ的な能力だけど、なにかと人知を超越してくる『超科オーバー・学サイエンス』の産物なら使えそうな気がする。俺はナデンに頼んだ。

「ナデン。アレに一発、電撃をぶち当ててくれないか？」

『いいけど……フルパワーでいいの？』

「ああ。全力でやっちゃってくれ」

『わかったわ。……えいっ』

　ピシャッ、バリバリッ!!

　ナデンが鬣たてがみを逆立てて立方体に向けて電撃を放った。

　紫電が空気を切り裂き、立方体の表面にぶち当たろうかというとき、先ほどまでよりはるかに大きな形容しがたい音が鳴り響いた。黒板を爪で引っ搔かいた音を増幅させ、エフェクターにかけたような、聞いてて耳が痛くなるような音だった。

　しかし、苦痛に感じるほどの音が鳴ったにもかかわらず、立方体にはなんら変化が見られなかった。なんて頑丈な……。俺は頭を搔いた。

「物理攻撃も、魔法も、電撃も効果なしか。壊してくれって割には頑丈すぎだろ」

『だからこそ、ティアマト様に壊してほしがってるんじゃない？』

「そういうことなんだろうなぁ……」

　どうしたもんかと頭を悩ませていると、またあの声が聞こえた。




　―――こわす。あなたに、こわしてもらうために。




　ハッキリと聞こえた、あの男性とは思えないほど高く、かといって女性のようだけどどこか違和感のある声。ハッキリと聞こえたことで、俺はある種の引っ掛かりを憶おぼえた。

（この声……どこかで……）

　以前にどこかで聞いたことがある。なぜだかそんな気がした。一体、どこで？

　記憶を復さ習らおうとしたけど、立方体はそんな猶予を与えてはくれなかった。




　―――ティアマト。ここまでしてもわたしをこわしてくれないなら、




　そう聞こえたとき、立方体の下面のほうから音がした。

「ナデン、下へ」

『わかったわ』

　ナデンに頼んで回ってもらうと、下面がまるで箱のように開き、そこからカメラの望遠レンズのような形状の物が真下に向かって生えてきた。

　この望遠レンズみたいな物……すごく嫌な予感がする。




　―――わたしはほんとうに、あなたのすべてをこわす。




　下から伸びた望遠レンズのような物が発光し始めた。

　最初は淡かった光が、徐々に濃く、眩まぶしくなってくる。

　こんなシーン……古めのＳＦ映画で観みたことがある。宇宙から飛来した巨大円盤の下部がグワーンと開いたと思ったら、徐々に徐々に光を溜ためていって……最後には真下にあったビルや都市を光の奔流で消し飛ばしたアレだ。

　って、真下にはリーシアたちがいるんだぞ！

「アイーシャ、ナデン！　あの下の部分を攻撃しろ！」

「わ、わかりました！」

『合点承知！　うりゃああああ！』

　アイーシャが剣による風圧で、ナデンが電撃を飛ばして攻撃した。しかし、派手な音はするものの望遠レンズのような物はビクともせず、光を集め続けていた。

　もうあの溜め込んだ光が下に向かって照射される未来しか見えなかった。

「やめろおおおおお!!」

　俺は思わず力のかぎり叫んでいた。

「へ、陛下？」

『ソーマ？』

　アイーシャとナデンが驚いていたけど、俺は構わず立方体に向かって叫んだ。

「壊れたいなら落下するなり、海に沈むなりして勝手に壊れろ！　お前の破滅願望に他人を……俺の家族を巻き込むな、バカあああああ!!」




　―――たいお……げん……かくにん……のうをていしする




　すると突如、光の収束は止まり、下部から突き出た望遠レンズみたいな物の輝きは次第に小さくなっていく。やがて完全にかき消えると、立方体はその望遠レンズみたいな物を、自分の中へとしまい始めた。止まった……のか？

　よく見れば立方体はもう、落下物を吐き出すのもやめている。

「これは、止まったのでしょうか？」

『ソーマの言葉で止まった？』

　アイーシャとナデンも頭を捻ひねっている。ナデンの言うとおり、タイミング的には俺の叫ぶ声を聞いたかのようだった。もしかして俺の言葉が通じた？　そういえば……。




　―――たいお……げん……かくにん……のうをていしする




　あの立方体はたしかそう言っていた。途中でノイズのようなものが入りよく聞き取れなかったけど、あれはもしかして『機能を停止する』と言っていたんじゃないだろうか。

　となると、気になるのは前半部分の「たいお、げん、かくにん」という部分だ。

「かくにん」は「確認」だとして、「たいお、げん」とは一体……っ!?

　この立方体が動きを止めたのは、俺が叫んでからだ。

　もしこの立方体が俺の言葉を「確認」して「機能を停止」したのだとすれば、「たいお、げん」とは、俺の言葉を表していることになる。つまり、

「対応言語……」




　―――対応言語を確認。機能を停止する。




　立方体はそう言ったんじゃないだろうか。

（対応言語……俺が話している言葉は……『日本語』!?）

　俺が『日本語』を使ったから、この立方体は機能を停止した？

　日本語が鍵なのか……いや、対応言語って言ってるんだから、『日本語』以外の言語にも対応している可能性がある。もっと広義に『地球の言語』、あるいは『こことはべつの世界の言語』を使ったから、この立方体は機能を停止したんじゃないだろうか。

　その考えに至ったとき、俺の中にあったいろんな記憶の欠片かけらが次々と繫つながった。

　ティアマト殿が俺を鍵と呼び星竜連峰へと招いた理由。

　それは『勇者』としてではなく『日本人』か『地球人』か『異世界人』としてだったんじゃないだろうか。俺の使う言語……『日本語』としてか、『地球の言語』としてか、『こことはべつの世界の言語』としてかはわからないけど、それがあの立方体を止められる鍵であることをティアマト殿は知っていたんじゃないだろうか。

『ティアマト殿は陛下の世界のことについてもある程度はご存じだったのではないでしょうか。ティアマト殿が陛下が龍の存在を知っていると確信していたのならば、それは陛下のおられた世界に龍という概念があることを知っていたということです』

『ティアマト殿は……俺のいた世界を知っていた？』

　数日前、ハクヤと交わした会話。

　ティアマト殿は俺のいた世界を知っていたのではないかという推測。それがいま、確信に変わりつつあった。ティアマト殿と、立方体と、俺のいた世界。

　そこになんらかの繫がりがあるのだとしたら、それは『この世界』と『あの世界』にもなんらかの繫がりがあるということなのではないだろうか。つまり、

〝異世界だと思っていたこの世界が、異世界でないかもしれない〟のだ。

（ああもうっ……わけがわからなくなってきた）

　頭の中でいろんな憶測が飛び交うけど、そのどれも憶測の域を出ない。

　なにかを判断したくても情報が足りなすぎる。

　この世界についてわかっていることはただ一つ。いまはまだ、なにもわからないということだけだ。俺の頭が混乱の極致に達していた、そのときだった。




　―――そう……だからティアマトは……




　立方体がまたなにかを言い始めた。




　―――なつかし……がいる……うし……われていない……




　かすれる声。途切れ途切れで聞き取りづらいけど、怒ったり、悲しんだりしているような感じではなかった。せつなげだけどそれでもなにかを祈るような声だった。




　―――……かしびと……おねが……があり……




「なつかし……かしびと？　あっ、懐かし人か。でもお願いってなんだ？」

　立方体に向かって尋ねた。すると会話が通じたのか立方体は語りだした。




　―――ねがい……なつかしびと……あなたのいの……つきるまえ……うかわたしをとめ……さい……わがこらがやすらか……ひびをおくれ……




　くそっ、せっかく会話が成立したというのに虫むし喰くいすぎる。立方体は滔とう々とうと語っているようだけど、ノイズが酷ひどくてなにを言っているのかさっぱりわからなかった。

「長いと聞き取れないんだ！　アンタの望みを、なるべく短く伝えてくれ！」

　そう呼びかけると立方体はたった一言だけを口にした。




　―――キタエ




　キタエ……あっ、「北へ」か！

　すると立方体は俺たちの前から姿を消した。

「き、消えた……」

　飛び去るとかそんな感じではなく、その場で一瞬にして姿がかき消えた。おそらく、ティアマト殿が使っているような転移術を使ったのだろう。

　立方体が消えると同時に、あれだけ荒れ狂っていた嵐はただの雲の塊となり、やがて散り散りになって消滅していった。気がつけば、俺たちは日が傾いた空の下に取り残されていた。澄んだ空気に赤い夕日が眩しいくらいに輝いている。

「まるで、夢でも見ていたような気分です」

　その落差のある光景に、アイーシャが呆ぼう然ぜんとしながら言った。

『でも、夢じゃないわ。ねぇ、ソーマ？　あの四角いのは最後、なんて言ってたの？』

　ナデンにそう尋ねられ、俺はアイーシャ同様、呆然としたまま答えた。

「……北へ、って言ってるみたいだった」

『北？　北ってことはやっぱり……』

「魔王領……ってことになるのかな？」

　今回の一件で、いろんな情報を得ることができたように思う。

　しかしそれは、より多くの疑問を生み出すことになった。この世界について、俺について、この世界と俺のいた世界の関係について……。唯一ハッキリしているのは、そのどれもがすぐに答えが出るようなものではないということだけだった。

「ともかく、嵐は去ったんだ。……みんなのところに帰ろう」

『そうね。なんか、どっと疲れちゃったわ』

　事態は一応解決したが、俺たちは釈然としない気分のまま地上へと帰還した。
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「酷いな……」

　地上へと帰還する途中、眼下にドラクルの様子が映った。

　かなり酷い状況だ。ナデンの洞穴の近くを流れていた小川は、水かさを増して泥流となっているし、いたるところで河川が氾濫し平野部を水浸しにしている。

　もともと、ドラクルの天候はティアマト殿が調整していたみたいだし、排水などは考えられていなかったのだろう。竜の強さを考えればこの氾濫による死傷者はいないだろうけど、ところどころが泥流で茶色くなっていて、美しかった景観が台無しだった。

「リーシアたちは大丈夫だろうか」

『心配だけど、なにかあったらルビィがまた飛んでくるでしょ』

「もう竜も飛べるようになったでしょうからなぁ。便りがないのは良い便りです」

　ナデンとアイーシャに元気づけられながら、俺たちはリーシアたちの待つティアマト殿の居城クリスタル・キャッスルを目指した。クリスタル・キャッスルは囲んでいた湖こそ増水して面積を広げていたけど、城自体に変化は見られなかった。

　もしかしたら浮島のような構造になっているのかもしれない。

　そのことに安心しつつ中庭へと降り立つと、すぐにリーシアたちが駆け寄ってきた。

「ソーマ！」

　リーシアは駆け寄るとすぐに、俺に抱きついてきた。

「良かった……無事で……」

「リーシアも、無事で良かった」

　俺もリーシアを抱き留めて後ろ髪を撫なでた。本当に無事で良かった。

　しばらく抱き合ったあとで、リーシアは身体からだを離すと少し怒ったような顔で言った。

「もう、心配したのよ!?　雲の中が明るく光ったと思ったら爆発音も聞こえてくるし。もし、ハルバートたちが行ってくれなかったら、ゴンドラに推進器を括くくり付けて私が飛び出していたところよ？」

　打ち上げゴンドラ!?　それはさすがに無茶が過ぎるだろう。

「し、心配かけたことは謝るよ。だからそんな危険なことはしないでくれ」

「どの口が言うのよ！」

　リーシアに頰を引っ張られた。ご、ごもっともです。

　でも、私が飛び出していた……か。最近のリーシアはめっきり次期第一正妃らしくなってきたと思っていたけど、こういった部分にはまだまだ『お転てん婆ば姫』だったころの片へん鱗りんが見られるな。まあそういうところ、リーシアらしくて大好きだけど。

　すると、リーシアは俺を放り出して、アイーシャとナデンのほうへと向かった。

「二人も、無事で良かったわ」

「当然！　キッチリばっちり、無傷でソーマを届けたわ」

「私はほとんど爆弾を斬っていただけですけど、無事に済んで良かったです」

　あまりない胸を張るナデンと、実はかなりある胸を撫で下ろすアイーシャ。俺はそんな三人の様子を見ながら、歩み寄ってきたカルラに向かって尋ねた。

「地上のほうでは、なにか被害のようなものはあったか？」

「いえ、ハルバート殿たちが危機を伝えてくれたおかげで、竜たちが落下物を迎撃できたので、目立った被害はありませんでした。私やリーシア、カエデ殿なども地上から魔法を付与した弓矢などで迎撃しましたし。……ただ……」

　カルラの目が泳いだ。なんだか言いにくそうにしているけど……。

「なにかあったのか？」

「いえ……なにかあるのは、これからなのでしょう」

　そう言うと、チラリと後方を振り返った。

　その視線の先を追うと、そこでは迫力のある笑みを浮かべながら仁王立ちしているカエデの前で、ハルが正座させられていた。その後ろではルビィがオロオロとしながら立ち尽くしている。えっ、なに？　この修羅場みたいな構図。

「ハル。貴方あなたは自分がなにをしたのか、わかっているのですか？」

　笑顔を崩さないままカエデはハルを見下ろして言った。

「貴方は未婚の竜族の背中に乗ったのですよ？　それがどういうことか、もうわかっていますですよね？」

「いや、その……し、知らなかったんだ！　背中に乗せていいのが夫になる人物だけで、夫以外乗せてないことが貞淑の証あかしになるなんて！」

　ハルが冷や汗を流しながらそう弁明していた。

　ああ、そういえばナデンもそんなことを言っていたな。もしかしてハルはそこらへんの事情を知らずにルビィに乗っていたのか？　状況としては未婚の女性の唇を奪っちゃったとか、そんな感じか。修羅場に見えたのは間違いじゃなかったようだ。

「ちなみに前知識なしに背中に乗せちゃった場合どうなるんだ？」

　ナデンに尋ねると、ナデンは困ったように笑いながら頰を搔かいた。

「う～ん……乗せた相手と契約を結ぶなら問題ないけど、その人物の存命中にそれ以外の人と契約を結ぼうとすれば尻軽とか淫乱とか見られちゃうわね。もしハルバートと契約できなかったら、ルビィはあと八十年くらいは契約できないかも」

　背中に乗せるだけとはいえ、竜族の貞操観念はとてつもなく強いようだ。

　カエデは信じられないとばかりに肩をすくめた。

「前知識がなくとも、陛下とナデン殿の話をちゃんと聞いていればわかったはずです」

「いや、俺も悪かったとは思うけどよ！　カエデだってあのとき……俺が乗るときに止めなかったじゃないか！」

「緊急事態でしたからです。まあ、ハルのことですから、絶対に自分の行動の意味を理解していないと思ったですが、あの状況でしたので私も覚悟を決めようと思ったのですよ。ええ、つい先日〝婚約したばかり〟だというのに」

「うぐっ……」

　あっ、ハルとカエデは婚約してたのか。おめでとう二人とも。まあ、幼おさな馴な染じみだっていうし、そのうちするのだろうとは思っていたから驚きはないけど……だとしたらタイミング的に最悪だな。カエデは「はぁ～」と溜ため息いきを吐ついて肩を落とした。

「それをなんですか。知らなかった？　貴方を乗せたルビィさんはどうなるのです。もう契約の儀には出られません。貴方が責任を取らなかったら、貴方の存命中は独り身でいないといけないんですよ！　女の子の何十年を無駄にするつもりなのですか！」

「あ、あの……カエデ。私は、それも覚悟の上で……」

「ルビィさんは黙っててください！」

「は、はい……」

　二人を取り持とうとしたルビィだったけど、カエデに一喝されて脇にどいた。

「あのルビィを一言で黙らせるなんて……」

　ナデンが妙なところで感心していた。普段はオドオドしているカエデだけど、ここ一番のときには物もの怖おじしない胆力の持ち主だ。ハルがゲオルグのところに行こうとしたときとかな。主にハル関連ってところに彼女の愛情の深さを感じる。

　すると、カルラが耳打ちをしてきた。

（「あの、ご主人。二人を止めなくてよろしいのですか？」）

（「この件に関して、俺の言葉に説得力があると思うか？　いろんな状況が重なったこともあるけど、婚約者が四人もいてナデンとも契約結ぼうとしているんだぞ？」）

（「……それもそうですね」）

　カルラも納得したのかススッと俺のそばから離れた。うん……そういう反応だよね。するとカエデはこめかみに指を当てながら言った。

「こうなったら仕方ないのです。ちゃんと筋を通してあげてください」

「カエデは、それでいいのか？」

「……今回だけは大目に見るのです。私はこれからマグナ家のことを第一に考えなくてはなりません。マグナ家を大きくすることだけを考えるなら、竜のルビィさんと契約するのは悪くないです。竜騎士となれば敵にも味方にも一目置かれますし、ハルが戦場に出るさいの助けにもなるでしょう。だから、我が家にも利のあることと割り切るのです」

「カエデ……」

「でも、状況に流されて奥さんを増やすのは、これっきりにしてほしいところです」

「あ、はい……肝に銘じます」

「あ、ありがとうございます、カエデ」

　ハルは頭が上がらないといった感じに、ルビィはホッとしたようにそれぞれカエデに頭を下げていた。結果的にカエデが正妻としての度量の広いところを見せて、ハルとルビィの上に立ったようだ。これでハルは一生家庭内のことでは、カエデに頭が上がらなくなったわけだ。うちと同じで。そういえば祖じ父いちゃんが、「家庭円満の秘ひ訣けつは上手に尻に敷かれることだ」って言ってたっけ。いつもニコニコしていた印象の祖ば母あちゃんも、若いころは祖父ちゃんがヤンチャしたら徹底的に締め上げたんだそうだ。

　リーシアたちもいずれそうなるのかなぁ……。片鱗は見えてる気がするし。

「……なにか失礼なこと考えてない？」

　なにかを察したらしいリーシアに冷たい目で見られた。

「あ、いや……ルビィの件も、うまく取りはからってもらえるよう、ティアマト殿にお願いしたほうがいいのかなぁ……とか、考えてたんだ。うん」

「ふ～ん……」

　リーシアは相変わらず訝いぶかしげな目を向けていた。わ、話題を変えよう。

「そうだ。他の竜たちはどこに行ったんだ？　カルラの話では地上で迎撃していたって聞いたけど？」

「ん？　あっ、そうだった。巫み女こ竜から伝言を預かっていたんだったわ」

　リーシアはいま思い出したとばかりにポンと手を打った。

「伝言？」

「『大広間にお越しください』だって。ティアマト殿もそこで待っているみたい」

「そうか……じゃあ、行くとしますか」

　ティアマト殿が待っている……か。

　聞きたいことは山ほどあるけど、どこまで説明してくれるだろうか。

　クリスタル・キャッスルの中に入り、俺たちは大広間へと向かった。

「!?」

　その道中、大広間へと繫つながる長い回廊へと差し掛かったとき、回廊の両脇に人の姿になった竜たちがズラッと並んでいた。俺たちが近づいていくと竜たちは一斉に膝を突き、頭を垂れた。その様子はまるで大名行列を迎える民衆のようだった。

「な、なに!?　なんなの!?」

「竜たちが勢せい揃ぞろいして頭を下げるなんて……」

　その光景を見て、ナデンとルビィがそれぞれ驚きや感嘆の声を漏らしていた。王城に住んでいる俺、リーシア、アイーシャ、カルラにとっては見慣れた光景だけど、他のメンバーにとってこの光景は奇異に映るらしい。

　いつの間にか慣れてしまっている自分が怖い。そんなことを考えていると、跪ひざまずく竜たちの間から巫女竜が現れた。巫女竜は俺たちの前で一礼すると、

「大広間にてティアマト様がお待ちしております。ソーマ王、リーシア姫、ならびに配下の皆様方も、どうぞ、こちらへ」

　そう言って巫女竜は竜たちが跪く廊下を歩き出した。彼女の先導に従って大広間へと辿たどり着くと、そこには初めて星竜連峰へやってきたときと同じように、小山のように巨大な白銀竜姿のティアマト殿が待っていた。

　初めてその威容を見たメンバーは一様に息を吞のんでいた。

「はぁ～、でっけぇ～な……あたっ」

（「静かにするのですよ、ハル」）

　思わず口に出してしまったハルが、カエデに足を踏んづけられていた。

　するとティアマト殿は、その太く長い首を俺たちの前に降ろした。それを見て、ナデンとルビィが目を見開いていた。

「そんな、ティアマト様が頭を下げるなんて！」

「お、畏れ多いことです」

　ああ、これって頭を下げてるのか。でかすぎてよくわからなかった。

　星竜連峰の竜たちからは母と敬われ、母竜信仰の信者たちからは神と崇あがめられているティアマト殿が、俺たちに向かって頭を下げているのだとすれば、そりゃあビックリだろう。ティアマト殿はゆっくりと頭を持ち上げると静かな口調で語った。

『まずはエルフリーデン及びアミドニア連合王国の王、ソーマ・カズヤ殿。このドラクルの危機に対し、ご尽力いただいたこと、星竜連峰に住まう者の代表として、またすべての竜族の母として厚く御礼申し上げます』

　そう言って、ティアマト殿は再度、頭を下げた。

『また、同行された皆様方に対しても、ご尽力に感謝を。ナデンとルビィもよく頑張ってくれました』

「は、はい！」

「もったいないお言葉です！」

　ナデンとルビィが片膝を突いて頭を下げていた。俺は一歩前に出ると、

「頭をお上げください。此こ度たびの一件は貴国だけの問題であったとも思えません。あの雲の中で嵐を起こしていた存在が、ドラクルを壊滅させたあとどのような行動に出るか。もしかしたら、我が国にも被害が出たやもしれません。協力するのは当然のことです」

　メンバーを代表してそう返答した。そして一呼吸置いてから本題を切り出す。

「国のトップ同士としての挨拶はこれぐらいでいいでしょう。ティアマト殿。貴女あなたにお尋ねしたいことが沢山あります」

　頭を上げたティアマト殿は了承を示すようにコクリと頷うなずいた。

『わかっています。ですが、私に言えることはそれほど多くありません』

「それでもいいです。言えるところまででいいので可能なかぎり教えてください」

『……わかりました』

　するとティアマト殿は光に包まれ、あのときと同じように白銀のローブの女性の姿に変身した。その眩まぶしさに目をつむり、次に目を開けたそのときには、目の前にはいつの間にか大きな円卓と人数分の椅子が置かれていた。

　ティアマト殿は椅子の背に手を置きながら、俺たちに席に着くよう勧めた。

「見上げたままでは話しにくいでしょう。どうぞ、お席のほうへ」

「……そうですね」

　各自、席に座ったことを確認してから、俺はティアマト殿に尋ねた。

「単刀直入にお尋ねします。雲の中で嵐を起こしていた、アレはなんですか？」

「それは……私には答える権限がありません」

　やはり権限が邪魔をするか。だけど引き下がるわけにはいかない。

「答えられる範囲でいいですし、権限……とやらで言いにくい部分はぼかしてもいいので、できるかぎりの情報をください」

「そうですね……アレは私と同じ『古き者』です」

　ふ、古き者？　古い……神様とかそんな話だろうか？

「『古き者』にはそれぞれ使命があります。私は『見守る』のが使命であり、アレは『生み出す』のが使命です。本来、『古き者』同士は相互不干渉であり、また『古き者』による『新しき者』への干渉は極力避けるべきとされています。しかし、アレはそんな自らに課せられた戒めを破り、わが子らに対して危害を加えてきました。これは許されざることであると同時に、それほどまでにアレが……」

「い、いや、ちょっと待ってください」

　俺は滔とう々とうと語り出したティアマト殿を遮った。

　たしかになるべく多くの情報が欲しいとは言ったし、言いにくい部分はぼかしてもいいとは言ったけど、よくわからないまま喋しやべり続けられても、こちらとしてはちんぷんかんぷんになるだけだった。これは逐一、質問していったほうがいいか。

　それとあとで検証するためにも、王城のコーボー・アームに残してきた意識でメモしておいたほうがいいだろう。ハクヤとも相談したいし。

「その『古き者』とはなんですか？」

「この大陸に生きる者たち、『新しき者』とは、始祖をべつに持つ者のことです」

「ティアマト殿はその『古き者』なのですか？　他の竜族たちは？」

「星竜連峰で『古き者』は私だけです」

　やはりティアマト殿は他の竜族とは別格の存在のようだ。

「その『古き者』は、貴女と、あの立方体以外にも存在するのですか？」

「かつては存在しました。しかし、いまだに残っているのは私とアレだけでしょう。他の『古き者』は刻ときの中に消え、『神獣』などとしてその名を残すのみです」

「神獣ですと!?」

　驚きの声を上げたのはアイーシャだった。

「私の故郷である『神護の森』にも、神獣が森を守っているという伝説があります」

「フリードニアでダークエルフが住む森ですね。たしかにあの森にも、かつてはカモシカの姿を模した『古き者』が存在していました」

　ティアマト殿に「かつて」と言われ、アイーシャは頭を抱えだした。

「これは……どう考えるべきなのでしょう。かつてはたしかに存在したことを喜ぶべきなのでしょうか？　それともすでにいないことを悲しむべきなのでしょうか？」

「ま、まあ、信仰ってそんなもんじゃないか？」

「うぅ……同胞たちにこの事実を伝えるべきなのでしょうか」

「……そこらへんはボーダンさんと相談して決めよう」

　まあ、もともと久しく見た者は現れていないって存在だったし、たとえもう存在しなかったとしても、信仰の対象としては問題ないだろう。神様なんてもともといるかいないかわからない、でもいてくれたほうがありがたい、そんな存在なのだから。

　でも……『古き者』と『新しき者』……か。

　古きと新しきを隔てるのは、やはり時間だろう。それも〝この世界に流れる時間〟だ。だとすると……その時間の外から来た俺はどうなるのだろう。

「いいえ。貴方あなたはそのどちらでもありません」

　俺の疑問の先手を打つように、ティアマト殿は言った。……そういえば、ティアマト殿には心が筒抜けになるんだっけか。

「俺は、リーシアたちと同じ人間族だと思っていたのですが？」

「はい。貴方はたしかに、種族としては人間です。ですが、貴方は他の人間族のように『新しき者』としてカテゴライズすることはできません」

「それは俺が異世界から召喚されたから？」

「……返答の方法が見つかりません」

「あの立方体は俺を『懐かし人』って言っていました。そして貴女は以前、俺のことを『懐かしき匂いを持つ者』と呼んだ」

　あの意識がシンクロした夢の中で、ティアマト殿は俺の胸元に自身の鼻先を近づけ、俺を『懐かしき匂いを持つ者』と呼んだ。当初は、エルフリーデン王国の初代王も異世界から召喚された勇者らしいし、星竜連峰の竜とも契約していたという話だったから、『懐かしき匂い』とは俺に初代の姿を重ね見たがゆえの発言だと思っていた。

　しかし、雲の中にいたあの立方体もまた、俺のことを『懐かし人』と呼んだ。

　あの立方体が初代勇者と関わっていたという確証はない。

　そして、俺を『懐かしい』というティアマト殿もあの立方体も『古き者』だという。

　人間族でありながら『新しき者』のカテゴリーには入れられず、『古き者』たちから『懐かしい』と言われる俺。それが意味するところは……。

「もしかして、俺は『古き者』より『さらに古き者』だったりしますか？」

「どういうこと？」

　リーシアに尋ねられて、俺は頭に浮かんだ仮説を言うことにした。

「俺のいた世界とこの世界とは、時間軸で繫がってるんじゃないかってことだよ。つまり、厳密に言えばこの世界は俺にとって異世界ではなくなるわけだ」

「ソーマが……異世界の勇者じゃ、ない？」

　リーシアが愕がく然ぜんとした表情で呟つぶやいた。俺の発言にみんな戸惑っているようだけど、一番戸惑っているのは俺自身だった。頭の中は大混乱中だ。でも、思い当たる節は結構ある。

「思い返してみれば、前の世界との繫がりを感じる部分が結構ある。一番、強く感じるのは名前だ。トモエとかカエデとかは、俺のいた国の言語、日本語だ」

「そ、そうなのですか？」

　カエデが目を丸くしていたので、俺は「ああ」と頷いた。

「カエデっていうのは、俺の国では秋に葉が赤く色づく植物の名前だ。夕日に照らされる紅こう葉ようは綺き麗れいだし、女の子の名称としても付けられる」

「九く頭ず龍りゆう諸島連合の流れを汲くむ家系では一般的な女性名なのですが……植物に由来のある名前だとは知りませんでした」

　知らずに使っているのか。俺はティアマト殿を見た。

「そして……俺が一番気になったのは、ティアマト殿。貴女の名前です」

「………」

「ゲームとかの知識でしか知らないけど、俺のいた世界で『ティアマト』というのは、古い神話に出てくる竜の名前だったはずです。そしてこの世界で竜族を束ねるマザードラゴンの名前が『ティアマト』だというではないですか。ここまで名が体を表していたら、偶然では片付けられませんよ。貴女がマザードラゴンであるからこそ、『ティアマト』と名付けられたのではないですか？」

「………」

　ティアマト殿は肯定も否定もしなかった。答えられる権限がないのだろう。

　だとすれば、それは俺の考えが核心を突いているからなんじゃないだろうか。

　たとえばジーニャの研究している超科オーバー・学サイエンスのダンジョン遺物。

　玉音放送の宝珠などは、中世末期程度の科学力しか持たないこの世界においてはもちろん、俺のいた世界から見てもオーバーテクノロジーの産物だった。

　だけど、もしここが未来の世界だとすれば一応の説明はつく。

　ただ、そうなると新たな疑問が出てくる。

　あの世界とこの世界が時系列で繫つながっているとして、なにがどうなれば、あの科学的だった世界が、こんな剣と魔法の世界になるのだろう。それにこの世界には人間族だけでなく、獣人やエルフ、半竜人ドラゴニユートなどの、様々な種族がいる。

　彼らはどのようにして誕生したのだろうか。

　この世界とは、魔法とは、超科オーバー・学サイエンスとは、異種族とは、魔物や魔族とは……。

　どれ一つとしてまともに判明していることがない。ダメだ。話が大きくなりすぎて、俺一人のちっぽけな頭じゃ答えを出すことなどできそうにない。

「その疑問も、いずれ明らかになるかもしれません」

　混乱する頭を抱えていると、ティアマト殿の静かな声が届いた。

「私がすべてを教えて差し上げるわけにはまいりませんが、この世界について、あなたが知りたいと思うのなら、いずれ真実へと辿たどり着くことでしょう」

「それは……予言ですか？」

「いいえ。これは〝願い〟です」

「願い？」

　聞き返すと、ティアマト殿はやわらかく、そしてどこか切なげに微笑ほほえんだ。

「いずれ真実へと辿り着き、北で待つ、あの子のもとへ」







　結局、ティアマト殿とのやりとりの中でわかったのは、俺のいた世界とこの世界とが時間軸で繫がっているのではないか、ということだけだった。それ以上のことを聞いても、ティアマト殿はなにも答えてはくれなかった。

　さすがに、大陸の形状や大きさなどからいっても、古い映画のように「ここは地球だったのか！」みたいなことにはならないと思うけど……あの立方体のことといい、この世界の成り立ちといい、どうも俺のいた世界が関わっているように思えるのに、明確な答えが出ずにモヤモヤとした感じだけが残った。

　大広間からいったん待合室のような部屋に通され、フカフカなソファーに座ってからも、俺はさっき交わされた会話を反はん芻すうしていた。

『いずれ真実へと辿り着き、北で待つ、あの子のもとへ』

　あーもう、なんだよ、真実って。気になってしょうがない。国を預かる身分じゃなかったらすぐにでも各地に飛んで、前の世界の痕跡がないかどうか調べるのに……。

「ティアマト殿の言葉を気にしているの？」

　横に座ったリーシアが俺の肩に頭を乗せながら言った。

「……まあな。俺の出自にも関わることだし、気にならないわけがないさ」

「そうね。でも、ソーマはソーマで……そして、国王なのよ」

　そう言うとリーシアは俺の手に自分の手を重ねた。

「国王だからこそ人を動かすことだってできるわ。国民の識字率だって上がってきているし、頭の良い人材も集まってきている。だから……一人で抱え込まないで。ソーマがどこの誰で、ソーマの世界がどうなったのだとしても、私は貴方を受け入れるわ」

「リーシア……」

「なんて、ソーマに国王でいてほしい私のわがままでもあるんだけどね」

　リーシアはそう言って悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。すると今度はリーシアとは反対側に座ったアイーシャが、肩と肩が触れるほど身体からだを寄せてきた。

「ですね！　ソーマ陛下が何者であろうと、私たちが付いております！」

「アイーシャ……ありがとう。二人とも」

　二人に励まされて、俺はようやく肩の力が抜けた気がした。

　そんな俺たちの様子を見て、向かいのソファーに座ったハルが、半分呆あきれ、半分感心したような顔で見ていた。

「ソーマはよく二人相手に甘々な空気を出せるよな」

　そんなハルの横にはカエデがペッタリとくっついており、空いてる場所がなかったので同じソファーに座っているカルラが、若干、居づらそうにしていた。

　ハルバートは溜ため息いきを吐つくと、ガシガシと頭を搔かいた。

「俺にはまだ……ルビィを嫁にもらうことに対して実感がわかねぇんだ。貴族や騎士の世界じゃ政略結婚が普通なんだろうが、俺にはカエデがいたからな。幼おさな馴な染じみだし……その……いずれは妻にしたいって思ってた」

　惚のろ気けか？……とも思ったけど、黙って聞いていた。

「だけど、ここに来て、急に二人目の嫁さんが決まっちまった」

「あー……良かったな、ハル。ルビィの件、ティアマト殿が許してくれて」

　先ほどの会談の最後に、俺はティアマト殿にハルが未婚の竜であるルビィの背に乗ってしまった件を謝罪した。結果的にはドラクルにとって良いように働いたとはいえ、配下の短慮で起こしてしまったことなので、この件を外交問題にしないためにもキッチリと謝罪しておいたのだ。ティアマト殿はハルとルビィに微笑んでいた。

『それもまた、導かれた縁なのでしょう』

　そしてティアマト殿はハルに対しても頭を下げた。

『ハルバート殿。どうかその生の尽きるまで、ルビィのことをよろしくお願いします』

　神とも崇あがめられる母竜に頭を下げられたハルは、条件反射的に椅子を蹴って立ち上がると、『は、ハイ！』と緊張した面持ちで返事をしていた。

　俺はそのときのことを思い出しながら、苦笑交じりに言った。

「あのティアマト殿に頭まで下げられたんだ。ルビィのこと、幸せにしてやらないとな」

「それなんだよ……」

　ハルは頭を抱えだした。

「こういう状況になるって想像もしてなかったから、どう接していいのかわかんねぇんだ。政略結婚って割り切るべきなのか？　平等に愛するべきなのか？　カエデに悪いんじゃねぇか、とか、ルビィに悪いんじゃねぇか、とか考えだすと止まんねぇんだ」

「ハルはルビィとの婚約は嫌なのか？」

「嫌々だったらこんなに悩まねぇよ！」

　ハルは基本的に単純一いち途ずな男だし、二人の女性を愛することに、なかなか折り合いを付けられないのだろう……って、五人も婚約者がいる自分が情けなくなってくるな。

　そんなハルをカエデはどう思っているのだろうかと見ると、口に手を当ててプルプルと震えていた。どうやら笑いを堪こらえているようだ。カエデ自身はもう割り切っていることに対して、ハルがない知恵を絞って思い悩んでいるのがおかしいのだろう。

　浮かない顔のままではルビィが気の毒だし、少し発破を掛けておくか。

「ハル。お前、自分が脳筋だって自覚はあるか？」

「あん？　自覚はあるが、そうハッキリ言われるとムカッとくるな」

　不満そうな顔をするハルに、俺は嘆息しながら言った。

「下手の考え休むに似たり。お前がない知恵を絞ったところで良案なんか出てこないんだから、考えるだけ時間の無駄だ。そしてハッキリしているのは……お前がウジウジ悩んで時間を無駄にしている間は、カエデもルビィも幸せにはなれないってことだ」

「うっ……」

「それにお前は考えるよりも行動することのほうが向いているだろう？　不実かどうかで悩んでる無駄な時間があるなら、二人に対して誠実であることを態度で示せ」

「悩む前に態度で示せ、か。……そうだな」

「ひゃっ」

　するとハルは立ち上がり、カエデをお姫様抱っこした。

「たしかにウダウダ考えてんのは俺らしくねぇか。まだ、あんまり折り合いは付けられてねぇが、俺はカエデのこともルビィのことも、全力で幸せにしてみせる」

　さすが単純バ……真っ直すぐな気性のハルだ。あれこれ考えないと決めた途端に、腹をくくったようだ。お姫様抱っこした上でそんな熱い台詞せりふをシラフで言えるんだから格好良いよな。抱きかかえられたカエデも顔を真っ赤にしていた。

「そう……ですか。頑張ってくださいなのです、ハル……」

　恥ずかしくて、そう絞り出すのが精一杯だったようだ。あはは、ハルってば一矢報いたじゃないか。そう思って笑ってみていたのだけど、

「言ったからには、ソーマも頑張ってね（ニッコリ）」

「ハイ！　ハイ！　陛下！　私もお姫様抱っこされてみたいです！」

　リーシアとアイーシャに両側からそう言われて、俺は身を縮こませた。すると、

「ソーマ殿。ハルバート殿。準備が整いました」

　不意に現れた巫み女こ竜が俺たちにそう告げた。

「ソーマ、あの子の晴れ舞台なんだから、しっかりね」

「ファイトです！　陛下」

　リーシアとアイーシャはそう言って俺を送り出した。

「ハルも、マグナ家の恥にならないように、です」

「俺にも優しい言葉をかけてくれよ!?」

　ハルもカエデに送り出されていた。あっちはなんか、火打ち石を叩たたいて旦那を送り出す江戸のおかみさんみたいになっているけど。

　さてと……それじゃあ、行こうか。ナデンとルビィが待っている。







　俺が星竜連峰に来た理由は二つ。

　一つは、星竜連峰に迫る嵐に対処するために、協力してほしいというティアマト殿の要請によるもの。もう一つは、その嵐の中を飛べるナデンと俺とを引き合わせて、竜騎士の契約を結ばせることだ。そのため、俺にはノートゥン竜騎士王国の騎士と、星竜連峰の竜が竜騎士となる契約を結ぶ『契約の儀』に参加するよう要請があったのだ。

　ただ、事態の推移が速かったためその手順がバラバラになり、また、先の嵐によってドラクルにも増水などの被害が出たことから、ノートゥン竜騎士王国を招いての『契約の儀』は延期されることになったのだ。とはいえ、俺とナデン、それにハルバートとルビィはすでに実質的に契約した状態になっている。

　そこで、この二組だけは今日この場で『契約の儀』を執り行うことになったのだ。

　俺とハルが『大広間』へと転移すると、すでにティアマト殿が竜の姿で鎮座しており、人の姿をした竜たちが周囲を取り囲んでいた。ナデンの友達のパイや、ルビィの取り巻きだったサフィア、エメラダの姿も見受けられた。

　皆の視線が集中している中に投げ出され、緊張している俺たちの前に、それぞれ黒いドレスと赤いドレスに身を包んだナデンとルビィが現れた。

　ルビィはもともと綺き麗れいな子だったけど、いまのナデンはリーシアにトリートメントされたことにより、彼女に負けない輝きを放っている。ドレスにはラメのようなものがちりばめられていて、ナデンとルビィが並ぶと『黒ノワール』と『赤ルビー』の対比が美しかった。

　一方、俺とハルはというといつもの軍服だった。俺は黒でハルは緑。

　二人は俺たちのそばに歩み寄ると、片膝を突き、左手を胸に当て、右手をこちらに伸ばしてきた。そしてまず、ルビィのほうから口を開く。

「我が騎士、我が伴侶。ここに貴方あなたと騎乗の契約を結びたく」

「っ……承諾する！」

　ハルがその手を取り、立ち上がらせる。

　これはあとでナデンから聞いた話だけど、契約の順番は騎士となる者の身分で決まっているらしい。まずもっとも高位の騎士が最後トリを務め、次からは順番が早いほど高位ということになるらしい。だからナデンが最後になるのだけど、二人しかいない状態ではトリもなにもない気もする。それはともかく今度はナデンが口を開いた。

「我が〝王〟、我が伴侶。ここに貴方と騎乗の契約を結びたく」

「承諾しよう」

　俺もナデンの手を取り、立ち上がらせた。

　我が王って言われたときは驚いたけど、たしかに俺は騎士じゃなくて国王だ。

　立ち上がらせてから、俺はナデンと両手を重ね合った。

　これで丁度、社交ダンスができる体勢になった。それと同時に、大広間に音楽が流れ始めた。最初は小さく、徐々に大きくなる。ティアマト殿の前に控えた巫女竜たちが楽器を奏で始めたのだ。ゆっくりとしたリズムの、ゆったりとしたメロディーが流れ出す。

「!?　この曲……」

「どうかしたの？　ソーマ」

「……いや、なんでもない」

　流れてきたメロディーに合わせてステップを踏み出した。

　ゆったりとしたメロディーに合わせながら、ナデンと踊る。ハルとルビィの組も踊り始めた。踊りながら俺はナデンの耳元に口を寄せて尋ねた。

「契約の儀のときに踊るのは、いつもこの曲なのか？」

「違うと思うわ。聞いたことない曲だし」

「そうか……」

　だとしたら、これはティアマト殿の計らいなのかもしれない。

　流れてきた曲は俺のいた世界の曲だった。それも美女と獣けだものが踊る映画の主題歌だ。劇中最高の盛り上がりを見せるダンスシーンで流れる名曲をナデンと踊る。

　ふと間近にあるナデンの顔を見て思った。俺とナデン、どっちが美女でどっちが獣なのだろうかと。異い類るい婚こん姻いん譚たんとしてみれば、龍であるナデンが獣ポジションなんだろうけど、美女と形容されるべきなのもまたナデンだ。

　俺の目の前にいる少女はまさに〝美女で獣〟だった。

「なんて贅ぜい沢たくなダンス相手なんだろうな……」

「ん？　なにか言った？」

「いや、なんでもない。幸せだなって思っただけさ」

　ターンするときに、ハルとルビィが踊っているのが見えた。ハルはこういったことに慣れていないのか動きが少しぎこちないけど、ルビィがうまくリードしているようだ。

「ソーマって踊れたのね。こういうの、苦手だと思ってたけど」

　ナデンにそんなことを言われた。

「苦手だったけど必死に憶おぼえたんだ。社交界に呼ばれる機会も多かったからな」

「あはは。苦労してるわね」

「まあね。ナデンも、練習をサボってた割にはうまいじゃないか」

「さ、サボってたのは最近だけよ。以前はちゃんと練習していたわ」

　そんな風に言い訳をするナデンを微笑ほほえましく見ていると、

『ナデン』

　頭の中に不意にティアマト殿の声が聞こえてきた。

「ティアマト様？」

　ナデンにもこの声が聞こえているようだった。って、ナデンに呼びかけているのだから当然か。踊り続ける俺たちの頭に、ティアマト殿の優しげな声が響いた。

『ナデン。貴女あなたに謝罪しなければならないことがあります』

「え？　謝罪ですか？」

『貴女が、自分の容姿が他の竜たちと違うことを思い悩んでいたとき、私は「貴女は龍なのだ」と教えてあげることができませんでした。貴女がこの時代の中で生まれたということは、貴女の価値を知る者が現れるということ。その出会いを妨げないように、貴女の素性を秘匿せざるを得なかったこと、謝罪します』
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「そんな！」

　ナデンは踊りながら、顔だけをティアマト殿のほうに向けた。曲はすでに中盤を過ぎており盛り上がりを見せていた。盛り上がるメロディーに合わせて感情も高ぶってくる。ナデンは目に涙を溜ためながら声を張り上げた。

「ティアマト様は私をいつも励ましてくれました！　『いずれ貴女の価値を知る者が現れます』って！　聞いたときは半信半疑……いえ、ほとんど信じていませんでしたけど……でも、私は本当に、ソーマに出会えたんです！」

　ナデンの目から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「ですから……感謝しています。ありがとう……〝お母さん〟」

　ナデンの感謝の言葉に、ティアマト殿は優しく微笑んだような気がした。

『愛いとしき我が娘たちよ。健やかに』

　曲の終わりが近い。涙で顔をクシャクシャにしたナデンをグッと抱き寄せた。

「ナデン。頼りない俺だけど、これからよろしく頼む」

「ぐすっ……うん。うん！」




　―――今日ここに、俺はナデンと伴侶となる契約を結んだ。







なかがき







　現国六巻をお買い上げいただきありがとうございます。竜型に比べると少ないですが、電子星獣ドルや龍星王など龍型メカには格好いいものが多い気がするどぜう丸です。

　今回はいろいろ語りたいので三頁ページもらいました。ここから今巻のネタバレを含む解説を行いますので、本編読了後にお読みいただくことを推奨します。

　この巻ではついに五人目の婚約者となる黒龍のナデンがソーマの家族に加わります。竜の中で唯ただ一頭の龍という特異な存在でありながら、その性格はソーマのいた世界の女性に近しい普通の女の子であるナデン。恋に恋する感じを出したかったので、かなり乙女チックに仕上がったかと思います。今後とも愛されてほしいなぁと思います。

　またこの巻では『ソーマのいた世界』と『リーシアたちの世界』との繫つながりが示されました。つまりこの世界が『異世界』ではないことを匂わされたわけです。それではこの世界にとって魔法とは、異種族とは、魔族とは、魔物とはなんなのか。その答えを段々と明らかにしていく物語展開にしていきたいと思います。相変わらず変な物語ですよね。

　普通は『剣と魔法の世界』を原点としたら、そこを土台として物語を組み上げていくものですが、この物語の場合は『なんで剣と魔法の世界になったのか』を掘り下げていくわけです。理屈っぽいですけど、そこがこの物語の『独自性』かと思っています。

　本編内でも語った『普遍性』と『独自性』についてですが、ソーマは受験戦争のようだと語っていましたが、自分が強く感じるのはやはり文芸創作中です。あまりに突飛すぎる内容では人々に受け入れてもらえず、見向きもされません。しかし、万人受けする内容ではすでにテンプレ化されていて、類似品の中に埋没してしまうことになります。

　万人とは言えないまでも多くの人に受け入れられるような内容でありながら、どこかで自分らしさを出して他とは差別化を図りたい。その狭はざ間まで物書き（だけとはかぎりませんが）は右往左往し、試行錯誤を繰り返しているのだと思います。




　あと語ることといえば、今巻と同時発売となる上田悟司先生のコミカライズ版でしょう。毎回ネームを見る度に画力の高さに圧倒される思いがします。

　小説版では長々と語られることをうまくまとめてくださっていて、過去を振り返りたいならコミカライズを読めばいいとさえ思える完成度の高さには脱帽です。上田先生、本当にありがとうございます。今後とも当小説にお付き合いください。

　そして、この物語の続きなのですが……読めます。星竜連峰編以降で pixiv に置いてあります。書籍に換算すると大体四巻分くらい先まで読めてしまいます。これを告知するかどうか担当様に相談したところ、「いいんじゃないですか？　宣伝になるし」と軽く言われました。気になる人は pixiv からユーザー検索で『どぜう丸』を探してください。ムサシ坊や君のアイコンが目印です。ただ pixiv 版はこまかくぶつ切りになっているため、まとめて読みたい人は書籍版を待っていただくことをオススメします。

　自分の場合、書籍化に当たっては書き直したり書き足したりといったことが多々ありますので、このまま書籍版もお買い上げいただけましたら幸いです。断言しましょう。ウェブ版でどう書かれていようと、書籍化された内容が『正史』です。

　それでは長々と語らせてもらいましたが、ここで一度締めさせていただきます。

　いつも素敵なキャラをデザインしてくださる冬ゆき様、素晴らしいコミカライズに仕上げてくださった上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。以上、どぜう丸でした。




　この中書きの後には番外編として、この六巻の間に王国に残った者たちの活動が三話ほど収録してあります。本編の合間合間に時系列を合わせて差し込むことも考えましたが、本編は通しで一度完結させるべきだと判断しこんな構成になっています。

　時間軸で言うと番外編１はソーマがナデンと一時帰国する直前の話、番外編２はソーマがリーシアたちを連れて嵐に立ち向かっているころの話、番外編３はすべてが片付いて王国に帰って来たあとの話です。そのあとに次巻に繫ぐためのエピローグ２があったりします。ぶっちゃけた話、番外編３はこのエピローグ２後の話になります。

　最後までお楽しみいただけましたら幸いです。
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　グラン・ケイオス帝国の西端部に帝都『ヴァロア』はある。

　フリードニア王国の首都よりも規模が大きく、都市に隣接する小山の上には荘厳な女皇マリアの居城『ヴァロア城』がそびえ立っている。

　山の上に立っているため、敵に攻められにくい造りにはなっているものの、機能的とは言いづらいほど城はデザイン重視に建てられていた。これは人類側最大・最強国家であることを、諸外国に示すためと言われている。

　そんなヴァロア城の中にある一室。

　女皇マリアの妹にして将軍でもあるジャンヌ・ユーフォリアの執務室でいま、一組の男女が向かい合っていた。執務机に着いているのはこの部屋の主であるジャンヌで、その前に立っているのがフリードニア王国から派遣されている駐帝国大使ピルトリー・サラセンだった。ジャンヌはピルトリーに語りかけた。

「そうか。貴殿は今日、帰国するのでしたね」

「はい。妻のため、一時的にではありますがお暇を頂きます」

　ピルトリーは敬礼をしながらそう答えた。

　駐帝国大使として派遣されたピルトリーだが、王国を発たつ前に奴隷商だったころのジンジャーの店から引き取ったアンズとシホという美少女姉妹を妻とし、帝国にも連れてきていた。そのうちの姉のアンズの妊娠が発覚したため、慣れぬ国で産むよりはと王国にあるピルトリーの実家であるサラセン家に預けることにしたのだ。

　ピルトリーはアンズを王国へと送り届けるため、一時的に帰国し、預けた後はまたトンボ返りすることになっている。

「私めの帰国中は、残ったシホが王国との取り次ぎを行う手はずになっております」

「すみません。奥方も貴殿にそばにいてほしいだろうに……」

「いえ……自分の役割の重要さは、妻もわかってくれております」

　王国と帝国の秘密同盟。その中継役となる常駐大使の存在は両国の連携にとって欠かせないものであり、またかぎられた者たちしか知らない秘中の秘であった。

　王国と帝国は秘密同盟締結以後、両国の玉音放送と簡易受信装置を使って、いつでもテレビ電話会談のようなものが行える体制を構築している。

　重大な問題に対してはソーマとマリアが直接会談するが、そこまでではないこと（情報交換など）に関しては、二人の意を受けた宰相のハクヤとジャンヌが話し合っている。

　ピルトリーの役目は主に、この二人のスケジュールの調整だった。

「そうだ。帰国する貴殿に、一つ頼みたいことがあるのですが……」

「頼み、ですか？」

　するとジャンヌは机の引き出しを開け、なにやら綺き麗れいな木箱を取り出した。

「これを、宰相のハクヤ殿に差し上げてください」

　そう言ってジャンヌが木箱を開けると、中には豪ごう奢しやなラベルのついているいかにも高級そうなワインボトルが、緩衝材である木き屑くずにくるまれて収められていた。

「良い葡ぶ萄どう酒しゆが二本手に入ったので、一本を差し上げようと思ったのです」

「これを、宰相殿にですか？」

「べつに毒などは入っていませんよ。心配なら、誰ぞに毒味させて……」

「あ、いえ！　疑っているわけではないのですが！」

　慌てるピルトリーを見て、ジャンヌは愉快そうに笑った。

「ははは、わかっています。帝国のナンバー２が、王国のナンバー２に贈り物をするのです。勘ぐりたくなる気持ちもわかります。だけどこれは、いつも、姉上への愚痴を聞いてくれているハクヤ殿への、私のささやかな感謝の気持ちです」

「は、はあ……それなら……」

　ピルトリーが木箱を受け取った、そのときだった。

　急に部屋の外からドタドタと足音が聞こえてきたと思ったら、執務室の扉がバンと勢いよく開け放たれた。部屋に入ってきたのは、右手に赤、左手に青のドレスを持った、この国の女皇マリア・ユーフォリアだった。部屋に入ってくるなり、マリアは、

「ねぇ、ジャンヌ！　今日の放送はどっちのドレスがいいと思う？」




　そう言って、両手のドレスをジャンヌに突き出した。

　しかもそのドレスがまたすごいフリル付きでスカート丈も短く、お腹なかが開いていて胸が強調されるデザインで、ソーマが見たら「ガ、ガチのアイドルコス？」と首を傾かしげるだろう代物だった。ジャンヌはバンッと机を叩たたいた。

「姉上！　来客中ですよ！」

「あら、これはピルトリー殿。ようこそ」

　ジャンヌの怒声などどこ吹く風といった感じで、柔らかな笑顔で言った。

　いきなり現れた帝国のトップを前に、ピルトリーはしばし思考を停止していたが、我に返るとピンと背筋を伸ばして敬礼をした。

「はっ！　マリア様も、ご機嫌麗しゅう、およろこび、申し上げ、候そうろう？」

　アイドルドレスを持った女皇の乱入というあまりにも突飛な出来事に、ピルトリーは滅め茶ちや苦く茶ちやな上に嚙かみ嚙みな挨拶を返すのがやっとだった。

　そんなピルトリーの様子にマリアは「うふふ」と微笑ほほえんだ。

「そう硬くならなくていいですよ。貴方あなたはソーマ殿の配下なのですから、私に様付けする必要もありませんし、ほら、リラックス、リラックス～」

　そう言って見る者を蕩とろけさせるような笑みを浮かべるマリア。

　一方で、妹のジャンヌは苦虫を嚙み潰したような顔をさらに濃くしていた。

「姉上は緩みすぎです！　かりにも帝国の女皇ともあろうお人が、そんな派手な衣装を手に持って、廊下をドタドタ走るとはなにごとですか！」

「あらっ、これもちゃんと国民のための仕事よ？」

　マリアは茶目っ気たっぷりの笑顔を見せた。

「玉音放送を用いての娯楽番組の放送。日々、仕事に励む国民たちに、一服の楽しみを提供できる……ソーマ殿は素晴らしいモノを考案なさったと思います」

「きょ、恐縮です」

　仕える主君を褒められたので、ピルトリーはまた背筋を伸ばした。対してジャンヌは額を押さえながら、「やれやれ、まったく……」といった感じに、首を振った。

「だからといって、姉上自身が『歌姫ローレライ』にならなくたっていいでしょうに」

「でも、私に歌ってほしいという要望は多いと聞きましたよ？」

「それは……そうでしょうけど……」

『歌姫ローレライ』とは、ソーマがこの世界にもたらした概念だ。早い話が地球で言うところの『アイドル』を、この世界では『歌姫ローレライ』と呼んでいるだけなのだが、じゃあアイドルに必要な要素はなにかと聞かれた場合、『美貌』と『カリスマ性』だろう。

　歌や踊りが上う手まいにこしたことはないが、人より秀でた容姿と、（これはもう天賦の才能だろう）人を惹ひき付ける魅力があれば、アイドルとして十分やっていける。

　それでは現在の帝国で、優れた『美貌』を持ち、もっとも『カリスマ性』に溢あふれた人物はと聞かれたら、まず間違いなく、この女皇マリア・ユーフォリアと答えるだろう。

　しかも、マリアは歌や踊りも相当達者ときているので、トップアイドルになることさえ夢ではないほど素質に溢れていた。その実力はジュナにさえ迫れるほどだった。

　そのため、女皇陛下が歌うお姿を見たいという国民からの要望は多く、最近ではマリアの二つ名『帝国の聖女』の前に『歌って踊れる』が付きつつあった。

「『歌って踊れる帝国の聖女』って……姉上はそれでいいのですか!?」

「私からしたら、面倒な肩書きは『聖女』のほうね。どうせなら『歌って踊れる女皇マリアちゃん』って呼ばれたいわ」

「好みの問題ではないでしょう……」

　ジャンヌはガックリと肩を落としていた。そんなジャンヌを見ていて、

（なるほど、こういったことに関する愚痴を、宰相殿は聞いているわけか……）

　……と、ピルトリーは妙なところで納得してしまった。







　―――それから数日後。ソーマが星竜連峰へと連れて行かれたころ。




　ピルトリーはフリードニア王国の王都『パルナム』にある王城、『パルナム城』の中にある、宰相ハクヤ・クオンミンの書斎にいた。

　身重の妻アンズを自身の実家に預け、本人はこれから再度帝国へと向かうために、王城へとその挨拶をしに来ていたのだ。

　ただ、いま現在、ソーマ王は星竜連峰へ外遊中とのことだったので、留守を預かるハクヤのもとに来たわけだ。机に座るハクヤの前でピルトリーは敬礼した。

「それでは宰相殿。これよりまた、帝国へと向かいます」

「ご苦労様です。本当ならば奥方のそばにいたいでしょうが……」

　ハクヤはあまり感情が表に出ない顔でそう言った。素っ気ない対応に思えるかも知れないが、そもそも妻の妊娠を知り、ピルトリーに一時帰国を勧めたのはハクヤだった。

　ソーマ王が都市の衛生問題に取り組み、また、ヒルデ・ブラッドを中心に医療改革を行ったため、いまこの国は『大陸一子供が産みやすい国』になっていたからだ。

　またハクヤは身重のアンズのことをヒルデたちが診てくれるよう、手配もしてくれていた。しかも、ピルトリーの領地からヒルデのいる新都市ヴェネティノヴァまで、飛竜ワイバーンのゴンドラで送迎してくれるという気の利きようだった。

　素っ気ないながらも厚遇してくれるハクヤに、ピルトリーは感謝しきりだった。

「いえ……自分の役割の重大さは、よくわかっておりますゆえ」

　つい先日、ジャンヌ殿とも似たような会話をしたなぁ、と思い出しつつ、ピルトリーは答えた。すると、ハクヤは立ち上がり戸棚のほうへと向かった。

　そこから木箱のようなものを取り出すと、それを机の上に置いた。

「帝国に向かう貴殿に、ジャンヌ殿に届けてほしいものがあります」

「届け物、ですか？」

　ピルトリーが首を傾げると、ハクヤは木箱の蓋を開けた。

　その中には表面に鮮やかな彫物をされた、高級そうなグラスが一つ収められていた。

　グラスの横には、同じグラスがもう一つ入るようなくぼみがあり、これが本来二本セットのものであることを表していた。

「先日、良い葡萄酒をいただいたので、そのお返しの品です。普段、陛下への愚痴を聞いてくださっているジャンヌ殿への、ささやかなお礼も兼ねております」

「愚痴……宰相殿もですか？」

　ジャンヌはハクヤに姉への愚痴を言っているという。

　ハクヤもまたジャンヌに愚痴を言っているのだろうか？

　そんなことを思っていると廊下を走る音が聞こえてきて、ノックもそこそこに部屋の扉が開け放たれた。入ってきたのは先代王アルベルトの娘にして、いまはソーマの第一正妃候補となっているリーシア姫だった。部屋に入ってきたリーシア姫はピルトリーには目もくれず、焦ったようにハクヤに手にしていた書状を差し出した。

「ハクヤ、またカルラから伝書クイが届いたわ！　『我ら三人では〝対象〟を止めることは困難！　至急、援軍を乞う！』だって！」

「くっ……またですか」

　ハクヤはその怜れい悧りな表情をわずかに歪ゆがめた。

「わかりました。目撃者を増やしたくないので援軍は送れませんが、国防軍に掛け合ってその地域を封鎖させます。また当該地域に箝かん口こう令れいをしきましょう。これ以上は……将来の第二正妃の悪い風聞となりかねませんから」

「頼むわね」

　そう言って、リーシア姫は入ってきた勢いのまま部屋を出ていった。

　頭に手をやり、椅子の背にもたれ掛かったハクヤに、ピルトリーは恐る恐る尋ねた。

「あの……なにかあったのでしょうか？」

　心配そうなピルトリーに対し、ハクヤは乾いた笑みを浮かべながら答えた。

「なに……また一つ、ジャンヌ殿への愚痴の種ができただけですよ」

　その口ぶりから察するに、おそらくソーマ王絡みの問題事が起こったのだろう。

　そしてピルトリーはある種の予感めいたものを覚えた。

　きっとハクヤとジャンヌは近いうちに、玉音放送の画面越しに、同じ銘柄の葡萄酒をお揃そろいのグラスで飲むのだろう。

　ソーマとマリア、双方の主君への愚痴を肴さかなにして。

　そんな光景を想像しながら、ピルトリーは帝国へと戻っていった。
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　フリードニア王国では毎夕、玉音放送で様々なバラエティ番組が放送されている。

　日によって歌番組であったり、演劇仕立ての連続ドラマであったり、お笑いや大道芸が中心の演芸番組であったりするのだが、そのどれもが国民の心を摑つかんでいた。国民からの高評価を受けて、固定型の放送受信機の設置数も増えている。いまでは小規模な町にも置かれ、大規模な都市には複数機設置されて視聴できる場所を増やしていた。

　録画というものができず、常に生放送なので不自由な場面もあるが、番組放送はこの国の文化として、しっかりと根付きはじめていた。そんな放送番組の中で、最近、ことに国民たちの間で人気になっている、ドキュメンタリー・ドラマがあった。

　その番組名を『ネームレス・ヒーローズ』という。




【ドラマ『ネームレス・ヒーローズ』第三回「隙間を埋めた者たち」】




　このドラマの特徴は、なんといっても画面奥に設置された暗幕の存在だろう。

　玉音放送はいまだ生放送のみであるため、ドラマ番組は放送開始と同時に役者たちが演じる劇をそのまま放送している。そのため、少しでも劇と思われないために、演じる役者の背後にはしっかりとしたセット（『書割』など）が組まれるのが常だったのだが、このドラマは真っ黒な暗幕を背景に撮影が行われていた。

　それと同時に気になるのが、登場人物が全員、黒子のような頭巾を被かぶっていることだった。首から下はちゃんと役に添った格好をしているにもかかわらずだ。

　これがどんな効果をもたらすのかというと、背景の暗幕と合わさって顔がないように見えるのだ。顔の正面は薄く黒い布であるため、役者からはちゃんと演じられるくらいには前が見えているのだが、放送を通して観みる視聴者には役者の顔は見えなかった。

　どうしてそんな演出がなされているのかは、このドラマを観ていただくうちにご理解いただけることだろう。さて、今日のドラマで舞台の上に用意されていたのは、どこぞの実験室のような機材・器具に溢れた風景だった。

　そこでは二人の白衣を着た若い男女の研究員が、天てん秤びんばかりで粉末の重さを量ったり、アルコールランプで炙あぶった丸底フラスコを下から覗のぞき込んだりしていた。

『あーもう！』

　天秤ばかりで重さを量っていた男性研究員がドンと机を叩いた。

『ちょっと、トートくん。危険な薬品があるんだから揺らさないでよね』

　そんな男性研究員の様子を見て、女性研究員は批難の声を上げた。しかし、トートと呼ばれた男性研究員はそれでも憤りが収まらないようだった。

『ですけど、モモ先輩！　ボクらが「王立アカデミー」を出て、この「コスノー研究所」へと入ったのは、この国の人々のためになるものを開発したいという熱意があったからじゃないですか！　それこそ、マクスウェル家のジーニャ殿みたいに！　なのに……ボクらに上から回ってくる仕事は、彼女の〝研究の研究〟をしろというものばかり……』

　トートの言葉に、モモと呼ばれた女性研究員も否定はできず溜ため息いきを吐ついた。

『……たしかに、ジーニャ殿はすごい発明を沢山してるわ。でも、基礎研究も同じくらい大事だって、マチス先生も言っているじゃない』

『そうそれ！　ボクにはそれが納得いかない！』

　トートは悔しそうに拳を握りしめた。

『マチス先生は素晴らしい研究者です！　堅実で、地道に研究を積み重ね、結果を出してきた偉大な研究者です！　……ですが、世の人が褒め称たたえるのは、突飛な発明を次々に生み出すジーニャ殿のことばかり……』

『……うん。まあ、気持ちはわからないでもないけど……』

『私がどうかしましたかな』

　二人が話しているところに、壮年風の男性研究者が登場した。

　この人物もまた黒い頭巾を被っていた。顔が見えない状態で壮年感を出すためにか、トート、モモよりも白衣をこなれた感じに着崩していて、くたびれた靴を履いている。

『『　マチス先生！　』』

　トートとモモが声を揃えて言った。この人物がこの研究所の研究主任である、マチス・コスノーのようだった。マチスは直立した二人を見て、「はっはっは」と笑った。

『そう持ち上げんでくれ、トートくん。発想力でジーニャ殿に劣っているということは、自分が一番よくわかっていることだ。私は彼女のように革新的なことを考えつくよりも、地道にコツコツ、研究を積み重ねていくのが性に合っていることもね』

『っ！　ですが、先生っ』

　なおも言い募ろうとするトートを、マチスは手で制した。

『「この国の人々のためになるものを開発したい」……いまキミが言ったばかりではないですか。研究者や技術者たちの願いは、いつだって今日より素晴らしい明日あしたになるようなモノを創り上げることです。称賛されたいという気持ちもないとは言えませんが、それが第一の目的になってはいけません』

『先生……』

『さあ、わかったのなら、今日も研究に励みましょう。ちょうどまた、新たな研究材料が王都のほうより回ってきたところなのですから』

　そう言うとマチスは、机の上になにかの塊のようなモノを置いた。

　赤黒い、煉れん瓦がのようなそれを見て、モモは眉根を寄せた。

『それはなんなのですか？　先生』

『これはですねぇ、衝撃吸収素材です』

『衝撃吸収素材？』

『ええ。ソーマ陛下がジーニャ殿に、「ライノサウルス・トレインの揺れを軽減できるような装置を開発してほしい」と依頼したところ、車軸部分に、こういった衝撃吸収素材を組み合わせる仕組みを考案したようですね』

『またジーニャ殿、ですか……』

　トートが嫌そうな声を出したが、マチスは「はっはっは」と笑い飛ばした。

『さすがマクスウェル家の研究者、良い目の付け所です。……しかし、その仕組みに使われているこの素材は、ギガントアルマジロの甲羅の内面の肉を使っているため、量産化ができないそうです。ライノサウルス・トレインはこれからの輸送手段、ならびに国民の交通手段として、大いに発展が期待されています。しかし、量産化できなければ意味がありません。我々に研究依頼が来たのは、この素材の代替品となるものの開発です』

　やけに説明口調だと思うかもしれないが、実際にこのマチスの台詞せりふは観ている視聴者に説明しているのだ。すると、モモがその衝撃吸収素材をコンコンと叩たたいてみた。

『……結構、固いのですね』

『その程度の力では塊状態のこれはビクともしませんね。それでいて、大きな力を受ければ変形して衝撃を逃がします。つまり、この素材の重要な要素は頑丈であり、伸縮性があることなのです』

『頑丈であり、伸縮性がある……って、なんか矛盾してませんか？』

　トートの指摘に、マチスはまた笑った。

『矛盾だろうとなんだろうと、実際に目の前にあるのです。我々に課せられた使命は、量産可能なこれの代替品を見つけ出すことです。二人とも、協力、お願いしますね』

『『　はい！　先生！　』』

　こうして『コスノー研究所』のメンバーは、総力を挙げて（とはいっても、演劇仕立てなので三人しか役者はいなかったが）、この衝撃吸収素材の代替品となるような素材を探した。しかしながら、思いつく限りの素材を試してみるがなかなか見つからなかった。

　頑丈であり、伸縮性があるもの。

　頑丈なものを試せば伸縮性がなく、衝撃吸収素材として機能せず、伸縮性があるものを試せば、衝撃吸収素材として機能してもすぐに壊れてしまう。

　巨大なライノサウルスが牽けん引いんする貨物列車や客車に使われる部品だ。

　万が一、億が一のことがあれば大惨事となる。そのため、素材選びは慎重に厳格に行われた。三人にも段々、疲労の色が濃くなってくる。

　一度暗転し、再び明転した舞台上では、トートが机に突っ伏していた。

『ダメだぁ！　伸縮性があって頑丈な素材なんて、そんなもの見つかりませんよ！』

『そうね。この素材が見つかったことだって、かなり奇跡的なことのように思えるわ』

　トートの背に手を置きながら、モモも溜息を吐いた。そんな疲れ切った二人を、マチスは苦笑いしながら励ました。

『まあまあ、そんなに焦らずとも大丈夫ですよ。そんなに根を詰めすぎても良い案は出ないでしょう。ホットミルクでも作りましょうか』

　そう言って、マチスが席を立った……そのときだった。

『ん？……うわっ!?　せ、先生!!』

　急にトートが椅子から転げ落ち、大声を上げた。

『ど、どうしたのよ、トートくん!?』

『どうかしたのですかな？』

　モモとマチスが椅子から転げ落ちたトートのそばに寄ると、トートはなにやら怯おびえた様子で、一点を指差していた。その指差す先ではなんと、床に落ちていたペンがフワフワと浮いているではないか。これには二人も面食らった。

『ウソ……誰かの魔法？』

『いえ、この研究所には重力操作ができる魔法の使い手はいなかったはずです』

『で、でも先生。あのペンは現に浮いていますよ？』

『ふむ……ですが、なにか浮き方が妙ですね。まるでなにかに釣られているような？』

　そう言うとマチスは近づき、そのペンの上に手を翳かざしてみた。すると、ペンはマチスの翳した右手の下に固定されたかのように、動かした手に合わせてスーッと移動した。

『『　!?　』』

『なるほど……そういうことですか』

　驚く研究員二人を尻目に、マチスはわけ知り顔で頷うなずいた。そして、空いていた左手で浮いていたペンを摑むと、右手とペンの間部分を二人によーく見せた。

『よく見てください。この間に、なにかが見えませんか？』

『……あっ！　すごく細いですけど糸のような物が見えます！』

『あ、本当だ！　すっごく細いけど、糸のような物がある！』

　二人がそう言ったのを聞いて、マチスは微笑ほほえみながら頷いた。

『その通りです。これは、蜘く蛛もの糸ですね。大方、机からスルスルと下りた蜘蛛の糸が落ちていたペンに付着したのでしょうね』

『な、なんだ……ビックリしましたよ……』

　トートはヘナヘナとその場にへたり込んだ。

『でも、蜘蛛の糸ってすごいんですね。こんなに細いのに、ペンを持ち上げるなんて』

『本当、こんなに柔らかそうなのにね』

『………っ!?』

　二人の言葉を聞いた瞬間、マチスは頭に電流が走ったような気がした。

　いままで衝撃吸収素材は固形のものを中心に探してきたけど、この糸はどうだろう。蜘蛛の糸は頑丈であり、伸縮性もある。これを固めればどうだろう。幸い、この世界には小型の蜘蛛から大型のものまでいるし、蜘蛛以外にも糸を吐く生物は沢山いる。これらの中から衝撃吸収素材として有望なモノを見つければ、量産も可能なのではないか。

『見つけた！　ついに見つけたぞ！』

　マチスがそう叫ぶと同時に、場面は暗転した。
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　舞台が再び明るくなったとき、風景は様変わりしていた。

　応接室のような場所で、二人の人物が向かい合わせに椅子に腰掛けていた。

　今度は役者ではなく、両方とも顔が見えていた。

　一人はこの国ではもうお馴な染じみの、『第一の歌姫プリマ・ローレライ』と謳うたわれ、最近では教育番組の『歌のお姉さん』として活躍しているジュナ・ドーマだった。

　もう一人は白衣を着た四十歳くらいの、落ち着いた雰囲気の男性だった。

　頭と同じ灰色がかったヒゲが口の周りにモサモサと生えている。彼こそが本物の（役者が演じているわけではなく）マチス・コスノー研究主任だった。

　そんなマチスに、ジュナは黒い塊を手にしながら尋ねた。

「そうやって作り出されたのが、この『衝撃吸収素材』というわけですね？」

「そのとおりです。様々な生物が産出する糸を試した結果、ある蚕の作る繭がもっとも適していることがわかりました。それがこれです」

　ジュナに尋ねられ、マチスも自信満々に答えた。

　そして、ここからは二人の対談パートが始まった。

　さっきまでのドラマは言うなれば『再現ドラマ』だったのだ。

　このドキュメンタリー・ドラマ『ネームレス・ヒーローズ』は二部構成になっており、まずはその回の主役（今回の場合はマチス）がどんな功績をあげた人物なのかを『再現ドラマ』で説明し、その後に本人とジュナが対談するという構成になっていた。

「それでマチスさん。この素材は量産が可能なのでしょうか？」

「はい。蚕の繭を原料としていますので、絹糸を生産するのと同じく量産が可能になっております。ただ、火や熱に弱いという弱点もありましたので、加工する際には耐火・耐熱加工が施してあります。その方法については……国家機密となっております」

「なるほど。先端技術は国の宝ですものね。本当に……素晴らしいモノをお作りになられたと思います。ソーマ陛下もさぞやお喜びになったことでしょう」

「ええ。王城に呼び出されたときはなにかと思いましたが、この素材を開発したことに対するねぎらいの言葉をいただきました。私たち研究員が日の目を見ることはそうそうないのですが、あのときは……そうですね。この仕事をやってて良かったと思いました」

「先生。今日は貴重なお話を聞かせていただき、ありがとうございました」

　マチスのまとめの言葉を聞き、ジュナは頭を下げた。マチスもそれに釣られて頭を下げた。ジュナは頭を上げると、玉音放送の宝珠に向かって言った。

「それでは、マチスさんがソーマ陛下と対面したときのことを再現したドラマと共に、この番組を締めさせていただきます」

　ジュナがそう言うと、場面は再び暗転した。
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「ジュナ姉ねえ、お疲れ様」

　放送が終わり、ジュナがマチスに挨拶をしてから宝珠に映らない位置へとハケると、にこやかに笑ったロロアが出迎えた。ジュナも笑みを返した。

「ありがとうございます、ロロアさん。どうでしたか？」

「良かったわ。ダーリンやシア姉たちに見せられんのが残念やったわ」

　ソーマやリーシアたちはいま、ナデンと共に星竜連峰へと行っていた。星竜連峰を襲うという『嵐』に対処するためらしい。

　ソーマたちのことは心配だけど、王国に残った二人はみんなの無事を祈りながら、自分たちにできることをしてソーマたちの留守をしっかりと守るだけだ。そう意気込んで臨んだ収録はジュナにとって満足のいく出来だった。

「あ、でも、最後に出てきたダーリン？　あれはちょっとどうかと思うで」

　しかし、ロロアにとっては一部不満があったようだ。

　ロロアが言っているのはエンディングのドラマパートで、量産できる衝撃吸収素材を開発したマチスたちをソーマが呼び出し、一人一人握手をしながらその労苦をねぎらった場面のことだろう。ロロアは腕組みをしながら言った。

「あの役者、王冠を被かぶっとったし、豪ごう奢しやなマント着とったし、手袋をした手で王おう杖じようを持っとったで？　ダーリンがあんな格好をしとるん見たことないわ」

「あれは、まあ……わかりやすさ重視の演出ですね」

　戴冠前なので王冠はまだ先代王アルベルトが預かっているし、マントや王杖みたいな装備をソーマは好まない。だからといって、カジュアルシャツにズボンというソーマのいつもの格好では、国王との面会のシーンだとはとてもじゃないが思えないだろう。

　それにはロロアも「せやね」と笑った。

「しっかし、この『ネームレス・ヒーローズ』も結構人気みたいやね～」

「市井の人々からしてみればジーニャ殿みたいな天才型より、マチス殿のような職人型・秀才型のほうが親近感が湧くんでしょうね」

　一般人が共感できるのは才能がある者よりも、努力して結果を出した者だ。

「まっ、ええことや思うわ。ダーリンの政策って一見すると、一部の天才たちによって全部が成り立っとるように見えてまうけど、その陰にはこういう『名も無きネームレス・英雄たちヒーローズ』の地道な努力があるんだっちゅうことを、国民たちに知ってもらえるんは、な」

「ええ。そのとおりだと思います」

　国民たちに伝わればいいなぁと、二人は顔を見合わせて笑い合うのだった。
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「ジーニャと！」

「メ、メルーラの！」

「「　レッツ、検証!!　」」

　拳を突き上げ同時に叫んだのは、先日、近この衛え騎士団長ルドウィン・アークスと婚約した超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャ・マクスウェルと、探求心が強すぎてルナリア正教皇国から魔女認定され、追われることになったガーラン精霊王国出身のハイエルフ、メルーラ・メルランだった。二人はいま、マクスウェル家所有の廃ダンジョン工房にいた。

「……あの、このコールに意味があるのでしょうか？」

　色白な顔を赤くしながら、メルーラがジーニャに尋ねた。

「んにゃ？　その場のノリに決まってるじゃないか」

「ノリって……ジーニャさん、貴女あなたね……」

「さあ、メルメル。時間は有限だ。さっそく検証を始めようじゃないか！」

「メルメルって呼ばないでください！」

　メルーラの抗議の声を聞き流し、ジーニャは背後からあるものを取り出した。それはボクシングのサンドバッグぐらいの大きさがある小汚い感じの袋だった。

「今日検証するものはこれ。パンパカパ～ン、『勇者のずだ袋』」

「『勇者のずだ袋』？」

「（ソーマ）王様と同じく、異世界から勇者として召喚された、初代エルフリーデン国王陛下が使っていたとされるずだ袋さ。こう見えて結構な物が入り、最近ではポンチョ殿がこの袋の中に大陸中で搔かき集めた食材を入れて持ち帰ったりしている」

「初代国王陛下って……結構なお宝なんじゃないの？」

　メルーラがずだ袋をツンツンと突つつきながら言った。初代エルフリーデン王といえば、様々な種族をまとめ上げてこの王国を築き上げた大英雄だ。その偉業は伝説として語り継がれ、いまも国民たちから敬愛されている。そんな初代国王が使っていた物となると、とんでもないお宝なのではないだろうか。

「一応、国宝ってことになってるね」

　ジーニャはなんてこともないような感じで言った。

「こ、国宝!?」

　メルーラは思わず飛び退のいた。

「って、国宝をこんな雑な扱いしていていいの!?」

「王様に『調べたいんだけど』って言ったら『壊すなよー』って貸してくれたよ」

「軽っ!?　そんな買ったばかりの懐中時計でも借りるみたいに!?」

「王様は超科オーバー・学サイエンスの遺物について調べたいみたいだ。なにかあったのかな？」

「わ、私に聞かれても……」

　星竜連峰でかつていた世界とこの世界とに関係性があることを知ったソーマは、それを知るための鍵となるであろう『超科オーバー・学サイエンス』の遺物についての、より具体的な調査を各研究機関に指示したのだ。もっとも、その事情までは説明されていなかったが。

「とにかく、今日はこの『勇者のずだ袋』について検証してみよう」

　ジーニャはそのずだ袋を手に取った。

「さて、まずは重さと容量についてだね。いま現在はこの通り、華きや奢しやでインドアで根暗なボクの細腕でも、楽々持ち上げることができる」

「いまの自虐いります？　まあ見るからに軽そうですものね」

「どっこい、この中にはすでにかなりの量のものを詰め込んであるんだ。さて、ゴーレムたちよ。持ってきておくれ」

　するとジーニャは自身の能力で生み出した土のゴーレムたちに、四角く大きな水槽を持ってこさせた。大きさとしては大きな倉庫一つ分くらいはあるだろう。底面は四メートル×五メートルほどで、高さも四メートル以上あり、ジーニャが縁に立つためには梯はし子ごを掛けなければならなかった。下から見上げる形になったメルーラが尋ねた。

「あの、ジーニャさん？　なんでこんなものを？」

「実はこのずだ袋なんだけど、すでに半日ほど川へ浸つけておいたのさ」

「国宝になんてことしてるの!?　これって処罰されないの!?」

　メルーラがアワアワしていたけど、ジーニャはどこ吹く風だった。

「学問の発展のためにも、細かいことなど気にしていられないのさ」

「私……自分のことを研究バカだって思ってたけど……世界は広いわね」

「にゃはは、そんなに褒めないでよ。メルメル～」

「褒めてません！」

「まあ、ともかくだ。半日ほど川に浸けておいたおかげで、この中には川の水が沢山入っていることだろう。容量がわからないから満杯かどうかは不明だけどね。とにかくこのずだ袋にどれだけの水が詰まっているか、この水槽に開けてみればわかると思うんだ。もし、危ないようなら袋の口を閉じればいいだろうしね」

　そう言うとジーニャは、水槽の中に向かってずだ袋の口を向けた。

「ではでは～、ご開帳～」

　そんな吞のん気きな声とともにジーニャがずだ袋の口を開くと、中からドバーッっとすごい勢いで水が溢あふれ出した。その反動でジーニャは思わず仰のけ反ぞりそうになったけど、とっさに配下のゴーレムたちに自身を固定させることによって事なきを得た。

　水はドンドンと溜たまっていき、すでに水槽の半分くらいまで入っている。川の水をそのまま入れていたためか、濁っていて、藻や木片などのゴミも多い。

「あ、魚……」

　下で見ていたメルーラは、水槽の中で魚が数匹泳いでいるのを確認した。きっと水の中に浸けていたときに入り込んだのだろう。

（他はともかく、魚は袋の中でも生きていた。これは興味深いわね。袋の中の構造はわからないけど、すくなくとも魚が生きるだけの条件が整っていたということだもの）

　ジーニャに流されがちだが、そこは彼女に負けず劣らず探求心旺盛のメルーラ。

　すぐに頭を研究モードに切り換えて考察を始めていた。無限に出続けるのではないかというほど吐き出された水は、やがて水槽の九分目くらいで止まった。

「ふむ。半日川に浸けておいて、これだけの量しか入らなかったということは考えられないね。だとすると、ここらへんがこのずだ袋の容量なのかもしれない。大体、倉庫一個分ってところかな？　それに本来、こんな量の水が入っていたら、ボクには持ち上げることさえできないはずだ。ということは中に入った物の重量は無視できるのか？」

　下に降りてきたジーニャが、アゴに手をやりながらそう推測した。

「これほどの水の重さを無視できるってすごいわね……あっ、見て、ジーニャ。水槽の中に魚が泳いでいるのが見える？」

「ん？……本当だね。結構、元気に泳ぎ回っている」

「半日ぐらいならこれくらい元気なのかしら？　でも、袋の中ってことは光もないわけでしょ？　常に水があった環境とはいえ、夜だと思って動きも鈍りそう」

「中の魚が元気か……それについては気になっていることがある。たしか王様の話では、中に入れた食べ物が腐りにくいんだとか。だとすると……」

　ああでもないこうでもないと議論を交わす女子二人。そんな二人の様子を、廃ダンジョン工房内に作られたログハウスのテラスから眺めている二人の男たちがいた。

　ジーニャの婚約者である近衛騎士団長のルドウィン・アークスと、メルーラの保護者（？）であるルナリア正教皇国から派遣された生臭司教のソージ・レスターだった。

　二人はテラスで麦酒を酌み交わしながら研究熱心な女性たちの様子を見ていた。片方は呆あきれ笑いで、片方は頭をかかえながら。

「ジーニャのやつ、また、あんな無茶なことを」

　頭を抱えているのはルドウィンだ。真面目なイケメン近衛騎士団長は、今日も今日とて幼おさな馴な染じみのジーニャに振り回されるのだった。

「国宝を半日、川に浸けてただって？　なに考えているんだ！　もし紛失したら、マクスウェル家お取り潰しどころじゃすまないぞ！」

「かっかっか。まあいいじゃねぇか。どのみち、お前さんらの代で、アークス家とマクスウェル家は合併してマクスウェル・アークス家になんだろ？」

　頭を抱えるルドウィンを、ソージは軽快に笑い飛ばした。

「くっ、そういう問題ではありません！　と、いいますか、ソージ殿もメルーラ殿を野放しにしていていいんですか？　保護者なんですよね？」

「保護者っつったって、俺の場合は本国からの要請をのらりくらりとかわすのが仕事だからねぇ。本国からの逮捕要請からは保護してやるが、それ以外のことに関しちゃ口を出す気はねぇよ。研究以外のことなら俺より向こうのがしっかりしてるしな」

　そう言いながら、ソージは豪快に麦酒をあおった。本来、ルナリア正教の聖職者は禁欲であるべきだというのに、相変わらずの生臭っぷりである。

「ぷは～……口を出すっていうならむしろメルーラのほうが口うるさいぜ？　やれ『部屋を綺き麗れいにしなさい』だの、『だらしないですよ。シャンとしなさい』だのな」

「いや、それはメルーラ殿の言い分のほうが正しいでしょう。……同じ研究者でありながら、そういったきちんとした性格はジーニャとは正反対ですね」

「案外、お前さんとメルーラって組み合わせのほうがうまくいくんじゃないか？」

「それを言ったら、貴方あなたとジーニャの組み合わせは、いま以上に暴走しそうです」

　ルドウィンとメルーラ、ソージとジーニャという組み合わせを想像して……二人は苦笑した。性格の近い者同士の組み合わせなのに、どうにもしっくり来なかったからだ。

「ま、性格の似すぎた者同士はうまくいかないもんさ」

「……そういうものですかね」

　二人がそんなしみじみとした空気になっていると、

「あー、ちょっといいかい？　ソージのおじさん」

　向こうのほうでジーニャがソージを手招きしていた。

「うん？　俺のほうかい？　ジーニャの嬢ちゃん」

「ああ。すまないんだけど、ちょっとこっちに来てくれないかな？」

「ったく、しょうがねぇな……」

　ソージは若干酒で足をふらつかせながらジーニャたちのもとへと向かった。

　実験中のジーニャからのご指名……。

　ルドウィンには嫌な予感がしていたのだが、ここで引き留めると今度は自分のほうに流れ弾が飛んできそうだったので、黙ってソージの背を見送ることにした。







　ソージがジーニャに呼ばれる少し前。

「ボクは『ずだ袋に入れた食べ物が腐りにくい』というのは、『食べ物が腐るまでの時間が延長されている』のではないかと思うんだ」

「と、言いますと」

「『ずだ袋の中に流れる時間』は『袋の外に流れる時間』と違っているのではないか、ということさ。半日中に入っていた魚が元気いっぱいなのも、時間の流れが違うことに理由があるんじゃないだろうか。そこで、これだ」

　ジーニャが取り出したのは砂時計だった。それを逆さにすると上部に溜たまった砂が下に落ちはじめる。その状態のまま、ジーニャは砂時計をずだ袋の中に入れた。

「あの砂時計は丁度五分で落ちきるようになっている。この状態で五分待つ」

「……なるほど。そういうことですね」

　―――五分後。

　ジーニャが砂時計を取り出してみると、まだ砂は落ちきっておらず、それどころか上部の砂の量にもあまり変化は見られなかった。ジーニャはアゴに手を当てて唸うなった。

「う～ん……砂が落ちきっていないのは予想通りだったけど、上部の砂の量にほとんど変化が見られないということは、中の時間はほぼ『停止』状態ということなのだろうか？」

「この袋の中では時間が止まってる!?　そんなことがありえるのですか!?」

「超科オーバー・学サイエンスの遺物に、我々の常識は通用しないのだよ。メルメルくん」

「メルメルくん、言うな。……でも、中の時間が止まってるかどうか、どうやって確かめるんです？」

「ふむ……これはもう、最後の手段しかないかな」

「さ、最後の手段？」

　ゴクリと唾を飲み込むメルーラに、ジーニャは不敵な笑みを浮かべていった。

「直接、中に入ってみるのさ」







　そして、ソージが呼ばれたわけである。メルーラはジーニャに冷たい視線を向けた。

「貴女あなたが入るんじゃないのね」

「我々は観察者だ。実験の記録を残す義務がある」

「まったく……本当に、大丈夫なんでしょうね？」

「あのおじさんが心配かい？」

　ジーニャがニヤッと笑うと、メルーラはプイッと顔を背けた。

「あんなでも、なにかあったら寝覚めが悪いもの」

「大丈夫さ。現に魚は元気に泳いでいたじゃないか」

「表面的にはそう見えますけど、物言わぬ魚では本当に無事かわかりませんよ」

　すると、ソージが歩み寄ってきた。

「呼んだかい？　ジーニャの嬢ちゃん」

「ふふふ。さっそくなのだけど、ちょっと協力してほしいんだ」

「協力？……って、うお！」

　彼の返事も待たず、ジーニャはガバッとソージに『勇者のずだ袋』を被かぶせた。

　ソージは聖職者にしては逞たくましい体つきをしており、本来ならそんなずだ袋には入らないサイズのはずなのに、被せたところからスルスルと中に入り、終しまいには完全に中に入ってしまった。メルーラはいきなりのことに面食らっていた。

「ちょっと!?　本当に大丈夫なの!?」

「心配ない心配ない。………多分」

「多分って……」

「とりあえず、このまま少し待とうか」

　だいたいそれから二十秒くらいたったころだろうか。

　ジーニャはおもむろに、袋の中からソージの身体からだを取り出した。

　尻餅をつく形で飛び出たソージに、メルーラは駆け寄った。

「ソージ！　大丈夫なのですか!?」

「痛てて……なんだぁ？　一体なにが起こったんだ？」

「どこもおかしくはなっていないのですか!?　手と足は二本ずつありますか!?　目・鼻・耳はちゃんと二つずつ付いてますか!?」

「いや、人間族に鼻が二つあっちゃおかしいだろ。あれ、でも、え？」

　キョロキョロと辺りを見回すソージに、ジーニャは質問した。

「ソージのおじさん。いま、おじさんは袋の中にいたんだけど、体感時間はどれくらいだったかい？」

「時間？　んなもん、数えてねぇけど……被せられてすぐ取られただろ？」

「いいや。おじさんは実に二十秒くらい袋の中にいたんだよ」

「バカ言え。そんな長い時間じゃなかったぞ」

「ふむ……あたっ！」

　また考え込もうとしたジーニャの頭にゴチンッとゲンコツが落とされた。

　ジーニャが振り返ると笑顔のまま、おでこに青筋を浮かべたルドウィンが立っていた。その剣幕に、ジーニャは顔を引き攣つらせながらなんとか笑顔を作った。

「る、ルウ兄？　か、家庭内暴力は感心しないなぁ」

「やかましいよ！　ソージ殿をいきなり実験台にするなんて、なにを考えてるんだ!?」

「学問の発展のためには……」

「やって良いことと悪いことがあるだろ！　だいたいキミって人は……」

　ルドウィンがジーニャに対してくどくどとお説教を始める横で、メルーラが投げ出されたままになっていた、『勇者のずだ袋』をジーッと見つめていた。

　その視線に気付いたソージが声を掛けた。

「お、おい……メルーラ？」

　声を掛けられてなお、メルーラはずだ袋をジーッと見つめていた。

　ソージは思い出していた。メルーラ・メルランが探求心の塊であり、ネコが殺されようと好奇心のまま突き進む女であることを。それこそ、聖域とされているルナリア正教本教会に忍び込み、ルナリア正教が崇あがめる月神ルナリア様の神託が降りると言われている碑文『月の碑ルナリス』を盗み見て、正教会から魔女と認定され追われるほどに、だ。

　するとメルーラは意を決したように、「えいっ」と頭をずだ袋の中に突っ込んだ。

「メルーラ!?」

　ソージの上げた声で、ルドウィンとジーニャも事態に気付いた。

「メルーラ殿!?」

「メルメル！」

　純粋に彼女の身を案ずるルドウィンとは違い、ジーニャは肩の辺りまで袋に飲み込まれているジーニャのそばに寄ると、取り出した懐中時計を見ながら呼びかけた。

「メルメル、ボクの声が聞こえてるかい？」

『ええ。聞こえています』

　袋の中からそんな返事が来た。どうやら無事のようだ。

「メルメル。中はどんな風だい？　なにか見えたかな？」

『入り口に入ってすぐ、黒いものが見えました。なんというか、闇のようでしたね。その闇の中に顔を突っ込むことになったのですが、いまはなにも見えません』

「闇か……ボクの声はタイムラグなく聞こえているかい？」

『ええ。聞こえています。いまの状態では時間の流れは外と変わらないようです』

「ふむ……どこまで入れば、時間の流れが変わるのだろうね。前に進めるかな？」

『やってみます。念のため、私の足首を押さえていてもらえますか？』

「了解だ。しっかり持っておこう」

　ジーニャは、匍ほ匐ふく前進の要領で、ズリズリと袋の中に全身を入れていくメルーラの足首を握った。身体が半分くらい中に入った状態でも、メルーラにはジーニャの声はタイムラグなくちゃんと届いているようだった。

「メルーラ。ここからはなにか歌いながら進んでもらえるかい？」

『わかりました。……Ｌａ～♪　ＬａＬｕＬａ～♪』

　袋の中から透き通った綺麗な歌声が聞こえてきた。

　その歌は、この場にいる誰もが聞いたことのないメロディーだったのだが、もしかしたらメルーラの故郷である『ガーラン精霊王国』の歌なのかもしれない。そんな歌が聞こえる中、メルーラの身体が袋の中へと進んでいく。そして、メルーラの足がジーニャの手首ごと袋の中に入った、そのときだった。

　不意にメルーラの歌声が途絶えた。

「メルーラ、聞こえているかい？」

　ジーニャが呼びかけたけど、メルーラからの返事はなかった。

　しかし、ジーニャの手はたしかに、メルーラの足を摑つかんだままだった。そこでジーニャはルドウィンたちの手を借りて、メルーラを袋から引っ張り出した。すると、

『ＬａＬａＬａ～♪』

　引っ張り出した瞬間、メルーラの歌声が聞こえた。まるで、なにごともなかったかのように、彼女は歌い続けていたのだ。引きずり出されるとメルーラは首を傾かしげた。

「体感では、ですけど、歌っていたらすぐに引っ張り出された感じでした。歌もまだ、一番を歌い終わっていませんし」

　そんなメルーラの報告を聞いて、ジーニャは「ふむ……」と考え込んだ。

「どうやら、この袋の中に『対象』を入れた場合、『対象』が完全に中に入ったとき、その『対象』の時間を止めるようだね。だから、足が出ていたときのメルーラ、そして手を入れただけのボクには影響が出なかったんだ」

　そこまで言うと、ジーニャはパンパンと手を打った。

「さて、とりあえず、いまわかったことを報告書にまとめよう。超科オーバー・学サイエンスの遺物は実に興味深いね。今日わかったことだけでも王様を満足させられるだろう」

「そうですね。とても興味深い一品でした」

　なにやら活いき活きした様子で、今日の報告書をまとめている女性陣。そんな女性陣を見て、男性陣は溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……どうやら無事に終わってくれたようですね」

「ルドウィンの大将よぉ。アンタ、毎回こんな苦労をしてんのかい？」

　ソージに気遣わしげに尋ねられ、ルドウィンは乾いた笑みを浮かべた。

「ええ……でも、これでしばらくの間は静かに……」

「そういえばメルメル。王様から『召喚の間』についての調査依頼が来ているんだけど？」

「ああ、異世界からソーマ陛下を召喚する際に、儀式を行ったというあの部屋ですか。それはとても興味深いですね」

「「　………　」」

　どうやらすでに『レッツ検証！』の第二回があることが決定しているようだ。呆ぼう然ぜんとしたルドウィンの肩を、ソージが優しくポンと叩たたいた。
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　星竜連峰でナデン、ルビィと契約した俺たちは一度王国へと帰ってきた。

　トモエちゃんにも言ったとおり、王城にはまだ駆け込み縁談が殺到しているため外遊は続けるつもりなのだけど、『ススムくん・マークⅤライト』や『ムサシ坊や君』などの旅には不向きな大荷物があったので、それを降ろしに帰ってきたのだ。

　パルナム城の中庭に黒龍のナデンと赤竜のルビィが降り立つと衛士たちが慌てだした。ナデンのことはもう知っていても、まさかルビィまで追加で現れるとは思っていなかったのだろう。……というか、報告するのをすっかり忘れていた。

　ともかく、俺はナデンから降りるとルビィが運んできたゴンドラへと向かった。行きはナデンが運んだゴンドラだけど、ナデンは俺の妃きさきとなるため、ハルの妻になるルビィが手ぶらでは外聞が悪いとのことだったので、ルビィに運んでもらったのだ。

「ルビィ。ちゃんと揺らさずに運んだんでしょうね？」

「うっさいわよ、ナデン。ちゃんと運んだわよ」

　人の姿になったナデンとルビィは早速言い合いを始めていた。

　王の妃と家臣の妻という上下関係ができたはずなのだけど、当人たちはそんな立場なんて気にせず仲良く喧けん嘩かしているみたいだ。二人にはこの関係が気楽なのだろう。

　すると、ゴンドラの扉が開きリーシアが降りてきた。

「うっ……」

「リーシア!?」

　地上に降り立った瞬間、リーシアがよろめいたので慌てて抱き留めた。腕の中に収まったリーシアを見ると、青い顔をしていて口元を手で押さえていた。

「だ、大丈夫か!?　どこか悪いのか!?」

「ごめん……ちょっと、ふらついちゃって……酔っちゃったのかな？」

　ゴンドラ酔い……なのか？　そんなリーシアを見て、ナデンがルビィを責めた。

「揺らしてないって言ったじゃない！」

「そ、そんなに揺れなかったと思うわよ!?」

「落ち着いてください。たしかにそんなに揺れなかったと思います」

　あとから出てきたアイーシャがそう言ってナデンをなだめた。リーシアも弱々しく笑いながら「多分、ルビィのせいじゃないわ」とフォローした。

「長距離移動の疲れが出たんだと思う。体調管理に失敗したのね」

「本当に大丈夫なのか？」

「うん……でも、先に部屋で休ませてもらうわ。カルラ、一緒に来てくれる？」

「わ、わかった。私に摑まるといい」

「俺も付き添うぞ？」

「ソーマはハクヤにことの経緯を報告しなくちゃいけないでしょ？　ナデンやルビィの移住手続きもしなくちゃだし、私のことはいいからちゃんと仕事をして」

　うぅ……そう言われてしまうとなにも言えなくなる。

　結局、俺にはリーシアが、カルラに肩を借りながら部屋へと向かうのを見送ることしかできなかった。心配しすぎても怒られそうだし、まずはやるべきことをやろう。







「さて、またみんなに集まってもらったわけなんだけど……」

　政務室へと戻り、ハクヤたちへの経過の説明と、ナデンとルビィに関する諸もろ々もろの手続きと、研究機関に対して『超科オーバー・学サイエンス』の遺物についての調査指示を出したころには日付が変わっていた。仕事が片付いたことで、あらためて旅の同行メンバーを招集した。

　部屋には一緒に帰ってきたアイーシャ、ナデン、カルラ、ハルバート、カエデ、ルビィの六名に加えて、留守番組だったハクヤ、ジュナさん、ロロアもいた。リーシアはまだ体調が戻らないそうなので部屋で休んでもらっている。

「まだ俺は王城から離れていたほうがいいのか？」

　ハクヤに視線を送りながら尋ねると、ハクヤはコクリと頷うなずいた。

「そうですね……まだ王城に持ち込まれる縁談の数は落ち着いていません」

　やはりか。星竜連峰では事態が急すぎて予想よりも日数が掛からなかったからな。いや、あれだけのことがあったのに、すぐに解決できたことは喜ばしいんだけど。

「……とまあ、そういうわけなので、またべつの国に外遊に出ようと思う。リーシアの体調が心配だけど、そのリーシアからも行ってこいって言われてるしな」

　本当はリーシアが快癒するまでは城にいようと思ったのだけど、そのリーシアから、

『ソーマが外国に行ける貴重な機会を私の体調不良のために潰したくないわ』

『他国の文化に触れることはソーマの糧になるわ。だから世界を見てきてほしい』

　……と強く言われた。そんな風に言われてしまったら、行くしかないだろう。

「トモエちゃんをあの村で待たせているので、明日あしたには出発したい。そして次に向かう国だけど……『トルギス共和国』に行ってみようと思う」

　トルギス共和国は大陸の南端にある寒冷な国だ。冬は雪と氷に覆われ、上空は冷たい気流が乱れていて飛竜ワイバーンも飛べない、そんな閉ざされた国だった。北上政策が国是で、最近の動きとしてはアミドニア公国との戦争時に、北上する素振りを見せていたっけ。

　俺は仲間たちを見回しながら言った。

「あの国の動きはよくわからない。よくわからない国だからこそ、この目で内情を見てきたいと思うんだ。今後敵対するにしろ、友好を結ぶにしろ、あの国の内情をもっと知っておいたほうがより的確な判断ができると思うから」

　アミドニア公国との戦いのときは、すでに向こうが敵対する意思を固めていたため、内情までを調べる余裕がなかった。だからこそ最後の最後でロロアに出し抜かれたとも言える。今度はそんなことがないように、しっかりと下調べをしておきたかった。

「ト、トルギス共和国なの？」

「……あまり行きたくない国ね」

　トルギス共和国と聞いて、ナデンとルビィが嫌そうな顔をした。

　飛竜ワイバーンは寒冷地を嫌うというけど、それは龍も竜も一緒らしい。

　いまは五月半ばで王国はもうすっかり暖かくなったところだけど、共和国ではこの時期も十度前後までしか気温は上がらないそうだ。

　ナデンとルビィにとっては厳しい環境だろう。

「寒い国ですからね。私も、護衛としてはお役に立てないかと思います」

　二人と同じく寒さに弱い半竜人ドラゴニユートであるカルラもそう言った。厚着をすればついていけるけど、それで動きが鈍っては護衛として連れていく意味がないということらしい。この三人を連れていけないのは大幅な戦力ダウンだけど、種族的に無理なものはどうしようもない。無理をして旅先で体調を崩されても困るしな。今回は諦めよう。

「ナデン、ルビィ、カルラは王国に残ってくれ。リーシアにも今回は安静にしていてもらおう。アイーシャ、ハル、カエデの三名は引き続き俺の護衛として同行してほしい。トモエちゃんとイヌガミも連れていく」

「お任せください」

「「　はっ、了解しました　」」

　アイーシャはドンと胸を叩き、ハルとカエデは敬礼した。

「それと……ロロア」

「ん？　うち？」

　急に声を掛けられてロロアはキョトンとした顔をしていた。

「ロロアにも一緒に来てほしい。共和国と交易する物品を調査したい。商会を持っているロロアなら交易品に関しても詳しいだろうしな」

　俺がそう言うとロロアはパアッと顔を輝かせた。

「おっ、うちもついていっていいん!?　やったわ！　むふふ、うちに任しとき。ダーリンのためにも、バッチリ良さげな交易品を見つけたるわ」

　そう言ってロロアは腕を絡ませてきた。

　よしよしと頭を撫なでてやりながら、俺は今度はジュナさんのほうを見た。

「ロロアを連れていくとなると戦力が心もとなくなります。だから、ジュナさん」

「はい」

「ジュナさんにも一緒に来てほしいのですが、スケジュール的に大丈夫ですか？」

　第一の歌姫プリマ・ローレライであるジュナさんは玉音放送の顔だ。教育番組の司会もあるし、歌番組にだって出る必要がある。だからスケジュールが空いているということはないわけで、大丈夫か、というのはそのスケジュールが調整可能か、という意味だった。

　すると、ジュナさんはニッコリと笑って、

「うふふ、大丈夫です。というよりも大丈夫にしてみせます」

　胸元に手を当ててお辞儀をしながらそう言い切った。

「教育番組の司会はコマリさんとシエナさんにお任せすれば大丈夫でしょう。後輩も育ってきていますし、しばらくお休みをいただいても問題ないと思います」

「そうですか。助かります」

「いえ、ロロアさんと同じく、私も陛下と一緒に旅がしたいですから」

　茶目っ気たっぷりにジュナさんはウインクした。うん、とてもチャーミングです。

　とりあえず、これで同行メンバーは決まったな。

「ハクヤ、一応、トルギス共和国のほうに会談の要請を出しておいてもらえるか？　基本的にはお忍びで行くつもりだけど、もしかしたらその場で会談を申し込む必要が出てくるかもしれないからな。うまく取り計らってくれ」

「了解しました」

　ハクヤが一礼して請け合った。よし、これで大体の手はずは整った。

「それじゃあ、みんな。行くとしますか」




　―――南の寒冷国。トルギス共和国へ。
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